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第１章 調査の目的と進め方



第１章 調査の目的と進め方 （１）観光客消費動向等調査概要

 実施目的

神奈川県を訪れた国内の観光客の属性、訪問地域、訪問目的、消費行動やニーズ等を調
査・分析することにより、実効性のある新たな観光振興施策の企画立案や施策効果を検証
するための基礎資料を得る

 調査方法

対面聞き取り調査

 調査対象

神奈川県内を訪れた国内観光客（国内に居住する外国人を含む）

 調査エリア
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地域名 調査地点

 横浜港大さん橋国際客船ターミナル

 新横浜ラーメン博物館

 横浜・八景島シーパラダイス

 大本山川崎大師平間寺

 川崎市立日本民家園

 長井海の手公園　ソレイユの丘

 三崎フィッシャリーナ・ウォーフうらり

 三笠公園

 鶴岡八幡宮

 江の島

 寒川神社

 宮ヶ瀬湖（宮ヶ瀬やまなみセンター）

 大山ケーブルカー

 さがみ湖リゾート　プレジャーフォレスト

 津久井湖城山公園（花の苑地）

 小田原城址公園

 箱根湯本駅

 箱根関所・資料館

 湯河原駅

 大雄山最乗寺

 足柄森林公園　丸太の森

 足柄エリア

 横浜・川崎エリア

 三浦半島エリア

 湘南エリア

 丹沢大山エリア

 相模湖・相模川流域エリア

 箱根エリア

 調査場所
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令和５年６月４日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年６月10日 (土) /曇り時々晴れ

令和５年６月11日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年６月17日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年６月18日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年６月24日 (土) /曇り

令和５年９月２日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年７月22日 (土) /曇り時々晴れ

令和５年７月23日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年７月29日 (土) /曇り時々晴れ

令和５年７月30日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年８月５日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年９月３日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年10月１日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年10月７日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年10月８日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年10月９日 (月) /曇り時々雨

令和５年10月14日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年11月３日 (金) /晴れ時々曇り

令和５年11月４日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月13日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月14日 (日) /晴れ時々曇り

令和６年１月20日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月27日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月28日 (日) /曇り時々晴れ

第１回(春季)

第２回(夏季)

第３回(秋季)

第４回(冬季)

 調査時期／調査期間

※

※

※ 調査場所と調整の結果期間外に実施
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 回収数

第１回（春季）： 1,351 票
第２回（夏季）： 1,308 票
第３回（秋季）： 1,329 票
第４回（冬季）： 1,090 票

 調査言語

日本語

 主な調査項目

 対象者の属性（性別、年代 等）

 神奈川県訪問回数

 神奈川県訪問目的

 神奈川県訪問地、利用交通機関

 神奈川県での消費額

 神奈川県の満足度、再来訪意向 等

※注記
• 割合は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。このため、

各割合や項目を足し上げても、100.0%や全体の合計と合致しない場合がある。
• 集計は無回答を除いている。このため、数表およびグラフに無回答者の割合は表記されない。

また、回答数を足し上げても、回収総計と合致しない場合がある。
• 各エリアの集計は、そのエリアを訪問した回答者について集計している。回答者によっては複数

エリアを訪問している場合もあるため、各エリアの回答数を足し上げても、県内全体の回答数と
合致しない場合がある。

• 30サンプル未満は参考値。
• 経年推移については、過去調査の一部を実施していないことや、調査票が変更となっていることに

留意すること。
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第１章 調査の目的と進め方 （２）外国人観光客実態調査概要

●（２）外国人観光客実態調査

 実施目的

神奈川県を訪れた国外の観光客の属性、訪問地域、訪問目的、消費行動やニーズ等を調
査・分析することにより、実効性のある新たな観光振興施策の企画立案や施策効果を検証
するための基礎資料を得る

 調査方法

対面聞き取り調査

 調査対象

神奈川県内を訪れた外国人観光客

 調査場所

地域名 調査地点

横浜・川崎 　赤レンガ倉庫

湘南 　鶴岡八幡宮

箱根 　箱根湯本駅

羽田空港 　羽田空港第３ターミナルビル内出発ロビー
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令和５年６月15日 (木) /曇り時々晴れ

令和５年６月29日 (木) /曇り時々晴れ

令和５年７月19日 (水) /曇り時々晴れ

令和５年７月31日 (月) /曇り時々晴れ

令和５年８月21日 (月) /曇り時々晴れ

令和５年８月22日 (火) /曇り時々晴れ

令和５年８月24日 (木) /曇り時々晴れ

令和５年８月25日 (金) /曇り時々晴れ

令和５年８月30日 (水) /曇り時々晴れ

令和５年９月11日 (月) /曇り時々晴れ

令和５年９月13日 (水) /晴れ時々曇り

令和５年10月３日 (火) /曇り時々晴れ

令和５年10月４日 (水) /曇り時々晴れ

令和５年10月５日 (木) /曇り時々雨

令和５年10月11日 (水) /晴れ時々曇り

令和５年10月13日 (金) /曇り時々晴れ

令和５年10月18日 (水) /晴れ時々曇り

令和５年10月20日 (金) /曇り時々晴れ

令和５年10月23日 (月) /曇り時々晴れ

令和６年１月10日 (水) /晴れ時々曇り

令和６年１月16日 (火) /晴れ時々曇り

令和６年１月17日 (水) /晴れ時々曇り

令和６年２月６日 (火) /曇り時々雨

令和６年２月７日 (水) /曇り時々雨

令和６年２月８日 (木) /曇り時々晴れ

第１回(春季)

第２回(夏季)

第３回(秋季)

第４回(冬季)

 調査時期／調査期間

※ 調査場所と調整の結果期間外に実施

※

※
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 回収数

第１回(春季): 168 票
第２回(夏季): 208 票
第３回(秋季): 306 票
第４回(冬季): 223 票

 調査言語

英語、中国語簡体字、繁体字、韓国語

 主な調査項目

 対象者の属性（性別、年代 等）
 神奈川県訪問地、利用交通機関
 神奈川県での消費額
 神奈川県の満足度、再訪意向 等

 分析

下記７つのエリアに分けて分析をする

【横浜・川崎エリア】：横浜市、川崎市

【三浦半島エリア】：横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町

【湘南エリア】：平塚市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、二宮町

【丹沢大山エリア】：秦野市、厚木市、伊勢原市、愛川町、清川村

【相模湖・相模川流域エリア】：相模原市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市

【箱根エリア】：小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町

【足柄エリア】：南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町
※【足柄エリア】には本年度調査において訪問者がいなかったためグラフの記載なし

※注記
• 割合は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。このため、

各割合や項目を足し上げても、100.0%や全体の合計と合致しない場合がある。
• 集計は無回答を除いている。このため、数表およびグラフに無回答者の割合は表記されない。

また、回答数を足し上げても、回収総計と合致しない場合がある。
• 各エリアの集計は、そのエリアを訪問した回答者について集計している。回答者によっては複数

エリアを訪問している場合もあるため、各エリアの回答数を足し上げても、県内全体の回答数と
合致しない場合がある。

• 30サンプル未満は参考値。
• 経年推移については、過去調査の一部を実施していないことや、調査票が変更となっていることに

留意すること。
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第２章 観光客消費動向等調査



第２章 観光客消費動向等調査 Ⅰ.調査概要（再掲）

 実施目的

神奈川県を訪れた国内の観光客の属性、訪問地域、訪問目的、消費行動やニーズ等を調
査・分析することにより、実効性のある新たな観光振興施策の企画立案や施策効果を検証
するための基礎資料を得る

 調査方法

対面聞き取り調査

 調査対象

神奈川県内を訪れた国内観光客（国内に居住する外国人を含む）

 調査エリア
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 調査場所
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令和５年６月４日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年６月10日 (土) /曇り時々晴れ

令和５年６月11日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年６月17日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年６月18日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年６月24日 (土) /曇り

令和５年９月２日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年７月22日 (土) /曇り時々晴れ

令和５年７月23日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年７月29日 (土) /曇り時々晴れ

令和５年７月30日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年８月５日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年９月３日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年10月１日 (日) /晴れ時々曇り

令和５年10月７日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年10月８日 (日) /曇り時々晴れ

令和５年10月９日 (月) /曇り時々雨

令和５年10月14日 (土) /晴れ時々曇り

令和５年11月３日 (金) /晴れ時々曇り

令和５年11月４日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月13日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月14日 (日) /晴れ時々曇り

令和６年１月20日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月27日 (土) /晴れ時々曇り

令和６年１月28日 (日) /曇り時々晴れ

第１回(春季)

第２回(夏季)

第３回(秋季)

第４回(冬季)

 調査時期／調査期間

※

※

※ 調査場所と調整の結果期間外に実施
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 回収数

第１回（春季）： 1,351 票
第２回（夏季）： 1,308 票
第３回（秋季）： 1,329 票
第４回（冬季）： 1,090 票

 調査言語

日本語

 主な調査項目

 対象者の属性（性別、年代 等）

 神奈川県訪問回数

 神奈川県訪問目的

 神奈川県訪問地、利用交通機関

 神奈川県での消費額

 神奈川県の満足度、再来訪意向 等

※注記
• 割合は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。このため、

各割合や項目を足し上げても、100.0%や全体の合計と合致しない場合がある。
• 集計は無回答を除いている。このため、数表およびグラフに無回答者の割合は表記されない。

また、回答数を足し上げても、回収総計と合致しない場合がある。
• 各エリアの集計は、そのエリアを訪問した回答者について集計している。回答者によっては複数

エリアを訪問している場合もあるため、各エリアの回答数を足し上げても、県内全体の回答数と
合致しない場合がある。

• 30サンプル未満は参考値。
• 経年推移については、過去調査の一部を実施していないことや、調査票が変更となっていることに

留意すること。
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【日帰り客・宿泊客の比率（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 25.9% 17.4% 18.9% 17.5% 16.4%

日帰り 74.1% 82.6% 81.1% 82.5% 83.6%

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(宿泊・日帰り)

 県内全体

県内全体でみると、「宿泊客」が16.4％、「日帰り客」は83.6％となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、「宿泊客」が11.3％、「日帰り客」は88.7％となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、「宿泊客」が8.3％、「日帰り客」は91.7％となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、「宿泊客」が5.0％、「日帰り客」は95.0％となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、「宿泊客」が3.8％、「日帰り客」は96.2％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、「宿泊客」が13.3％、「日帰り客」は86.7％となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、「宿泊客」が44.8％、「日帰り客」は55.2％となっている。他のエリア

より、「宿泊客」の割合がかなり多くなっている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、「宿泊客」が5.3％、「日帰り客」は94.7％となっている。

● 日帰り客・宿泊客の比率
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＜日帰り客・宿泊客の比率＞

県内全体 (n=5,075)

横浜・川崎エリア (n=1,234)

三浦半島エリア (n=750)

湘南エリア (n=859)

丹沢大山エリア (n=585)

相模湖・相模川流域エリア (n=557)

箱根エリア (n=1,076)

足柄エリア (n=419)

16.4

11.3

8.3

5.0

3.8

13.3

44.8

5.3

83.6

88.7

91.7

95.0

96.2

86.7

55.2

94.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宿泊 日帰り

18



【（日帰り）観光客の県内外比率（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

県内 56.9% 64.7% 68.2% 67.6% 62.1%

県外（首都圏） 36.3% 32.7% 27.5% 27.0% 30.7%

県外（首都圏以外） 6.8% 2.6% 4.3% 5.4% 7.2%

【（宿泊）観光客の県内外比率（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

県内 18.6% 33.1% 25.9% 25.9% 22.9%

県外（首都圏） 35.7% 51.4% 42.5% 43.1% 44.7%

県外（首都圏以外） 45.7% 15.5% 31.6% 31.0% 32.4%

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(観光客の県内外比率)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「県内」が22.9％、「県外」が77.1％となっており、日帰り客は
「県内」が62.1％、「県外」が37.9％となっている。都道府県別の宿泊客は、「東京都」が
29.9％と最も多く、次いで「神奈川県」が22.9％、「埼玉県」が8.0％と続き、「県内」と「関
東（東京・千葉・埼玉）」を合わせると、67.6％となっている。日帰り客は、「神奈川県」が
62.1％と最も多く、次いで「東京都」が21.8％、「埼玉県」が4.8％と続き、「県内」と「関東
（東京・千葉・埼玉）」を合わせると、92.8％となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「県内」が0.7％、「県外」が99.3％となっており、他の
エリアより「県外」の割合がかなり多い。日帰り客は「県内」が57.0％、「県外」が43.0％と
なっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「県内」が38.7％、「県外」が61.3％となっており、日帰り
客は「県内」が62.5％、「県外」が37.5％となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「県内」が2.3％、「県外」が97.7％となっており、他のエリア
より「県外」の割合がかなり多い。日帰り客は「県内」が57.7％、「県外」が42.3％となってい
る。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリア、宿泊客は「県内」が40.9％、「県外」が59.1％となっており、日帰り客は「県
内」が69.1％、「県外」が30.9％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「県内」が23.0％、「県外」が77.0％となってお
り、日帰り客は「県内」が51.3％、「県外」が48.7％となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「県内」が25.9％、「県外」が74.0％となっており、日帰り客は
「県内」が55.9％、「県外」が44.1％となっている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「県内」が63.6％、「県外」が36.4％となっており、日帰り客は
「県内」が76.3％、「県外」が23.7％となっている。

● 観光客の県内外比率

19



＜(宿泊)観光客の県内外比率＞

＜(日帰り)観光客の県内外比率＞

県内全体 (n=834)

横浜・川崎エリア (n=140)

三浦半島エリア (n=62)

湘南エリア (n=43)

丹沢大山エリア (n=22)

相模湖・相模川流域エリア (n=74)

箱根エリア (n=482)

足柄エリア (n=22)

22.9

0.7

38.7

2.3

40.9

23.0

25.9

63.6

44.7

10.0

45.2

34.9

50.0

68.9

51.2

36.4

32.4

89.3

16.1

62.8

9.1

8.1

22.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県内 県外（東京・千葉・埼玉） 県外（東京・千葉・埼玉以外）

県内全体 (n=4,241)

横浜・川崎エリア (n=1,094)

三浦半島エリア (n=688)

湘南エリア (n=816)

丹沢大山エリア (n=563)

相模湖・相模川流域エリア (n=483)

箱根エリア (n=594)

足柄エリア (n=397)

62.1

57.0

62.5

57.7

69.1

51.3

55.9

76.3

30.7

34.5

32.4

29.3

29.1

42.7

27.4

16.1

7.2

8.5

5.1

13.0

1.8

6.0

16.7

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県内 県外（東京・千葉・埼玉） 県外（東京・千葉・埼玉以外）
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＜(宿泊)観光客の県内外比率 – 地方別＞

＜(日帰り)観光客の県内外比率 - 地方別＞

左：実数
右：構成比

全　体 198 100.0% 235 100.0% 231 100.0% 170 100.0% 834 100.0%

北海道 4 2.0% 3 1.3% 3 1.3% 3 1.8% 13 1.6%

東北 3 1.5% 5 2.1% 11 4.8% 7 4.1% 26 3.1%

関東（県内） 45 22.7% 58 24.7% 48 20.8% 40 23.5% 191 22.9%

関東（東京・千葉・埼玉） 88 44.4% 107 45.5% 104 45.0% 74 43.5% 373 44.7%

関東（茨城・栃木・群馬） 7 3.5% 6 2.6% 9 3.9% 9 5.3% 31 3.7%

甲信越 6 3.0% 13 5.5% 7 3.0% 6 3.5% 32 3.8%

北陸 - - 4 1.7% 4 1.7% - - 8 1.0%

東海 16 8.1% 23 9.8% 16 6.9% 13 7.6% 68 8.2%

近畿 16 8.1% 11 4.7% 14 6.1% 8 4.7% 49 5.9%

中国 3 1.5% 2 0.9% 5 2.2% 2 1.2% 12 1.4%

四国 1 0.5% 1 0.4% - - 3 1.8% 5 0.6%

九州 9 4.5% 2 0.9% 9 3.9% 3 1.8% 23 2.8%

沖縄 - - - - 1 0.4% 2 1.2% 3 0.4%

４季春 夏 秋 冬

左：実数
右：構成比

全　体 1,153 100.0% 1,070 100.0% 1,098 100.0% 920 100.0% 4,241 100.0%

北海道 1 0.1% - - 2 0.2% 2 0.2% 5 0.1%

東北 4 0.3% 4 0.4% 2 0.2% 4 0.4% 14 0.3%

関東（県内） 731 63.4% 645 60.3% 671 61.1% 585 63.6% 2,632 62.1%

関東（東京・千葉・埼玉） 351 30.4% 335 31.3% 342 31.1% 275 29.9% 1,303 30.7%

関東（茨城・栃木・群馬） 14 1.2% 20 1.9% 12 1.1% 11 1.2% 57 1.3%

甲信越 12 1.0% 14 1.3% 22 2.0% 11 1.2% 59 1.4%

北陸 3 0.3% 2 0.2% - - - - 5 0.1%

東海 28 2.4% 42 3.9% 36 3.3% 24 2.6% 130 3.1%

近畿 5 0.4% 5 0.5% 3 0.3% 6 0.7% 19 0.4%

中国 2 0.2% 2 0.2% - - 1 0.1% 5 0.1%

四国 - - - - 2 0.2% - - 2 0.0%

九州 2 0.2% 1 0.1% 5 0.5% 1 0.1% 9 0.2%

沖縄 - - - - 1 0.1% - - 1 0.0%

春 夏 秋 冬 ４季
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＜(宿泊)観光客の県内外比率 – 都道府県別＞

左：実数
右：構成比

全　体 198 100.0% 235 100.0% 231 100.0% 170 100.0% 834 100.0%

北海道 4 2.0% 3 1.3% 3 1.3% 3 1.8% 13 1.6%

青森県 1 0.5% 1 0.4% 2 0.9% - - 4 0.5%

岩手県 - - 1 0.4% 2 0.9% - - 3 0.4%

宮城県 1 0.5% 1 0.4% 3 1.3% 2 1.2% 7 0.8%

秋田県 - - 1 0.4% 2 0.9% 1 0.6% 4 0.5%

山形県 - - - - 1 0.4% 1 0.6% 2 0.2%

福島県 1 0.5% 1 0.4% 1 0.4% 3 1.8% 6 0.7%

茨城県 3 1.5% 4 1.7% 3 1.3% 6 3.5% 16 1.9%

栃木県 - - 1 0.4% 3 1.3% - - 4 0.5%

群馬県 4 2.0% 1 0.4% 3 1.3% 3 1.8% 11 1.3%

埼玉県 21 10.6% 15 6.4% 18 7.8% 13 7.6% 67 8.0%

千葉県 10 5.1% 14 6.0% 23 10.0% 10 5.9% 57 6.8%

東京都 57 28.8% 78 33.2% 63 27.3% 51 30.0% 249 29.9%

神奈川県 45 22.7% 58 24.7% 48 20.8% 40 23.5% 191 22.9%

新潟県 1 0.5% 4 1.7% 1 0.4% 1 0.6% 7 0.8%

富山県 - - 1 0.4% 2 0.9% - - 3 0.4%

石川県 - - 3 1.3% - - - - 3 0.4%

福井県 - - - - 2 0.9% - - 2 0.2%

山梨県 2 1.0% 3 1.3% 2 0.9% 2 1.2% 9 1.1%

長野県 3 1.5% 6 2.6% 4 1.7% 3 1.8% 16 1.9%

岐阜県 - - 3 1.3% 3 1.3% 1 0.6% 7 0.8%

静岡県 5 2.5% 13 5.5% 5 2.2% 4 2.4% 27 3.2%

愛知県 11 5.6% 7 3.0% 7 3.0% 7 4.1% 32 3.8%

三重県 - - - - 1 0.4% 1 0.6% 2 0.2%

滋賀県 2 1.0% 1 0.4% 1 0.4% 1 0.6% 5 0.6%

京都府 1 0.5% 2 0.9% 1 0.4% - - 4 0.5%

大阪府 9 4.5% 4 1.7% 5 2.2% 6 3.5% 24 2.9%

兵庫県 4 2.0% 3 1.3% 6 2.6% 1 0.6% 14 1.7%

奈良県 - - - - 1 0.4% - - 1 0.1%

和歌山県 - - 1 0.4% - - - - 1 0.1%

鳥取県 - - - - - - - - - -

島根県 - - - - - - - - - -

岡山県 2 1.0% 1 0.4% 2 0.9% 1 0.6% 6 0.7%

広島県 1 0.5% 1 0.4% 2 0.9% 1 0.6% 5 0.6%

山口県 - - - - 1 0.4% - - 1 0.1%

徳島県 - - 1 0.4% - - - - 1 0.1%

香川県 - - - - - - 2 1.2% 2 0.2%

愛媛県 1 0.5% - - - - 1 0.6% 2 0.2%

高知県 - - - - - - - - - -

福岡県 4 2.0% - - 4 1.7% 2 1.2% 10 1.2%

佐賀県 - - - - - - 1 0.6% 1 0.1%

長崎県 2 1.0% - - - - - - 2 0.2%

熊本県 1 0.5% 1 0.4% 2 0.9% - - 4 0.5%

大分県 - - - - - - - - - -

宮崎県 1 0.5% - - - - - - 1 0.1%

鹿児島県 1 0.5% 1 0.4% 3 1.3% - - 5 0.6%

沖縄県 - - - - 1 0.4% 2 1.2% 3 0.4%

春 夏 秋 冬 ４季
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＜(日帰り)観光客の県内外比率 – 都道府県別＞

左：実数
右：構成比

全　体 1,153 100.0% 1,070 100.0% 1,098 100.0% 920 100.0% 4,241 100.0%

北海道 1 0.1% - - 2 0.2% 2 0.2% 5 0.1%

青森県 - - 1 0.1% - - 1 0.1% 2 0.0%

岩手県 1 0.1% - - - - - - 1 0.0%

宮城県 - - 1 0.1% - - 1 0.1% 2 0.0%

秋田県 - - - - - - - - - -

山形県 1 0.1% 1 0.1% - - 1 0.1% 3 0.1%

福島県 2 0.2% 1 0.1% 2 0.2% 1 0.1% 6 0.1%

茨城県 4 0.3% 6 0.6% 3 0.3% 3 0.3% 16 0.4%

栃木県 4 0.3% 8 0.7% 4 0.4% 6 0.7% 22 0.5%

群馬県 6 0.5% 6 0.6% 5 0.5% 2 0.2% 19 0.4%

埼玉県 52 4.5% 56 5.2% 57 5.2% 39 4.2% 204 4.8%

千葉県 40 3.5% 38 3.6% 48 4.4% 48 5.2% 174 4.1%

東京都 259 22.5% 241 22.5% 237 21.6% 188 20.4% 925 21.8%

神奈川県 731 63.4% 645 60.3% 671 61.1% 585 63.6% 2,632 62.1%

新潟県 - - - - - - 1 0.1% 1 0.0%

富山県 3 0.3% 1 0.1% - - - - 4 0.1%

石川県 - - 1 0.1% - - - - 1 0.0%

福井県 - - - - - - - - - -

山梨県 8 0.7% 9 0.8% 17 1.5% 6 0.7% 40 0.9%

長野県 4 0.3% 5 0.5% 5 0.5% 4 0.4% 18 0.4%

岐阜県 1 0.1% - - - - - - 1 0.0%

静岡県 24 2.1% 36 3.4% 32 2.9% 24 2.6% 116 2.7%

愛知県 3 0.3% 6 0.6% 4 0.4% - - 13 0.3%

三重県 - - - - - - - - - -

滋賀県 - - - - 1 0.1% 1 0.1% 2 0.0%

京都府 1 0.1% - - 1 0.1% - - 2 0.0%

大阪府 2 0.2% 4 0.4% - - 3 0.3% 9 0.2%

兵庫県 1 0.1% - - 1 0.1% 1 0.1% 3 0.1%

奈良県 1 0.1% 1 0.1% - - 1 0.1% 3 0.1%

和歌山県 - - - - - - - - - -

鳥取県 1 0.1% - - - - - - 1 0.0%

島根県 - - - - - - - - - -

岡山県 - - 1 0.1% - - - - 1 0.0%

広島県 1 0.1% 1 0.1% - - 1 0.1% 3 0.1%

山口県 - - - - - - - - - -

徳島県 - - - - - - - - - -

香川県 - - - - 2 0.2% - - 2 0.0%

愛媛県 - - - - - - - - - -

高知県 - - - - - - - - - -

福岡県 1 0.1% - - 2 0.2% - - 3 0.1%

佐賀県 - - - - - - - - - -

長崎県 - - 1 0.1% 1 0.1% - - 2 0.0%

熊本県 - - - - - - 1 0.1% 1 0.0%

大分県 1 0.1% - - - - - - 1 0.0%

宮崎県 - - - - 2 0.2% - - 2 0.0%

鹿児島県 - - - - - - - - - -

沖縄県 - - - - 1 0.1% - - 1 0.0%

春 夏 秋 冬 ４季
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【（宿泊）観光客の性別（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

男性 48.5% 50.2% 48.2% 45.9% 46.4%

女性 51.5% 49.8% 51.8% 54.1% 53.6%

【（日帰り）観光客の性別（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

男性 53.4% 54.8% 51.5% 55.3% 53.3%

女性 46.6% 45.2% 48.5% 44.7% 46.7%

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(性別／年代)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「男性」が46.4％、「女性」が53.6％となっている。日帰り客は
「男性」が53.3％、「女性」が46.7％となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「男性」が45.7％、「女性」が54.3％となっている。日帰
り客は「男性」が51.9％、「女性」が48.1％となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「男性」が43.5％、「女性」が56.5％となっている。日帰り
客は「男性」が57.4％、「女性」が42.6％となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「男性」が51.2％、「女性」が48.8％となっている。日帰り客は
「男性」が51.7％、「女性」が48.3％となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「男性」が50.0％、「女性」が50.0％となっている。日帰り
客は「男性」が52.8％、「女性」が47.2％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「男性」が45.9％、「女性」が54.1％となってい
る。日帰り客は「男性」が55.1％、「女性」が44.9％となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「男性」が46.5％、「女性」が53.5％となっている。日帰り客は
「男性」が53.0％、「女性」が47.0％となっている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「男性」が59.1％、「女性」が40.9％となっている。日帰り客は
「男性」が52.6％、「女性」が47.4％となっている。

● 観光客の性別
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＜(宿泊)観光客の性別＞

＜(日帰り)観光客の性別＞

県内全体 (n=834)

横浜・川崎エリア (n=140)

三浦半島エリア (n=62)

湘南エリア (n=43)

丹沢大山エリア (n=22)

相模湖・相模川流域エリア (n=74)

箱根エリア (n=482)

足柄エリア (n=22)

46.4

45.7

43.5

51.2

50.0

45.9

46.5

59.1

53.6

54.3

56.5

48.8

50.0

54.1

53.5

40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性

県内全体 (n=4,240)

横浜・川崎エリア (n=1,094)

三浦半島エリア (n=687)

湘南エリア (n=816)

丹沢大山エリア (n=563)

相模湖・相模川流域エリア (n=483)

箱根エリア (n=594)

足柄エリア (n=397)

53.3

51.9

57.4

51.7

52.8

55.1

53.0

52.6

46.7

48.1

42.6

48.3

47.2

44.9

47.0

47.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性
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 県内全体

県内全体でみると､宿泊客は｢60歳以上｣が21.0%と最も多く､次いで｢30歳代｣が20.6%､ ｢40歳代｣が
20.0%と続いている｡

日帰り客は｢60歳以上｣が23.0%と最も多く､次いで｢30歳代｣が20.9%､｢40歳代｣が20.8%と続いてい
る｡

 横浜・川崎エリア

横浜･川崎エリアでみると､宿泊客は｢20歳代｣が27.1%と最も多く､次いで｢60歳以上｣が22.9%､｢30
歳代｣が17.1%と続いている｡

日帰り客は｢60歳以上｣が22.4%と最も多く､次いで｢30歳代｣が21.7%､｢20歳代｣が18.4%と続いてい
る｡

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると､宿泊客は｢40歳代｣が32.3%と最も多く､次いで｢30歳代｣が25.8%､｢60歳以
上｣が17.7%と続いている｡｢40歳代｣の割合は､他のエリアと比べ多い｡

日帰り客は｢30歳代｣が23.5%と最も多く､次いで｢40歳代｣が21.1%､｢50歳代｣が18.2%と続いている｡

 湘南エリア

湘南エリアでみると､宿泊客は｢20歳代｣が39.5%と最も多く､次いで｢60歳以上｣が23.3%､｢50歳代｣
が14.0%と続いている｡

日帰り客は｢60歳以上｣が23.0%と最も多く､次いで｢50歳代｣が21.9%､｢40歳代｣が20.3%と続いてい
る｡

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると､宿泊客は｢40歳代｣が36.4%と最も多く､次いで｢60歳以上｣が27.3%､｢50歳
代｣が18.2%と続いている｡｢40歳代｣の割合は､他のエリアと比べ多い｡

日帰り客は｢40歳代｣が27.2%と最も多く､次いで｢30歳代｣が21.7%､｢60歳以上｣が19.7%と続いてい
る｡

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖･相模川流域エリアでみると､宿泊客は｢40歳代｣が39.2%と最も多く､次いで

｢30歳代｣が31.1%､｢50歳代｣が14.9%と続いている｡｢40歳代｣の割合は､他のエリアと比べ多い｡

日帰り客は｢30歳代｣が25.1%と最も多く､次いで｢50歳代｣が22.2%､｢60歳以上｣が21.9%と続いてい
る｡

 箱根エリア

箱根エリアでみると､宿泊客は｢60歳以上｣が23.7%と最も多く､次いで｢50歳代｣が22.2%､｢30歳代｣
が19.5%と続いている｡

日帰り客は｢60歳以上｣が30.3%と最も多く､次いで｢50歳代｣が18.5%､｢40歳代｣が17.5%と続いてい
る｡

 足柄エリア

足柄エリアでみると､宿泊客は｢30歳代｣が45.5%と最も多く､次いで｢40歳代｣が27.3%､｢20歳代｣｢60
歳以上｣が各9.1%と続いている｡

日帰り客は｢60歳以上｣が29.0%と最も多く､次いで｢40歳代｣が22.7%､｢30歳代｣が21.7%と続いてい
る｡

● 観光客の年代
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【（宿泊）観光客の年代（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

10歳代 2.1% 1.3% 2.8% 1.9% 1.3%

20歳代 16.8% 17.9% 14.4% 15.2% 18.5%

30歳代 16.0% 21.0% 13.1% 18.6% 20.6%

40歳代 21.0% 24.3% 18.7% 19.4% 20.0%

50歳代 20.3% 15.3% 21.5% 18.6% 18.6%

60歳以上 23.9% 20.2% 29.2% 26.4% 21.0%

【（日帰り）観光客の年代（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

10歳代 2.8% 3.0% 4.4% 3.8% 2.5%

20歳代 11.7% 13.9% 11.6% 14.1% 14.1%

30歳代 19.6% 22.6% 16.9% 16.5% 20.9%

40歳代 23.8% 22.5% 21.8% 21.0% 20.8%

50歳代 18.3% 17.6% 18.4% 19.9% 18.8%

60歳以上 23.7% 20.4% 26.7% 24.7% 23.0%
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県内全体 (n=4,241)

横浜・川崎エリア (n=1,094)
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＜(宿泊)観光客の年代＞

＜(日帰り)観光客の年代＞
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第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(主な県内来訪目的)

● 旅行の主な目的

＜(宿泊)旅行の主な目的＞

＜(日帰り)旅行の主な目的＞

 旅行の主な目的について、県内全体でみると、宿泊客と日帰り客のどちらも「観光・レジャー」
が９割以上を占めている。また、エリア別にみても、同様に「観光・レジャー」の割合が多く
なっている。

n

観
光
・
レ
ジ

ャ
ー

親
族
・
知
人
訪
問

仕
事

そ
の
他

県内全体 834 96.0% 3.0% 0.6% 0.4%

横浜・川崎エリア 140 90.0% 8.6% 0.7% 0.7%

三浦半島エリア 62 96.8% 3.2% - -

湘南エリア 43 93.0% 2.3% 2.3% 2.3%

丹沢大山エリア 22 95.5% 4.5% - -

相模湖・相模川流域エリア 74 97.3% 2.7% - -

箱根エリア 482 97.7% 1.5% 0.8% -

足柄エリア 22 95.5% - - 4.5%

n

観
光
・
レ
ジ

ャ
ー

仕
事

親
族
・
知
人
訪
問

そ
の
他

県内全体 4,241 97.0% 1.2% 1.1% 0.7%

横浜・川崎エリア 1,094 96.7% 1.3% 1.1% 0.9%

三浦半島エリア 688 98.5% 0.3% 0.9% 0.3%

湘南エリア 816 98.3% 0.7% 0.9% 0.1%

丹沢大山エリア 563 99.1% 0.2% 0.4% 0.4%

相模湖・相模川流域エリア 483 97.1% 0.6% 1.9% 0.4%

箱根エリア 594 92.1% 2.5% 3.5% 1.9%

足柄エリア 397 96.0% 3.3% - 0.8%
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「２人」が46.6％と最も多く、次いで「４人」が16.1％、「３人」
が15.1％と続いている。

日帰り客は「２人」が44.3％と最も多く、次いで「１人」が17.2％、「３人」が16.6％と続いて
いる。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「２人」が57.1％と最も多く、次いで「４人」が12.9％、
「３人」が10.7％と続いている

日帰り客は「２人」が47.0％と最も多く、次いで「１人」が17.8％、「３人」が16.5％と続いて
いる。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「２人」が32.3％と最も多く、次いで「３人」が24.2％、
「４人」が12.9％と続いている

日帰り客は「２人」が41.6％と最も多く、次いで「３人」が18.0％、「４人」が14.7％と続いて
いる。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「２人」が58.1％と最も多く、次いで「４人」が16.3％、

「１人」「３人」が各9.3％と続いている

日帰り客は「２人」が44.6％と最も多く、次いで「１人」が21.1％、「３人」が15.7％と続いて
いる。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「２人」が45.5％と最も多く、次いで「５人」が18.2％、
「３人」「４人」が各13.6％と続いている

日帰り客は「２人」が44.2％と最も多く、次いで「３人」が16.2％、「４人」が15.3％と続いて
いる。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「４人」が43.2％と最も多く、次いで「３人」が
14.9％、「２人」「５人」が各12.2％と続いている。「４人」の割合は他のエリアより多くなっ
ている。

日帰り客は「２人」が34.0％と最も多く、次いで「３人」が23.0％、「４人」が17.8％と続いて
いる。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「２人」が51.0％と最も多く、次いで「３人」が16.0％、

「４人」が12.9％と続いている。

日帰り客は「２人」が53.0％と最も多く、次いで「１人」が20.4％、「３人」が11.1％と続いて
いる。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「４人」が31.8％と最も多く、次いで「５人」「８人以上」が各
18.2％、「２人」が13.6％と続いている。

日帰り客は「２人」が43.1％と最も多く、次いで「４人」が17.1％、「３人」が15.4％と続いて
いる。

● 観光客の同行人数

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(同行人数／同伴者)
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【（宿泊）観光客の同行人数（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１人 4.5% 4.8% 6.4% 10.2% 7.2%

２人 40.1% 50.6% 47.2% 47.3% 46.6%

３人 15.7% 14.8% 17.9% 16.3% 15.1%

４人 17.7% 19.4% 15.6% 13.2% 16.1%

５人 6.5% 5.5% 2.3% 4.5% 5.4%

６人 4.1% 2.1% 3.8% 3.2% 1.9%

７人 1.8% 0.9% 1.5% 1.4% 2.0%

８人以上 9.6% 1.7% 5.1% 3.8% 5.6%

【（日帰り）観光客の同行人数（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１人 8.2% 9.6% 15.1% 20.2% 17.2%

２人 40.1% 43.4% 46.0% 45.3% 44.3%

３人 22.4% 21.4% 16.2% 15.3% 16.6%

４人 16.7% 16.5% 13.5% 11.3% 13.3%

５人 5.7% 5.3% 4.0% 3.5% 3.8%

６人 2.7% 1.9% 1.3% 1.5% 1.6%

７人 0.9% 0.7% 1.1% 0.9% 0.6%

８人以上 3.2% 1.3% 2.7% 1.9% 2.6%

＜(宿泊)観光客の同行人数＞

＜(日帰り)観光客の同行人数＞

n １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人以上
平均
（人）

県内全体 834 7.2% 46.6% 15.1% 16.1% 5.4% 1.9% 2.0% 5.6% 3.6

横浜・川崎エリア 140 10.0% 57.1% 10.7% 12.9% - 0.7% 2.1% 6.4% 4.1

三浦半島エリア 62 6.5% 32.3% 24.2% 12.9% 8.1% 1.6% 3.2% 11.3% 4.9

湘南エリア 43 9.3% 58.1% 9.3% 16.3% - 2.3% 2.3% 2.3% 2.7

丹沢大山エリア 22 4.5% 45.5% 13.6% 13.6% 18.2% - - 4.5% 3.3

相模湖・相模川流域エリア 74 1.4% 12.2% 14.9% 43.2% 12.2% 5.4% 2.7% 8.1% 4.3

箱根エリア 482 7.7% 51.0% 16.0% 12.9% 4.8% 1.7% 1.9% 4.1% 3.1

足柄エリア 22 4.5% 13.6% 9.1% 31.8% 18.2% 4.5% - 18.2% 11.2

n １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人以上
平均
（人）

県内全体 4,241 17.2% 44.3% 16.6% 13.3% 3.8% 1.6% 0.6% 2.6% 2.9

横浜・川崎エリア 1,094 17.8% 47.0% 16.5% 12.1% 3.3% 1.2% 0.3% 1.9% 2.8

三浦半島エリア 688 14.0% 41.6% 18.0% 14.7% 4.8% 1.6% 0.7% 4.7% 3.6

湘南エリア 816 21.1% 44.6% 15.7% 9.2% 2.6% 2.5% 1.1% 3.3% 3.0

丹沢大山エリア 563 12.8% 44.2% 16.2% 15.3% 5.9% 2.0% 0.4% 3.4% 3.0

相模湖・相模川流域エリア 483 15.7% 34.0% 23.0% 17.8% 5.0% 1.9% 0.4% 2.3% 3.1

箱根エリア 594 20.4% 53.0% 11.1% 10.1% 1.7% 0.8% 0.8% 2.0% 2.5

足柄エリア 397 13.9% 43.1% 15.4% 17.1% 4.3% 1.8% 0.5% 4.0% 3.2
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が57.2％と最も多く、次いで「子」が34.5％、
「友人」が19.2％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が52.3％と最も多く、次いで「子」が31.5％、「友人」が
18.0％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が43.6％と最も多く、次いで「子」
が25.0％、「友人」が21.4％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が47.6％と最も多く、次いで「子」が27.8％、「友人」が
21.8％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が62.9％と最も多く、次いで「子」が
43.5％、「友人」が11.3％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が57.4％と最も多く、次いで「子」が35.9％、「友人」が
16.1％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が55.8％と最も多く、次いで「子」が
25.6％、「友人」が20.9％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が44.6％と最も多く、次いで「子」が27.0％、「自分ひとり」
が21.1％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が68.2％と最も多く、次いで「子」が
50.0％、「友人」が18.2％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が56.8％と最も多く、次いで「子」が33.4％、「友人」が
18.7％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「子」が81.1％と最も多く、次いで「夫婦・パー
トナー」が78.4％、「友人」が16.2％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が61.7％と最も多く、次いで「子」が43.5％、「自分ひとり」
が15.7％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が55.8％と最も多く、次いで「子」が
27.4％、「友人」が19.9％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が49.3％と最も多く、次いで「子」が20.9％、「自分ひとり」
が20.4％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が77.3％と最も多く、次いで「子」が
68.2％、「親」「友人」が各9.1％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が58.2％と最も多く、次いで「子」が34.0％、「友人」が
16.6％と続いている。

● 観光客の同伴者
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＜(宿泊)観光客の同伴者＞ 〔複数回答〕

＜(日帰り)観光客の同伴者＞ 〔複数回答〕

n
自分
ひとり

夫婦・
パートナー

親 子 親戚 友人
職場の
同僚

その他

県内全体 834 7.2% 57.2% 8.2% 34.5% 4.1% 19.2% 2.3% 4.6%

横浜・川崎エリア 140 10.0% 43.6% 6.4% 25.0% 4.3% 21.4% 5.0% 6.4%

三浦半島エリア 62 6.5% 62.9% 6.5% 43.5% 8.1% 11.3% 6.5% 9.7%

湘南エリア 43 9.3% 55.8% 9.3% 25.6% 2.3% 20.9% 2.3% 2.3%

丹沢大山エリア 22 4.5% 68.2% 9.1% 50.0% - 18.2% - 4.5%

相模湖・相模川流域エリア 74 1.4% 78.4% 6.8% 81.1% 2.7% 16.2% 1.4% 2.7%

箱根エリア 482 7.7% 55.8% 9.1% 27.4% 3.9% 19.9% 1.5% 3.5%

足柄エリア 22 4.5% 77.3% 9.1% 68.2% 4.5% 9.1% - 13.6%

n
自分
ひとり

夫婦・
パートナー

親 子 親戚 友人
職場の
同僚

その他

県内全体 4,241 17.2% 52.3% 5.8% 31.5% 2.5% 18.0% 1.0% 3.5%

横浜・川崎エリア 1,094 17.8% 47.6% 4.1% 27.8% 2.7% 21.8% 0.8% 2.7%

三浦半島エリア 688 14.0% 57.4% 5.5% 35.9% 3.5% 16.1% 1.3% 4.7%

湘南エリア 816 21.1% 44.6% 7.5% 27.0% 3.3% 19.4% 1.1% 5.0%

丹沢大山エリア 563 12.8% 56.8% 7.6% 33.4% 1.6% 18.7% 1.6% 3.7%

相模湖・相模川流域エリア 483 15.7% 61.7% 5.6% 43.5% 1.0% 12.0% 0.6% 4.8%

箱根エリア 594 20.4% 49.3% 6.2% 20.9% 2.0% 18.2% 1.7% 1.7%

足柄エリア 397 13.9% 58.2% 6.0% 34.0% 4.3% 16.6% 1.0% 1.5%

33



 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「10回以上」が53.5％と最も多く、次いで「３～５回目」が17.1％、
「初めて」が12.8％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が73.2％と最も多く、次いで「３～５回目」が10.1％、「６～９回目」
が7.4％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「10回以上」が28.1％と最も多く、次いで「３～５回目」
が27.3％、「初めて」が16.5％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が75.7％と最も多く、次いで「３～５回目」が9.6％、「６～９回目」
が6.6％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「10回以上」が71.1％と最も多く、次いで「３～５回目」が
13.2％、「初めて」が10.5％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が68.6％と最も多く、次いで「３～５回目」が11.2％、「６～９回目」
が8.9％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「10回以上」が35.7％と最も多く、次いで「初めて」が21.4％、
「３～５回目」が16.7％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が58.0％と最も多く、次いで「３～５回目」が19.7％、「６～９回目」
が9.3％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「10回以上」が46.2％と最も多く、次いで「６～９回目」が
30.8％、「初めて」が23.1％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が79.3％と最も多く、次いで「３～５回目」が7.5％、「６～９回目」
が6.3％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「10回以上」が45.6％と最も多く、次いで

「３～５回目」が21.1％、「初めて」が17.5％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が78.3％と最も多く、次いで「初めて」が8.9％、「３～５回目」が
6.4％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「10回以上」が65.3％と最も多く、次いで「３～５回目」が
14.0％、「初めて」が9.2％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が71.0％と最も多く、次いで「３～５回目」が11.5％、「初めて」が
7.6％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「初めて」「10回以上」が各37.5％と最も多く、次いで「２回
目」「６～９回目」が各12.5％となっている。

日帰り客は「10回以上」が87.2％と最も多くなっている。

● 来訪の回数

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(来訪回数／時期)
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県内全体 (n=1,609)

横浜・川崎エリア (n=470)

三浦半島エリア (n=258)

湘南エリア (n=345)

丹沢大山エリア (n=174)

相模湖・相模川流域エリア (n=235)

箱根エリア (n=262)

足柄エリア (n=94)

6.2

5.3

6.2

8.4

4.6

8.9

7.6

2.1

3.1

2.8

5.0

4.6

2.3

2.1

3.1

3.2

10.1

9.6

11.2

19.7

7.5

6.4

11.5

2.1

7.4

6.6

8.9

9.3

6.3

4.3

6.9

5.3

73.2

75.7

68.6

58.0

79.3

78.3

71.0

87.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３～５回目 ６～９回目 10回以上

【来訪の回数が「10回以上」の比率（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 42.8% 57.8% 48.1% 54.6% 53.5%

日帰り 45.3% 54.7% 73.9% 69.4% 73.2%

県内全体 (n=643)

横浜・川崎エリア (n=139)

三浦半島エリア (n=38)

湘南エリア (n=42)

丹沢大山エリア (n=13)

相模湖・相模川流域エリア (n=57)

箱根エリア (n=357)

足柄エリア (n=8)

12.8

16.5

10.5

21.4

23.1

17.5

9.2

37.5

7.6

13.7

2.6

11.9

1.8

6.4

12.5

17.1

27.3

13.2

16.7

21.1

14.0

9.0

14.4

2.6

14.3

30.8

14.0

5.0

12.5

53.5

28.1

71.1

35.7

46.2

45.6

65.3

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３～５回目 ６～９回目 10回以上

＜(宿泊)来訪の回数＞

＜(日帰り)来訪の回数＞
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「１年以内」が63.6％と最も多く、次いで「３年以内」が19.8％、
「５年以内」が8.4％と続いている。

日帰り客は「１年以内」が78.5％と最も多く、次いで「３年以内」が14.0％、「５年以内」が
4.7％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が46.6％と最も多く、次いで「３年以内」が
26.7％、「５年以内」が10.3％と続いている。

日帰り客は「１年以内」が80.0％と最も多く、次いで「３年以内」が12.4％、「５年以内」が
4.5％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が67.6％と最も多く、次いで「３年以内」が
17.6％、「５年以内」が11.8％と続いている。

日帰り客は「１年以内」が66.9％と最も多く、次いで「３年以内」が22.7％、「５年以内」が
7.4％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が51.5％と最も多く、次いで「３年以内」が24.2％、
「10年以内」「10年より前」が各9.1％と続いている。

日帰り客は「１年以内」が66.8％と最も多く、次いで「３年以内」が19.6％、「５年以内」が
7.3％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が90.0％、「３年以内」が10.0％となっている。

日帰り客は「１年以内」が９割を占めている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が61.7％と最も多く、次いで

「３年以内」が34.0％となっている。

日帰り客は「１年以内」が87.4％と最も多く、次いで「３年以内」が7.9％、「10年以内」が
2.3％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が68.8％と最も多く、次いで「３年以内」が15.4％、
「５年以内」が9.0％と続いている。

日帰り客は「１年以内」が74.4％と最も多く、次いで「３年以内」が16.1％、「５年以内」が
6.6％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「１年以内」が100.0％を占めている。

日帰り客は「１年以内」が89.1％と最も多くなっている。

● 訪問時期
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県内全体 (n=1,509)

横浜・川崎エリア (n=445)

三浦半島エリア (n=242)

湘南エリア (n=316)

丹沢大山エリア (n=166)

相模湖・相模川流域エリア (n=214)

箱根エリア (n=242)

足柄エリア (n=92)

78.5

80.0

66.9

66.8

91.0

87.4

74.4

89.1

14.0

12.4

22.7

19.6

8.4

7.9

16.1

7.6

4.7

4.5

7.4

7.3

1.9

6.6

1.3

1.6

0.8

3.2

0.6

2.3

0.4

2.2

1.5

1.6

2.1

3.2

0.5

2.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年以内 ３年以内 ５年以内 10年以内 10年より前

＜(宿泊)訪問時期＞

＜(日帰り)訪問時期＞

県内全体 (n=561)

横浜・川崎エリア (n=116)

三浦半島エリア (n=34)

湘南エリア (n=33)

丹沢大山エリア (n=10)

相模湖・相模川流域エリア (n=47)

箱根エリア (n=324)

足柄エリア (n=5)

63.6

46.6

67.6

51.5

90.0

61.7

68.8

100.0

19.8

26.7

17.6

24.2

10.0

34.0

15.4

8.4

10.3

11.8

6.1

4.3

9.0

3.9

7.8

9.1

3.7

4.3

8.6

2.9

9.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年以内 ３年以内 ５年以内 10年以内 10年より前
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「ＳＮＳ」が30.5％と最も多く、次いで「施設等の公式サイト」が
22.9％、「宿泊・飲食等予約サイト」が15.8％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が16.3％と最も多く、次いで「施設等の公式サイト」が13.7％、

「家族・知人の情報」が10.6％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「ＳＮＳ」が30.7％と最も多く、次いで「施設等の公式サ
イト」が25.0％、「家族・知人の情報」が20.0％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が19.3％と最も多く、次いで「施設等の公式サイト」が16.8％、

「家族・知人の情報」が12.2％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「ＳＮＳ」が35.5％と最も多く、次いで「施設等の公式サイ
ト」が24.2％、「口コミサイト」が14.5％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が24.6％と最も多く、次いで「施設等の公式サイト」が12.2％、「家族・
知人の情報」が9.4％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「ＳＮＳ」「家族・知人の情報」が各20.9％と最も多く、次いで
「施設等の公式サイト」「県や観光協会のサイト」が各16.3％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が16.2％と最も多く、次いで「家族・知人の情報」が13.4％、「施設等の
公式サイト」が11.0％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「施設等の公式サイト」が36.4％と最も多く、次いで「県や
観光協会のサイト」が27.3％、「家族・知人の情報」が18.2％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が10.3％と最も多く、次いで「家族・知人の情報」が9.1％、「県や観光
協会のサイト」が8.2％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「施設等の公式サイト」が45.9％と最も多く、次
いで「ＳＮＳ」が31.1％、「家族・知人の情報」が20.3％と続いている。

日帰り客は「施設等の公式サイト」が25.5％と最も多く、次いで「ＳＮＳ」が12.8％、「家族・
知人の情報」が6.6％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「ＳＮＳ」が31.7％と最も多く、次いで「宿泊・飲食等予約サイ
ト」が18.9％、「施設等の公式サイト」が17.8％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が17.3％と最も多く、次いで「県や観光協会のサイト」が12.8％、「家
族・知人の情報」が8.9％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「施設等の公式サイト」が40.9％と最も多く、次いで「ＳＮＳ」
「家族・知人の情報」が各13.6％と続いている。

日帰り客は「家族・知人の情報」が17.4％と最も多く、次いで「施設等の公式サイト」が16.9％、
「ＳＮＳ」が12.1％と続いている。

● 情報源

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(情報源)
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＜(宿泊)情報源＞ 〔複数回答〕

＜(日帰り)情報源＞ 〔複数回答〕

n

Ｓ
Ｎ
Ｓ

施
設
等
の
公
式
サ
イ
ト

宿
泊
・
飲
食
等
予
約
サ
イ
ト

県
や
観
光
協
会
の
サ
イ
ト

家
族
・
知
人
の
情
報

口
コ
ミ
サ
イ
ト

旅
行
雑
誌
・
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

テ
レ
ビ

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト

旅
行
会
社
店
頭

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 834 30.5% 22.9% 15.8% 14.5% 12.8% 8.4% 7.4% 3.5% 3.1% 1.3% 2.2% 25.9%

横浜・川崎
エリア

140 30.7% 25.0% 10.7% 7.9% 20.0% 5.0% 12.9% 4.3% 1.4% 1.4% 2.1% 25.0%

三浦半島
エリア

62 35.5% 24.2% 12.9% 12.9% 11.3% 14.5% 1.6% 1.6% 6.5% 1.6% 1.6% 29.0%

湘南エリア 43 20.9% 16.3% 7.0% 16.3% 20.9% 2.3% 9.3% 4.7% 7.0% 2.3% 7.0% 30.2%

丹沢大山
エリア

22 13.6% 36.4% 9.1% 27.3% 18.2% 4.5% - 4.5% 4.5% - 4.5% 18.2%

相模湖・相模川流域
エリア

74 31.1% 45.9% 17.6% 9.5% 20.3% 8.1% 2.7% 2.7% 5.4% - - 16.2%

箱根エリア 482 31.7% 17.8% 18.9% 16.8% 8.5% 9.5% 8.1% 3.5% 2.5% 1.5% 1.9% 27.8%

足柄エリア 22 13.6% 40.9% 4.5% 9.1% 13.6% 9.1% - - - - 4.5% 27.3%

n

Ｓ
Ｎ
Ｓ

施
設
等
の
公
式
サ
イ
ト

家
族
・
知
人
の
情
報

県
や
観
光
協
会
の
サ
イ
ト

テ
レ
ビ

口
コ
ミ
サ
イ
ト

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト

旅
行
雑
誌
・
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

宿
泊
・
飲
食
等
予
約
サ
イ
ト

旅
行
会
社
店
頭

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 4,241 16.3% 13.7% 10.6% 6.7% 3.7% 3.5% 2.4% 1.2% 1.0% 0.4% 2.9% 54.4%

横浜・川崎
エリア

1,094 19.3% 16.8% 12.2% 3.7% 2.7% 3.0% 1.6% 1.3% 0.5% 0.5% 2.9% 49.7%

三浦半島
エリア

688 24.6% 12.2% 9.4% 6.8% 3.2% 3.6% 3.6% 1.0% 0.4% 0.6% 5.5% 48.4%

湘南エリア 816 16.2% 11.0% 13.4% 6.7% 4.8% 3.7% 1.5% 2.1% 2.2% 0.9% 1.7% 57.8%

丹沢大山
エリア

563 10.3% 8.0% 9.1% 8.2% 2.8% 1.4% 2.5% 1.4% 0.4% - 2.7% 62.5%

相模湖・相模川流域
エリア

483 12.8% 25.5% 6.6% 5.6% 1.9% 2.7% 2.1% - 0.6% 0.4% 1.9% 56.1%

箱根エリア 594 17.3% 7.2% 8.9% 12.8% 6.4% 8.6% 3.7% 3.2% 3.4% 0.2% 2.2% 52.0%

足柄エリア 397 12.1% 16.9% 17.4% 7.1% 6.0% 3.0% 4.0% 1.0% 1.0% - 3.0% 49.4%
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「箱根関所・資料館」が12.9％と最も多く、次いで「さがみ湖リ
ゾート・プレジャーフォレスト」が8.5％、「新横浜ラーメン博物館」が6.7％と続いている。

日帰り客は「宮ヶ瀬湖」が6.4％と最も多く、次いで「江の島」が6.1％、「鶴岡八幡宮」「寒川
神社」が各5.9％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「新横浜ラーメン博物館」が37.1％と最も多く、次いで
「横浜中華街」が27.1％、「みなとみらいエリア」が15.0％と続いている。

日帰り客は「横浜・八景島シーパラダイス」が20.7％と最も多く、次いで「大本山川崎大師平間
寺」が20.2％、「大さん橋」が19.5％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「ソレイユの丘」が33.9％と最も多く、次いで「三崎フィッ
シャリーナウォーフうらり」が27.4％、「マホロバ・マインズ三浦」が24.2％と続いている。

日帰り客は「ソレイユの丘」が33.9％と最も多く、次いで「三笠公園」が31.0％、「三崎フィッ
シャリーナウォーフうらり」が26.2％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「鶴岡八幡宮」が39.5％と最も多く、次いで「江の島」が32.6％、
「鎌倉駅周辺」が14.0％と続いている。

日帰り客は「鶴岡八幡宮」が33.2％と最も多く、次いで「江の島」が32.8％、「寒川神社」が
30.9％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「大山阿夫利神社」「大山」が各27.3％と最も多く、次いで
「宮ヶ瀬湖」が22.7％となっている。

日帰り客は「宮ヶ瀬湖」が49.0％と最も多く、次いで「大山阿夫利神社」が25.6％、「大山」が
17.2％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「さがみ湖リゾート・プレジャーフォレスト」が
86.5％と最も多くなっている。

日帰り客は「さがみ湖リゾート・プレジャーフォレスト」が37.1％と最も多く、次いで「津久井
湖観光センター」が33.3％、「津久井湖城山公園」が15.9％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「箱根関所・資料館」が21.6％と最も多く、次いで「箱根湯本駅
周辺」が17.0％、「大涌谷」が12.7％と続いている。

日帰り客は「小田原城址公園」が32.3％と最も多く、次いで「箱根関所・資料館」が18.4％、
「小田原駅周辺」が9.6％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「足柄森林公園丸太の森」が86.4％と最も多く、次いで「大雄山
最乗寺」が13.6％となっている。

日帰り客は「大雄山最乗寺」が61.7％と最も多く、次いで「足柄森林公園丸太の森」が34.8％、
「道の駅足柄・金太郎のふるさと」が11.3％と続いている。

● 訪問観光地・訪問施設名等

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(訪問観光地・訪問地について)
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n

横
浜
・
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

大
さ
ん
橋

新
横
浜
ラ
ー

メ
ン
博
物
館

川
崎
市
立
日
本
民
家
園

横
浜
中
華
街

横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

み
な
と
み
ら
い
エ
リ
ア

山
下
公
園

横
浜
市
内

岡
本
太
郎
美
術
館

横
浜
ア
リ
ー

ナ

宙
と
緑
の
科
学
館

横
浜
駅
周
辺

ラ
ゾ
ー

ナ
川
崎
プ
ラ
ザ

生
田
緑
地

横浜・川崎エリア
全体

1,234 19.1% 18.9% 18.8% 17.5% 12.9% 10.9% 7.3% 4.5% 3.8% 2.9% 2.5% 2.4% 1.8% 1.5% 1.5% 1.5%

宿泊 140 7.1% 8.6% 13.6% 37.1% 0.7% 27.1% 7.9% 15.0% 4.3% 13.6% - 12.1% - 3.6% - -

日帰り 1,094 20.7% 20.2% 19.5% 15.0% 14.4% 8.9% 7.2% 3.2% 3.7% 1.6% 2.8% 1.2% 2.0% 1.2% 1.6% 1.6%

n

鶴
岡
八
幡
宮

江
の
島

宮

ヶ
瀬
湖

寒
川
神
社

ソ
レ
イ
ユ
の
丘

大
雄
山
最
乗
寺

さ
が
み
湖
リ
ゾ
ー

ト
・

プ
レ
ジ

ャ
ー

フ

ォ
レ
ス
ト

横
浜
・
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス

小
田
原
城
址
公
園

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

大
さ
ん
橋

三
笠
公
園

新
横
浜
ラ
ー

メ
ン
博
物
館

箱
根
関
所
・
資
料
館

三
崎
フ

ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー

ナ

ウ

ォ
ー

フ
う
ら
り

県内全体 5,075 5.7% 5.6% 5.5% 5.0% 5.0% 4.9% 4.8% 4.7% 4.6% 4.6% 4.6% 4.4% 4.3% 4.2% 3.9%

宿泊 834 4.6% 3.0% 1.2% 0.8% 2.6% 1.3% 8.5% 1.4% 5.8% 1.6% 2.3% 1.8% 6.7% 12.9% 2.4%

日帰り 4,241 5.9% 6.1% 6.4% 5.9% 5.5% 5.6% 4.1% 5.3% 4.4% 5.2% 5.0% 4.9% 3.8% 2.5% 4.2%

【県内全体】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【横浜・川崎エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【三浦半島エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

n

ソ
レ
イ
ユ
の
丘

三
笠
公
園

三
崎
フ

ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー

ナ

ウ

ォ
ー

フ
う
ら
り

記
念
艦
三
笠

う
ら
り
マ
ル
シ

ェ

三
崎

猿
島

城

ヶ
島

ヴ

ェ
ル
ニ
ー

公
園

三
浦
市
内
飲
食
店

マ
ホ
ロ
バ
・
マ
イ
ン
ズ
三
浦

う
み
か
ぜ
公
園

横
須
賀
中
央
駅
周
辺

ド
ブ
板
通
り
商
店
街

よ
こ
す
か
ポ
ー

ト
マ
ー

ケ

ッ
ト

三浦半島エリア全体 750 33.9% 29.7% 26.3% 7.1% 5.9% 4.8% 4.0% 3.3% 3.2% 3.2% 2.3% 2.1% 1.9% 1.7% 1.7%

宿泊 62 33.9% 16.1% 27.4% 4.8% 16.1% 11.3% 1.6% 6.5% 1.6% 4.8% 24.2% 3.2% - 1.6% -

日帰り 688 33.9% 31.0% 26.2% 7.3% 4.9% 4.2% 4.2% 3.1% 3.3% 3.1% 0.3% 2.0% 2.0% 1.7% 1.9%
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n

さ
が
み
湖
リ
ゾ
ー

ト
・

プ
レ
ジ

ャ
ー

フ

ォ
レ
ス
ト

津
久
井
湖
観
光
セ
ン
タ
ー

津
久
井
湖
城
山
公
園

相
模
湖

オ
ギ
ノ
パ
ン

本
社
工
場
直
売
店

さ
が
み
湖
温
泉
う
る
り

海
老
名
Ｓ
Ａ

P
I
C
A
さ
が
み
湖

相
模
原
市
内

津
久
井
湖
城
山
公
園

（
花
の
苑

地

）

橋
本
駅
周
辺

M
e
g
u
 
G
e
l
a
t
o

Z
E
B
R
A
 
C
o
f
f
e
e

&
 
C
r
o
i
s
s
a
n
t

宮

ヶ
瀬
湖

相
模
原
北
公
園

鳥
居
原
ふ
れ
あ
い
の
館

津
久
井
湖
周
辺

V
I
N
A
 
W
A
L
K

E
b
i
n
a

海
老
名
市
内

相模湖・相模川流域
エリア全体

557 43.6% 29.6% 13.8% 5.7% 3.6% 1.6% 1.4% 1.3% 1.1% 0.9% 0.7% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5%

宿泊 74 86.5% 5.4% - 4.1% 1.4% 1.4% - 9.5% 2.7% - - - - - - - - - -

日帰り 483 37.1% 33.3% 15.9% 6.0% 3.9% 1.7% 1.7% - 0.8% 1.0% 0.8% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6%

n

宮

ヶ
瀬
湖

大
山
阿
夫
利
神
社

大
山

服
部
牧
場

宮

ヶ
瀬

宮

ヶ
瀬
ダ
ム
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

館

伊
勢
原
市
内
茶
屋

道
の
駅
 
 

清
川

鶴
巻
温
泉

宮

ヶ
瀬
ダ
ム

ヤ
ビ
ツ
峠

七
沢
温
泉

伊
勢
原
市
内

厚
木
市
内

清
川
村
内

丹沢大山エリア全体 585 48.0% 25.6% 17.6% 2.9% 2.4% 1.7% 1.4% 1.4% 1.2% 1.2% 1.0% 0.9% 0.9% 0.7% 0.7%

宿泊 22 22.7% 27.3% 27.3% - - - - - 4.5% - - 9.1% 4.5% 9.1% -

日帰り 563 49.0% 25.6% 17.2% 3.0% 2.5% 1.8% 1.4% 1.4% 1.1% 1.2% 1.1% 0.5% 0.7% 0.4% 0.7%

n

鶴
岡
八
幡
宮

江
の
島

寒
川
神
社

鎌
倉
駅
周
辺

小
町
通
り

高
徳
院

江
の
島
海
岸

長
谷
寺

新
江
ノ
島
水
族
館

藤
沢
市
内
飲
食
店

江
島
神
社

由
比

ヶ
浜

T

H
E

 
O
U

T
L

E
T
S

S

H
O

N
A
N

H

I
R

A
T
S

U
K

A

銭
洗
弁
財
天

茅

ヶ
崎
市
内

湘南エリア全体 859 33.5% 32.8% 29.8% 5.9% 4.7% 3.7% 3.0% 2.9% 2.9% 2.0% 1.5% 1.3% 0.9% 0.8% 0.8%

宿泊 43 39.5% 32.6% 9.3% 14.0% 2.3% 9.3% 2.3% - 2.3% 2.3% 2.3% - - - 2.3%

日帰り 816 33.2% 32.8% 30.9% 5.5% 4.8% 3.4% 3.1% 3.1% 2.9% 2.0% 1.5% 1.3% 1.0% 0.9% 0.7%

【湘南エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【丹沢大山エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【相模湖・相模川流域エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位
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43

弘
済
寺

十
八
丁
目
茶
屋

小
田
原
百
貨
店
 
 

南
足
柄
店

森
と
水
の
公
園

南
足
柄
市
体
育
セ
ン
タ
ー

南
足
柄
市
内
寺

万
葉
公
園

Ｎ
ｙ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｓ
ａ

ウ

ェ
ル
キ

ャ
ン
プ
西
丹
沢

酒
水
の
滝

神
奈
川
県
農
協
茶
業
セ
ン
タ
ー

足
柄
茶
直
売
所

丹
沢
湖

丹
沢
湖
周
辺
キ

ャ
ン
プ
場

町
立
中
川
温
泉
ぶ
な
の
湯

道
の
駅
 
 

山
北

あ
し
が
り
郷

「
瀬
戸
屋
敷

」

ジ

ョ
リ
ー

パ
ス
タ
 
 

足
柄
店

足柄エリア全体 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

宿泊 - - - 4.5% - - - - 4.5% - - - 4.5% - - - -

日帰り 0.3% 0.3% 0.3% - 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% - 0.3% 0.3% 0.3% - 0.3% 0.3% 0.3% 0.3%

n

大
雄
山
最
乗
寺

足
柄
森
林
公
園
丸
太
の
森

道
の
駅
足
柄
・

金
太
郎
の
ふ
る
さ
と

開
成
あ
じ
さ
い
の
里

モ
ダ
ン
湯
治
お
ん
り
ー

ゆ
ー

南
足
柄
市
郷
土
資
料
館

南
足
柄
市
内

夕
日
の
滝

南
足
柄
市
内
飲
食
店

B
I
O
T
O
P
I
A

C
A
M
P
i
e
c
e
南
足
柄

足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村

明
神

ヶ
岳

洒
水
の
滝

s
o
t
o
s
o
t
o
d
a
y
s

あ
し
が
ら
蕎
麦
や
ぶ
久

足柄エリア全体 419 59.2% 37.5% 11.2% 4.3% 4.1% 2.4% 2.1% 1.0% 0.7% 0.7% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.2% 0.2%

宿泊 22 13.6% 86.4% 9.1% - 4.5% - 4.5% 4.5% 4.5% - 9.1% - - - 4.5% -

日帰り 397 61.7% 34.8% 11.3% 4.5% 4.0% 2.5% 2.0% 0.8% 0.5% 0.8% - 0.5% 0.5% 0.5% - 0.3%

n

小
田
原
城
址
公
園

箱
根
関
所
・
資
料
館

箱
根
湯
本
駅
周
辺

大
涌
谷

小
田
原
駅
周
辺

箱
根
神
社

小
田
原
城
天
守
閣

芦
ノ
湖

湯
河
原
駅
周
辺

湯
河
原
町
内

小
田
原
市
内

万
葉
公
園

湯
河
原
町
内
旅
館

箱
根
町
内

彫
刻
の
森
美
術
館

箱根エリア全体 1,076 21.7% 19.8% 12.4% 8.3% 7.1% 6.2% 6.1% 4.8% 4.0% 4.0% 3.4% 2.7% 2.5% 2.3% 2.1%

宿泊 482 8.7% 21.6% 17.0% 12.7% 3.9% 6.4% 3.1% 5.8% 2.9% 3.9% 2.1% 3.7% 5.6% 3.7% 3.9%

日帰り 594 32.3% 18.4% 8.6% 4.7% 9.6% 6.1% 8.6% 4.0% 4.9% 4.0% 4.5% 1.9% - 1.2% 0.7%

【箱根エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【足柄エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

※【足柄エリア】は、同率15位の観光地・訪問地が多数あるため２段の記載となる



【立ち寄り地点数（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 1.5地点 1.3地点 1.5地点 2.2地点 2.3地点

日帰り 1.3地点 1.3地点 0.3地点 1.4地点 1.5地点

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客では平均2.3地点、日帰り客で平均1.5地点となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客では平均2.4地点、日帰り客で平均1.5地点となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客では平均2.3地点、日帰り客で平均1.6地点となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客では平均2.0地点、日帰り客で平均1.4地点となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客では平均1.7地点、日帰り客で平均1.2地点となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客では平均1.2地点、日帰り客で平均1.2地点となって
いる。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客では平均2.2地点、日帰り客で平均1.6地点となっている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客では平均1.6地点、日帰り客で平均1.3地点となっている。

● 立ち寄り地点数
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＜(宿泊)平均立ち寄り地点数＞

＜(日帰り)平均立ち寄り地点数＞

県内全体 (n=834)

横浜・川崎エリア (n=140)

三浦半島エリア (n=62)

湘南エリア (n=43)

丹沢大山エリア (n=22)

相模湖・相模川流域エリア (n=74)

箱根エリア (n=482)

足柄エリア (n=22)

2.3

2.4

2.3

2.0

1.7

1.2

2.2

1.6

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

（地点）

県内全体 (n=4,241)

横浜・川崎エリア (n=1,094)

三浦半島エリア (n=688)

湘南エリア (n=816)

丹沢大山エリア (n=563)

相模湖・相模川流域エリア (n=483)

箱根エリア (n=594)

足柄エリア (n=397)

1.5

1.5

1.6

1.4

1.2

1.2

1.6

1.3

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

（地点）
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「７～８」が51.2％と最も多くなり、日帰り客は「７～８」が
51.0％と最も多くなっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「７～８」が50.8％と最も多くなり、日帰り客は

「７～８」が49.2％と最も多くなっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「７～８」が56.8％と最も多くなり、日帰り客は「７～８」
が52.7％と最も多くなっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「７～８」が53.9％と最も多くなり、日帰り客は「７～８」が
49.9％と最も多くなっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「９～10」が50.0％と最も多くなり、日帰り客は

「７～８」が49.8％と最も多くなっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「７～８」が44.7％と最も多くなり、日帰り客は
「７～８」が59.1％と最も多くなっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「７～８」が51.2％と最も多くなり、日帰り客は「７～８」が
51.0％と最も多くなっている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「７～８」が64.5％と最も多くなり、日帰り客は「７～８」が
47.9％と最も多くなっている。

● 訪問地域のオススメ度
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延べ
回答数

０～１ ２～３ ４～６ ７～８ ９～10

県内全体 5,856 0.1% 0.1% 7.1% 51.0% 41.7%

横浜・川崎エリア 1,420 0.2% 0.1% 7.0% 49.2% 43.5%

三浦半島エリア 1,018 0.1% - 7.3% 52.7% 40.0%

湘南エリア 1,090 0.1% 0.2% 5.4% 49.9% 44.4%

丹沢大山エリア 619 - 0.2% 5.7% 49.8% 44.4%

相模湖・相模川流域エリア 538 - 0.2% 12.1% 59.1% 28.6%

箱根エリア 830 - 0.2% 8.2% 51.0% 40.6%

足柄エリア 478 - 0.2% 4.4% 47.9% 47.5%

延べ
回答数

０～１ ２～３ ４～６ ７～８ ９～10

県内全体 1,643 0.1% 0.3% 8.3% 51.2% 40.1%

横浜・川崎エリア 260 - - 9.6% 50.8% 39.6%

三浦半島エリア 118 - - 4.2% 56.8% 39.0%

湘南エリア 76 - - 10.5% 53.9% 35.5%

丹沢大山エリア 32 - - 9.4% 40.6% 50.0%

相模湖・相模川流域エリア 85 - 1.2% 14.1% 44.7% 40.0%

箱根エリア 905 0.1% 0.3% 8.3% 51.2% 40.1%

足柄エリア 31 - - - 64.5% 35.5%

＜(宿泊)訪問地域のオススメ度＞

＜(日帰り)訪問地域のオススメ度＞
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 県内全体

県内全体でみると、訪問地域の宿泊施設は「リゾートホテル」が26.5％と最も多く、次いで

「旅館」が21.1％、「シティホテル」が12.0％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「シティホテル」「ビジネスホテル」が

各38.8％と最も多く、次いで「親族・知人宅」が15.0％となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「リゾートホテル」が38.1％と最も多く、次い
で「キャンプ場」が14.3％、「旅館」「シティホテル」が各11.1％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「ビジネスホテル」が39.5％と最も多く、次いで
「シティホテル」が30.2％、「リゾートホテル」「親族・知人宅」が各7.0％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「旅館」が45.5％と最も多く、次いで「親族・
知人宅」が18.2％、「ビジネスホテル」が13.6％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「キャンプ場」が60.8％と最も多く、
次いで「親族・知人宅」が14.9％、「別荘・リゾートマンション」が9.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「リゾートホテル」が39.0％と最も多く、次いで
「旅館」が33.1％、「保養所・研修所」が6.9％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「キャンプ場」が86.4％と最も多くなっている。

● 訪問地域の宿泊施設

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(宿泊施設／宿泊数)
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＜訪問地域の宿泊施設＞ 〔複数回答〕

延
べ
回
答
数

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

旅
館

シ
テ

ィ
ホ
テ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

キ

ャ
ン
プ
場

親
族
・
知
人
宅

保
養
所
・
研
修
所

ペ
ン
シ

ョ
ン
・
民
宿

別
荘
・
リ
ゾ
ー

ト
マ
ン
シ

ョ
ン

会
員
制
の
宿
泊
施
設

交
通
機
関
・
車
中
泊

（
キ

ャ
ン
プ
場
は
含
ま
な
い

）

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル

民
泊

そ
の
他

県内全体 861 26.5% 21.1% 12.0% 11.8% 9.5% 6.3% 4.2% 1.9% 1.9% 1.3% 1.0% 1.0% 0.5% 1.0%

横浜・川崎エリア 147 5.4% - 38.8% 38.8% - 15.0% - - - - 1.4% - 0.7% -

三浦半島エリア 63 38.1% 11.1% 11.1% 7.9% 14.3% 7.9% - 3.2% 1.6% - 4.8% - - -

湘南エリア 43 7.0% 4.7% 30.2% 39.5% 2.3% 7.0% 4.7% 2.3% - - - 2.3% - -

丹沢大山エリア 22 - 45.5% 9.1% 13.6% 4.5% 18.2% - - - - - 4.5% - 4.5%

相模湖・相模川流域エリア 74 2.7% - - 5.4% 60.8% 14.9% - 1.4% 9.5% - - - - 5.4%

箱根エリア 490 39.0% 33.1% 4.9% 3.3% 1.4% 1.6% 6.9% 2.4% 1.6% 2.2% 0.8% 1.4% 0.6% 0.6%

足柄エリア 22 - 4.5% - - 86.4% 4.5% - - - - - - - 4.5%
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【平均宿泊数（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 1.5泊 1.2泊 1.4泊 1.5泊 1.2泊

＜平均宿泊数 – エリア別＞

＜平均宿泊数 – 居住地別＞

● 平均宿泊数

北海道 (n=13)

東北 (n=26)

関東（県内） (n=191)

関東（東京・千葉・埼玉） (n=373)

関東（茨城・栃木・群馬） (n=31)

甲信越 (n=32)

北陸 (n=8)

東海 (n=68)

近畿 (n=49)

中国 (n=12)

四国 (n=5)

九州 (n=23)

沖縄 (n=3)

2.5

1.2

1.1

1.1

1.1

1.4

1.1

1.2

1.3

1.3

1.4

2.4

3.3

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

（泊）

県内全体 (n=834)

横浜・川崎エリア (n=140)

三浦半島エリア (n=62)

湘南エリア (n=43)

丹沢大山エリア (n=22)

相模湖・相模川流域エリア (n=74)

箱根エリア (n=482)

足柄エリア (n=22)

1.2

1.5

1.2

1.3

1.2

1.0

1.1

1.1

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

（泊）

 平均宿泊数について、県内全体でみると、1.2泊となっている。エリア別では、【横浜・川崎エ
リア】が1.5泊と他のエリアより僅かに多い。

 居住地別でみると、本州・四国は1.1泊から1.4泊であるのに対し、【沖縄】は3.3泊、【北海
道】は2.5泊、【九州】は2.4泊となっている。
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「自家用車」が38.5％と最も多く、次いで「鉄道」が30.3％、「路
線バス」が9.0％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が48.8％と最も多く、次いで「鉄道」が25.8％、「徒歩」が13.3％と続
いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が41.7％と最も多く、次いで「徒歩」が18.0％、
「新幹線」が15.9％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が39.6 ％と最も多く、次いで、「自家用車」が29.0％、 「徒歩」が21.7％
と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「自家用車」が64.3％と最も多く、次いで「鉄道」が14.3％、
「徒歩」が12.1％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が47.4％と最も多く、次いで「鉄道」が18.7％、「徒歩」が18.6％と続
いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が50.0％と最も多く、次いで「自家用車」が27.9％、
「徒歩」が10.5％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が40.8％と最も多く、次いで「鉄道」が32.3％、「徒歩」が12.5％と続
いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「自家用車」が65.8％と最も多く、次いで「鉄道」が15.8％、
「路線バス」が10.5％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が67.8％と最も多く、次いで「鉄道」が20.2％、「徒歩」が2.1％と続
いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「自家用車」が82.6％と最も多く、次いで「鉄
道」が8.7％、「徒歩」「レンタカー」が各3.3％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が82.1％と最も多く、次いで「鉄道」が3.1％、「徒歩」が3.0％と続い
ている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「自家用車」が36.6％と最も多く、次いで「鉄道」が30.6％、
「路線バス」が15.4％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が37.6％と最も多く、次いで「鉄道」が31.6％、「徒歩」が12.6％と続
いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「自家用車」が94.1％と最も多く、次いで「鉄道」「貸切バス・
観光バス」が各2.9％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が88.2％と最も多く、次いで「鉄道」が5.9％、「徒歩」が2.0％と続い
ている。

● 次の訪問地への交通手段

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(交通手段)
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＜(宿泊)次の訪問地への交通手段＞

＜(日帰り)次の訪問地への交通手段＞

延
べ
回
答
数

自
家
用
車

鉄
道

路
線
バ
ス

徒
歩

新
幹
線

航
空

（
国
内
線

）

貸
切
バ
ス
・
観
光
バ
ス

レ
ン
タ
カ
ー

タ
ク
シ
ー

社
用
・
公
用
車

高
速
バ
ス

そ
の
他

県内全体 1,916 38.5% 30.3% 9.0% 8.5% 5.5% 1.8% 1.6% 1.2% 1.1% 0.2% 0.1% 2.3%

横浜・川崎エリア 333 15.3% 41.7% 0.3% 18.0% 15.9% 3.9% 3.9% 0.3% 0.3% - - 0.3%

三浦半島エリア 140 64.3% 14.3% 2.9% 12.1% 0.7% 0.7% 2.9% 0.7% - - 0.7% 0.7%

湘南エリア 86 27.9% 50.0% 1.2% 10.5% 2.3% 3.5% - - 1.2% - - 3.5%

丹沢大山エリア 38 65.8% 15.8% 10.5% 5.3% - - 2.6% - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 92 82.6% 8.7% - 3.3% - - - 3.3% - 2.2% - -

箱根エリア 1,048 36.6% 30.6% 15.4% 6.0% 3.2% 1.0% 0.6% 1.5% 1.7% 0.2% - 3.1%

足柄エリア 34 94.1% 2.9% - - - - 2.9% - - - - -

延
べ
回
答
数

自
家
用
車

鉄
道

徒
歩

路
線
バ
ス

貸
切
バ
ス
・
観
光
バ
ス

新
幹
線

レ
ン
タ
カ
ー

航
空

（
国
内
線

）

タ
ク
シ
ー

高
速
バ
ス

社
用
・
公
用
車

そ
の
他

県内全体 6,357 48.8% 25.8% 13.3% 2.6% 1.6% 0.6% 0.5% 0.2% 0.2% 0.1% 0.0% 6.3%

横浜・川崎エリア 1,602 29.0% 39.6% 21.7% 1.1% 1.4% 1.5% 0.1% 0.4% 0.3% 0.1% 0.1% 4.7%

三浦半島エリア 1,070 47.4% 18.7% 18.6% 4.3% 3.6% 0.3% 0.7% 0.2% 0.3% - - 6.1%

湘南エリア 1,161 40.8% 32.3% 12.5% 0.5% 2.2% 0.9% 0.6% 0.3% 0.2% 0.2% - 9.4%

丹沢大山エリア 652 67.8% 20.2% 2.1% 1.8% - - 0.6% - 0.2% - - 7.2%

相模湖・相模川流域エリア 575 82.1% 3.1% 3.0% 1.0% 1.0% - 0.3% - - - - 9.4%

箱根エリア 933 37.6% 31.6% 12.6% 7.6% 1.3% 1.4% 1.1% 0.6% 0.5% 0.2% 0.1% 5.3%

足柄エリア 509 88.2% 5.9% 2.0% 1.2% 0.2% 0.4% 0.4% - - - 0.2% 1.6%
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第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(来訪目的／不満足点)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「温泉」が49.3％と最も多く、次いで「自然・風景」が40.9％、
「飲食」が34.2％と続いている。

日帰り客は「自然・風景」が34.4％と最も多く、次いで「飲食」が29.3％、「遺跡・文化財（神
社・仏閣・城等）」が28.1％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「飲食」が56.4％と最も多く、次いで「街歩き」が37.9％、
「ショッピング」が28.6％と続いている。

日帰り客は「飲食」が35.7％と最も多く、次いで「街歩き」が25.3％、「遺跡・文化財（神社・
仏閣・城等）」が22.2％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「飲食」が58.1％と最も多く、次いで「宿泊施設での滞在」
が43.5％、「自然・風景」が40.3％と続いている。

日帰り客は「飲食」が46.9％と最も多く、次いで「自然・風景」が35.6％、「ショッピング」が
23.5％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「遺跡・文化財（神社・仏閣・城等）」が55.8％と最も多く、次
いで「飲食」が46.5％、「街歩き」が41.9％と続いている。

日帰り客は「遺跡・文化財（神社・仏閣・城等）」が62.5％と最も多く、次いで「飲食」が
38.4％、「街歩き」が31.9％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「自然・風景」「遺跡・文化財（神社・仏閣・城等）」が

各50.0％と最も多く、次いで「温泉」が31.8％となっている。

日帰り客は「自然・風景」が63.1％と最も多く、次いで「登山・ハイキング」が26.1％、「遺
跡・文化財（神社・仏閣・城等）」が20.1％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「テーマパーク・遊園地」が82.4％と最も多く、
次いで「自然・風景」が35.1％、「温泉」「宿泊施設での滞在」が各18.9％と続いている。

日帰り客は「自然・風景」が43.7％と最も多く、次いで「テーマパーク・遊園地」が36.4％、
「ショッピング」が24.2％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「温泉」が78.2％と最も多く、次いで「自然・風景」が49.0％、
「宿泊施設での滞在」が33.8％と続いている。

日帰り客は「自然・風景」が48.3％と最も多く、次いで「遺跡・文化財（神社・仏閣・城等）」
が43.8％、「飲食」が26.1％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「宿泊施設での滞在」が59.1％と最も多く、次いで「自然・風
景」が36.4％となっている。

日帰り客は「遺跡・文化財（神社・仏閣・城等）」が50.1％と最も多く、次いで「自然・風景」
が32.5％、「飲食」が19.4％と続いている。

● 来訪の目的
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＜(宿泊)来訪の目的＞ 〔複数回答〕

＜(日帰り)来訪の目的＞ 〔複数回答〕

n

温
泉

自
然
・
風
景

飲
食

宿
泊
施
設
で
の
滞
在

遺
跡
・
文
化
財

（
神
社
・
仏
閣
・
城
等

）

街
歩
き

テ
ー

マ
パ
ー

ク
・
遊
園
地

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

美
術
館
・
博
物
館
・

動
植
物
園
・
水
族
館

イ
ベ
ン
ト
・
祭
り

親
族
・
知
人
訪
問

歴
史
・
文
化
体
験

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

仕
事

そ
の
他
ス
ポ
ー

ツ

サ
イ
ク
リ
ン
グ

そ
の
他

県内全体 834 49.3% 40.9% 34.2% 28.4% 22.1% 21.8% 13.1% 12.1% 7.0% 5.8% 5.8% 4.4% 2.6% 1.3% 1.2% 0.2% 11.5%

横浜・川崎
エリア

140 4.3% 18.6% 56.4% 10.7% 27.9% 37.9% 17.9% 28.6% 3.6% 17.1% 14.3% 2.1% - 2.9% - - 15.7%

三浦半島
エリア

62 16.1% 40.3% 58.1% 43.5% 3.2% 25.8% 22.6% 24.2% 4.8% 9.7% 6.5% 1.6% 1.6% - 1.6% - 16.1%

湘南エリア 43 2.3% 37.2% 46.5% 11.6% 55.8% 41.9% 2.3% 14.0% 11.6% 2.3% 7.0% 7.0% - - 2.3% 2.3% 18.6%

丹沢大山
エリア

22 31.8% 50.0% 18.2% 13.6% 50.0% - 13.6% 9.1% - 4.5% 22.7% 4.5% 13.6% - - - 4.5%

相模湖・相模川流域
エリア

74 18.9% 35.1% 10.8% 18.9% 1.4% 5.4% 82.4% 6.8% - 13.5% 6.8% - 2.7% - 1.4% - 28.4%

箱根エリア 482 78.2% 49.0% 29.7% 33.8% 22.8% 20.1% 1.7% 7.5% 9.8% 1.0% 2.1% 6.0% 2.5% 1.5% 0.6% 0.2% 5.6%

足柄エリア 22 4.5% 36.4% 13.6% 59.1% 13.6% - - 4.5% - 4.5% 4.5% - 18.2% 4.5% 18.2% - 36.4%

n

自
然
・
風
景

飲
食

遺
跡
・
文
化
財

（
神
社
・
仏
閣
・
城
等

）

街
歩
き

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

テ
ー

マ
パ
ー

ク
・
遊
園
地

イ
ベ
ン
ト
・
祭
り

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

美
術
館
・
博
物
館
・

動
植
物
園
・
水
族
館

歴
史
・
文
化
体
験

温
泉

サ
イ
ク
リ
ン
グ

親
族
・
知
人
訪
問

仕
事

そ
の
他
ス
ポ
ー

ツ

宿
泊
施
設
で
の
滞
在

そ
の
他

県内全体 4,241 34.4% 29.3% 28.1% 18.2% 14.4% 13.0% 7.8% 5.8% 4.5% 3.8% 3.4% 2.3% 1.5% 1.2% 1.0% 0.3% 17.4%

横浜・川崎
エリア

1,094 15.0% 35.7% 22.2% 25.3% 17.0% 22.0% 11.8% 0.6% 9.7% 4.6% 0.5% 0.8% 1.5% 1.5% 0.8% 0.5% 12.4%

三浦半島
エリア

688 35.6% 46.9% 3.8% 18.6% 23.5% 18.9% 14.7% 0.6% 5.1% 5.1% 1.9% 1.5% 1.6% 0.4% 1.0% 0.6% 14.4%

湘南エリア 816 31.6% 38.4% 62.5% 31.9% 13.8% 0.7% 3.7% 0.9% 3.7% 3.3% 1.2% 6.1% 1.7% 0.7% 1.0% 0.6% 17.6%

丹沢大山
エリア

563 63.1% 17.6% 20.1% 4.4% 5.3% 1.2% 2.1% 26.1% 0.2% 1.4% 2.7% 2.8% 1.1% 0.2% 0.4% 0.4% 18.3%

相模湖・相模川流域
エリア

483 43.7% 11.6% 4.1% 2.1% 24.2% 36.4% 3.9% 6.0% 0.4% 0.4% 3.7% 3.3% 2.7% 1.0% 0.4% 0.4% 20.9%

箱根エリア 594 48.3% 26.1% 43.8% 24.6% 9.6% 0.5% 5.6% 3.0% 4.2% 5.2% 14.8% 2.0% 4.2% 1.9% 1.2% 2.2% 12.1%

足柄エリア 397 32.5% 19.4% 50.1% 3.5% 9.1% 3.0% 7.8% 11.8% 0.8% 7.3% 5.3% 0.8% 0.5% 3.0% 3.8% 1.5% 41.3%
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 県内全体

宿泊客は「交通の便」が4.2％と最も多く、次いで「駐車場」が2.6％、「食べ物・食事」が
1.8％と続いている。

日帰り客は「駐車場」が3.7％と最も多く、次いで「交通の便」が2.4％、「食べ物・食事」が
1.9％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は９割以上が不満足な点は特にないが、「交通の便」「食べ
物・食事」「施設・店舗の利用可能時間」「観光スポット情報の充実度」については、各0.7％
と僅かながら不満を感じている。

日帰り客は「駐車場」が2.4％と最も多く、次いで「交通の便」が1.6％、「食べ物・食事」が
1.2％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「交通の便」が8.1％と最も多く、次いで「施設自体の魅
力」「キャッシュレス対応」が各4.8％と続いている。

日帰り客は「駐車場」が2.3％と最も多く、次いで「交通の便」が2.2％、「食べ物・食事」が
2.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「交通の便」「駐車場」「キャッシュレス対応」が各4.7％と多
くなっている。

日帰り客は「駐車場」が7.4％と最も多く、次いで「交通の便」が4.0％、「価格（施設利用料・
食事代等）」が1.6％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「駐車場」「飲食店情報の充実度」「施設・店舗の利用可能
時間」が各9.1％と多くなっている。

日帰り客は「駐車場」が4.1％と最も多く、次いで「交通の便」が3.0％、「価格（施設利用料・
食事代等）」が1.1％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「食べ物・食事」「飲食店情報の充実度」が

各6.8％と最も多く、次いで「価格（施設利用料・食事代等）」が4.1％と続いている。

日帰り客は「駐車場」が4.8％と最も多く、次いで「食べ物・食事」が4.3％、「施設自体の魅
力」が3.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「交通の便」が4.8％と最も多く、次いで「駐車場」が3.1％、
「施設自体の魅力」が1.9％と続いている。

日帰り客は「駐車場」が4.5％と最も多く、次いで「交通の便」が2.9％、「食べ物・食事」
「キャッシュレス対応」が各1.9％と続いている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「交通の便」が4.5％と最も多くなっている。

日帰り客は「食べ物・食事」が3.5％と最も多く、次いで「駐車場」が2.3％、「交通の便」が
1.5％と続いている。

● 訪問地域の不満足点
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＜(宿泊)訪問地域の不満足点＞ 〔複数回答〕

＜(日帰り)訪問地域の不満足点＞ 〔複数回答〕

n

交
通
の
便

駐
車
場

食
べ
物
・
食
事

施
設
自
体
の
魅
力

飲
食
店
情
報
の
充
実
度

キ

ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
対
応

価
格

（
施
設
利
用
料
・

食
事
代
等

）

施
設
・
店
舗
の

利
用
可
能
時
間

観
光
ス
ポ

ッ
ト
情
報
の

充
実
度

通
信
環
境

接
客
・
対
応

景
観

体
験
内
容

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 834 4.2% 2.6% 1.8% 1.7% 1.2% 1.2% 1.0% 0.8% 0.7% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 4.4% 83.9%

横浜・川崎
エリア

140 0.7% - 0.7% - - - - 0.7% 0.7% - - - - 2.1% 95.0%

三浦半島
エリア

62 8.1% 1.6% 3.2% 4.8% - 4.8% 1.6% 1.6% - - - 1.6% 1.6% 6.5% 77.4%

湘南エリア 43 4.7% 4.7% - - - 4.7% 2.3% 2.3% - 2.3% - - - 4.7% 79.1%

丹沢大山
エリア

22 4.5% 9.1% 4.5% - 9.1% - 4.5% 9.1% - - - - - 9.1% 68.2%

相模湖・相模川流域
エリア

74 2.7% 2.7% 6.8% 2.7% 6.8% - 4.1% - - 1.4% - - - 4.1% 82.4%

箱根エリア 482 4.8% 3.1% 1.2% 1.9% 0.6% 1.0% 0.4% 0.4% 1.0% 0.2% 0.4% - - 4.6% 83.0%

足柄エリア 22 4.5% - - - - - - - - - - - - 4.5% 90.9%

n

駐
車
場

交
通
の
便

食
べ
物
・
食
事

価
格

（
施
設
利
用
料
・

食
事
代
等

）

施
設
自
体
の
魅
力

キ

ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
対
応

施
設
・
店
舗
の

利
用
可
能
時
間

飲
食
店
情
報
の
充
実
度

景
観

観
光
ス
ポ

ッ
ト
情
報
の

充
実
度

接
客
・
対
応

通
信
環
境

体
験
内
容

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 4,241 3.7% 2.4% 1.9% 1.3% 1.0% 1.0% 0.7% 0.5% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.1% 4.8% 85.1%

横浜・川崎
エリア

1,094 2.4% 1.6% 1.2% 0.8% 0.5% 0.9% 0.5% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.4% - 3.7% 89.4%

三浦半島
エリア

688 2.3% 2.2% 2.0% 1.6% 0.7% 0.9% 1.7% 0.7% 0.4% 0.6% - 0.1% 0.9% 6.0% 85.5%

湘南エリア 816 7.4% 4.0% 1.2% 1.6% 0.5% 1.5% 0.2% - 0.1% 0.2% - - - 4.7% 81.3%

丹沢大山
エリア

563 4.1% 3.0% 0.5% 1.1% 0.9% 0.7% 0.7% 0.7% 0.5% 0.2% 0.2% 0.5% - 5.3% 84.7%

相模湖・相模川流域
エリア

483 4.8% 1.9% 4.3% 2.7% 3.5% - 1.0% 2.3% - 0.4% 1.0% 0.2% - 5.6% 80.7%

箱根エリア 594 4.5% 2.9% 1.9% 0.8% 1.3% 1.9% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% - - 5.7% 82.0%

足柄エリア 397 2.3% 1.5% 3.5% 0.5% 0.8% 0.3% 0.3% - 0.5% 0.5% 0.8% - - 2.0% 89.2%
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【平均消費単価（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 27,308円 21,399円 37,660円 25,956円 28,207円

日帰り 4,876円 4,625円 4,655円 3,897円 4,888円

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客の平均消費単価は28,207円、日帰り客の平均消費単価は4,888円と
なっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は26,617円、日帰り客の平均消費単価は
6,001円となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は19,923円、日帰り客の平均消費単価は4,664
円となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は22,598円、日帰り客の平均消費単価は4,510円と
なっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は13,834円、日帰り客の平均消費単価は2,787
円となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は17,705円、日帰り客の平均消費単
価は4,048円となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は31,342円、日帰り客の平均消費単価は5,405円と
なっている。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は8,067円、日帰り客の平均消費単価は3,105円と
なっている。

● 平均消費単価

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(県内平均消費単価)
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＜(宿泊)平均消費単価＞

＜(日帰り)平均消費単価＞

n 合計 宿泊費 飲食費
土産品・
買物代

施設
入場料・
利用料

交通費 その他

県内全体 834 28,207 16,333 5,534 3,470 1,210 1,426 234

横浜・川崎エリア 140 26,617 12,331 5,783 4,454 1,744 1,013 1,293

三浦半島エリア 62 19,923 12,005 3,898 2,605 548 844 24

湘南エリア 43 22,598 12,853 5,690 2,535 449 1,066 5

丹沢大山エリア 22 13,834 8,541 3,205 932 136 1,012 9

相模湖・相模川流域エリア 74 17,705 10,512 2,557 1,068 2,774 795 0

箱根エリア 482 31,342 19,783 5,644 3,510 779 1,618 8

足柄エリア 22 8,067 4,406 1,891 250 1,012 508 0

n 合計 宿泊費 飲食費
土産品・
買物代

施設
入場料・
利用料

交通費 その他

県内全体 4,241 4,888 0 1,905 1,569 756 589 69

横浜・川崎エリア 1,094 6,001 0 2,016 2,251 1,045 574 116

三浦半島エリア 688 4,664 0 1,966 1,595 452 577 75

湘南エリア 816 4,510 0 1,951 1,440 591 450 78

丹沢大山エリア 563 2,787 0 1,381 521 77 797 10

相模湖・相模川流域エリア 483 4,048 0 1,132 1,079 1,426 412 0

箱根エリア 594 5,405 0 2,485 1,600 630 651 38

足柄エリア 397 3,105 0 1,079 899 675 376 76
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● 宿泊費キャッシュレスサービスの平均利用割合と支払方法

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(キャッシュレスサービス利用)

 宿泊費キャッシュレスサービスの平均利用割合について、県内全体では「クレジット」が76.1％
と最も多くなっている、エリア別でみると、【丹沢大山エリア】では「現金」の割合が多いもの
の、その他のエリアでは「クレジット」が７割から８割を占めている。

 宿泊費の支払方法について、県内全体では「現地で支払い」が58.8％と最も多く、次いで「オン
ライン旅行代理店（じゃらん、楽天トラベル等）での事前払い」が21.4％ と続いている。
エリア別でみると、【相模湖・相模川流域エリア】で「宿泊施設の公式サイトでの事前払い」が
43.5％と他のエリアより多くなっている。

県内全体 (n=754)

横浜・川崎エリア (n=111)

三浦半島エリア (n=51)

湘南エリア (n=40)

丹沢大山エリア (n=17)

相模湖・相模川流域エリア (n=63)

箱根エリア (n=461)

足柄エリア (n=20)

76.1

86.0

78.4

76.5

58.8

85.7

73.1

80.0

0.1

0.2

1.1

2.7

2.0

5.9

0.7

1.0

2.5

5.9

1.2

21.7

11.3

19.6

21.0

29.4

14.3

24.8

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クレジット デビット 電子マネー コード決済 現金

＜宿泊費キャッシュレスサービスの平均利用割合＞

＜主な宿泊費の支払い方法＞

県内全体 (n=746)

横浜・川崎エリア (n=110)

三浦半島エリア (n=51)

湘南エリア (n=39)

丹沢大山エリア (n=16)

相模湖・相模川流域エリア (n=62)

箱根エリア (n=458)

足柄エリア (n=20)

58.8

50.0

54.9

64.1

81.3

38.7

63.3

60.0

17.8

11.8

25.5

10.3

12.5

43.5

15.1

30.0

1.7

3.6

1.6

1.7

21.4

34.5

19.6

25.6

6.3

16.1

19.7

10.0

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現地で支払い 宿泊施設の公式サイトでの事前払い 旅行会社店頭での事前払い
オンライン旅行代理店（じゃらん、楽天トラベル等）での事前払い その他
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「現金」が49.3％と最も多く、次いで「クレジット」が27.9％、
「電子マネー」が15.4％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は50.7％である。

日帰り客は「現金」が61.6％と最も多く、次いで「電子マネー」が16.7％、「クレジット」が
16.1％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は38.4％である。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「現金」が47.3％と最も多く、次いで「クレジット」が
30.7％、「電子マネー」が16.5％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は52.7％である。

日帰り客は「現金」が53.7％と最も多く、次いで「電子マネー」が22.4％、「クレジット」が
18.0％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は46.3％である。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「現金」が49.1％と最も多く、次いで「クレジット」が
26.8％、「電子マネー」が13.7％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は50.9％である。

日帰り客は「現金」が61.2％と最も多く、次いで「クレジット」が17.9％、「電子マネー」が
16.5％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は38.8％である。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「現金」が55.5％と最も多く、次いで「クレジット」が21.7％、
「コード決済」が11.5％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は44.5％である。

日帰り客は「現金」が58.8％と最も多く、次いで「電子マネー」が18.1％、「クレジット」が
16.4％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は41.2％である。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「現金」が54.2％と最も多く、次いで「クレジット」が
19.1％、「電子マネー」が15.8％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は45.8％である。

日帰り客は「現金」が73.4％と最も多く、次いで「電子マネー」が15.0％、「クレジット」が
8.1％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は26.6％である。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「現金」が49.0％と最も多く、次いで「クレ
ジット」が35.5％、「コード決済」が7.5％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は
51.0％である。

日帰り客は「現金」が71.9％と最も多く、次いで「クレジット」が14.9％、「電子マネー」が
7.4％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は28.1％である。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「現金」が48.7％と最も多く、次いで「クレジット」が26.5％、
「電子マネー」が17.4％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は51.3％である。

日帰り客は「現金」が56.0％と最も多く、次いで「クレジット」が18.8％、「電子マネー」が
18.0％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は44.0％である。

 足柄エリア

足柄エリアでみると、宿泊客は「現金」が59.8％と最も多く、次いで「クレジット」が34.3％、
「電子マネー」が5.9％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は40.2％である。

日帰り客は「現金」が61.5％と最も多く、次いで「クレジット」が23.5％、「電子マネー」が
8.2％と続き、キャッシュレスサービス全体の割合は38.5％である。

● 宿泊費以外キャッシュレスサービスの平均利用割合
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県内全体 (n=4,123)

横浜・川崎エリア (n=1,051)

三浦半島エリア (n=667)

湘南エリア (n=773)

丹沢大山エリア (n=544)

相模湖・相模川流域エリア (n=467)

箱根エリア (n=579)

足柄エリア (n=373)

16.1

18.0

17.9

16.4

8.1

14.9

18.8

23.5

0.2

0.1

0.2

0.1

0.2

0.1

0.4

16.7

22.4

16.5

18.1

15.0

7.4

18.0

8.2

5.4

5.9

4.3

6.5

3.3

5.8

6.9

6.8

61.6

53.7

61.2

58.8

73.4

71.9

56.0

61.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クレジット デビット 電子マネー コード決済 現金

＜(宿泊)宿泊費以外キャッシュレスサービスの平均利用割合＞

＜(日帰り)宿泊費以外キャッシュレスサービスの平均利用割合＞

県内全体 (n=834)

横浜・川崎エリア (n=137)

三浦半島エリア (n=61)

湘南エリア (n=43)

丹沢大山エリア (n=21)

相模湖・相模川流域エリア (n=73)

箱根エリア (n=481)

足柄エリア (n=22)

27.9

30.7

26.8

21.7

19.1

35.5

26.5

34.3

0.4

3.1

0.6

0.2

15.4

16.5

13.7

11.3

15.8

7.4

17.4

5.9

7.0

5.6

7.3

11.5

11.0

7.5

7.2

49.3

47.3

49.1

55.5

54.2

49.0

48.7

59.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クレジット デビット 電子マネー コード決済 現金
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【再来訪意向「また来たい」の比率（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 81.7% 75.2% 84.3% 82.5% 89.7%

日帰り 72.9% 79.3% 83.9% 87.8% 88.0%

 宿泊客の県内来訪の満足度

宿泊客の県内来訪の満足度は、県内全体でみると「９～10」が54.4％、「７～８」が40.7％と、
満足度は高くなっている。

エリア別でみても、どのエリアも「９～10」と 「７～８」を合わせると、約９割以上となって
いる。

 宿泊客の再来訪意向

宿泊客の再来訪意向は、県内全体でみると「また来たい」が89.7％と最も多くなっている。

エリア別でみると、どのエリアも「また来たい」が８割以上と多くなっている。

来訪回数別でみると、「また来たい」が【10回以上】で91.9％、【６～９回目】で91.4％と、来
訪回数が多いほど、再来訪意向は高くなっている。

 日帰り客の県内来訪の満足度

日帰り客の県内来訪の満足度は、県内全体でみると「９～10」が45.9％、「７～８」が47.2％
と、満足度は高くなっている。

エリア別でみても、どのエリアも「９～10」と 「７～８」を合わせると、約９割以上となって
いる。

 日帰り客の再来訪意向

日帰り客の再来訪意向は、県内全体でみると「また来たい」が88.0％と最も多くなっている。

エリア別でみると、どのエリアも「また来たい」が８割以上と多くなっている。

来訪回数別でみると、「また来たい」が【10回以上】【６～９回目】で各85.7％と、来訪回数が
多いほど、再来訪意向は高くなっている。

● 県内来訪の満足度／再来訪意向

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(来訪満足度／再来訪意向)
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n ９～10 ７～８ ４～６ ２～３ ０～１

県内全体 809 54.4% 40.7% 4.6% 0.4% -

横浜・川崎エリア 139 53.2% 42.4% 4.3% - -

三浦半島エリア 62 54.8% 38.7% 6.5% - -

湘南エリア 43 62.8% 34.9% 2.3% - -

丹沢大山エリア 22 54.5% 36.4% 4.5% 4.5% -

相模湖・相模川流域エリア 73 43.8% 42.5% 11.0% 2.7% -

箱根エリア 458 56.3% 40.0% 3.7% - -

足柄エリア 22 50.0% 50.0% - - -

＜(宿泊)来訪の満足度＞

＜(宿泊)再来訪意向 – 来訪回数別＞

＜(宿泊)再来訪意向 – エリア別＞

n
また

来たい

機会が
あれば
来たい

どちらとも
言えない

あまり
来たいと
思わない

来たいと
思わない

県内全体 834 89.7% 8.9% 1.0% 0.5% -

横浜・川崎エリア 140 82.9% 17.1% - - -

三浦半島エリア 62 85.5% 14.5% - - -

湘南エリア 43 88.4% 11.6% - - -

丹沢大山エリア 22 90.9% - 4.5% 4.5% -

相模湖・相模川流域エリア 74 81.1% 17.6% 1.4% - -

箱根エリア 482 93.6% 4.8% 1.0% 0.6% -

足柄エリア 22 90.9% 4.5% 4.5% - -

n
また

来たい

機会が
あれば
来たい

どちらとも
言えない

あまり
来たいと
思わない

来たいと
思わない

県内全体 834 89.7% 8.9% 1.0% 0.5% -

県内在住 191 96.3% 2.6% 0.5% 0.5% -

初めて 82 75.6% 18.3% 4.9% 1.2% -

２回目 49 81.6% 14.3% 2.0% 2.0% -

３～５回目 110 84.5% 15.5% - - -

６～９回目 58 91.4% 8.6% - - -

10回以上 344 91.9% 7.3% 0.6% 0.3% -
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n ９～10 ７～８ ４～６ ２～３ ０～１

県内全体 4,228 45.9% 47.2% 6.6% 0.2% 0.0%

横浜・川崎エリア 1,093 47.7% 45.4% 6.7% 0.2% 0.1%

三浦半島エリア 688 43.9% 49.9% 5.8% 0.3% 0.1%

湘南エリア 816 49.3% 44.4% 6.1% 0.2% -

丹沢大山エリア 563 46.4% 48.3% 5.0% 0.4% -

相模湖・相模川流域エリア 481 31.6% 57.0% 10.6% 0.8% -

箱根エリア 584 49.5% 44.3% 6.2% - -

足柄エリア 397 51.6% 41.6% 6.5% 0.3% -

＜(日帰り)来訪の満足度＞

＜(日帰り)再来訪意向 – 来訪回数別＞

＜(日帰り)再来訪意向 – エリア別＞

n
また

来たい

機会が
あれば
来たい

どちらとも
言えない

あまり
来たいと
思わない

来たいと
思わない

県内全体 4,241 88.0% 10.3% 1.4% 0.2% 0.0%

横浜・川崎エリア 1,094 87.5% 11.2% 1.0% 0.3% -

三浦半島エリア 688 88.4% 9.9% 1.6% 0.1% -

湘南エリア 816 89.1% 9.6% 1.2% 0.1% -

丹沢大山エリア 563 90.9% 7.6% 0.7% 0.5% 0.2%

相模湖・相模川流域エリア 483 82.4% 16.8% 0.6% 0.2% -

箱根エリア 594 90.1% 8.1% 1.7% 0.2% -

足柄エリア 397 85.4% 11.3% 3.0% 0.3% -

n
また

来たい

機会が
あれば
来たい

どちらとも
言えない

あまり
来たいと
思わない

来たいと
思わない

県内全体 4,241 88.0% 10.3% 1.4% 0.2% 0.0%

県内在住 2,632 90.3% 7.9% 1.6% 0.2% 0.0%

初めて 100 70.0% 27.0% 3.0% - -

２回目 50 76.0% 20.0% 2.0% 2.0% -

３～５回目 163 84.7% 14.1% 1.2% - -

６～９回目 119 85.7% 11.8% 2.5% - -

10回以上 1,177 85.7% 13.3% 0.8% 0.2% -
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「景色・街並みが良かった」が11.3％と最も多く、次いで「自然を感じ
られた・豊かだった」が11.0％、「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が7.5％と続いている。

日帰り客は「自然を感じられた・豊かだった」が11.6％と最も多く、次いで「景色・街並みが良かっ
た」が11.5％、「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が7.7％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が24.0％と最も多く、
次いで「景色・街並みが良かった」「イベント・ライブが良かった」が各14.0％と続いている。

日帰り客は「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が9.3％と最も多く、次いで「イベント・ライ
ブが良かった」が8.0％、「景色・街並みが良かった」が7.6％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「子供が喜ぶ／子連れに最適な場所だった」が26.3％と最も多く、
次いで「景色・街並みが良かった」「整備されていて良かった」が各15.8％、「自然を感じられた・
豊かだった」が10.5％と続いている。

日帰り客は「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が19.7％と最も多く、次いで「景色・街並みが
良かった」が12.3％、「子供が喜ぶ／子連れに最適な場所だった」8.6％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「景色・街並みが良かった」が37.5％と最も多く、次いで「飲み物・
食べ物が美味しい・良かった」「整備されていて良かった」が各12.5％と続いている。

日帰り客は「景色・街並みが良かった」が16.8％と最も多く、次いで「神社・寺院・仏像が良かった
／参拝できて良かった」が15.6％、「落ち着いた雰囲気／リラックスできた」が13.1％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「自然を感じられた・豊かだった」が30.0％と最も多くなってい
る。

日帰り客は「自然を感じられた・豊かだった」が21.6％と最も多く、次いで「景色・街並みが良かっ
た」が20.3％、「設備が不十分」が8.3％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「自然を感じられた・豊かだった」が27.3％と最も多
く、次いで「子供が喜ぶ／子連れに最適な場所だった」が24.2％と続いている。

日帰り客は「自然を感じられた・豊かだった」が20.7％と最も多く、次いで「景色・街並みが良かっ
た」が11.0％、「子供が喜ぶ／子連れに最適な場所だった」が9.3％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「自然を感じられた・豊かだった」が10.3％と最も多く、次いで「落
ち着いた雰囲気／リラックスできた」が9.8％、「景色・街並みが良かった」が9.2％と続いている。

日帰り客は「自然を感じられた・豊かだった」が12.0％と最も多く、次いで「道や駐車場の整備をし
てほしい（バリアフリー化含む）」が9.4％、「景色・街並みが良かった」が6.0％と続いている。

 足柄エリア

日帰り客は「自然を感じられた・豊かだった」が28.7％と最も多く、次いで「落ち着いた雰囲気／リ
ラックスできた」が17.8％、「神社・寺院・仏像が良かった／参拝できて良かった」が17.1％と続い
ている。

● 訪問の感想

第２章 観光客消費動向等調査 Ⅱ.調査結果分析(感想)
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＜(宿泊)訪問の感想＞ 〔複数回答〕 県内全体での上位10位

＜(日帰り)訪問の感想＞ 〔複数回答〕 県内全体での上位10位

n

景
色
・
街
並
み
が
良
か

っ
た

自
然
を
感
じ
ら
れ
た
・
豊
か
だ

っ
た

飲
み
物
・
食
べ
物
が
美
味
し
い
・

良
か

っ
た

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
／
リ
ラ

ッ
ク
ス

で
き
た

子
供
が
喜
ぶ
／
子
連
れ
に
最
適
な

場
所
だ

っ
た

整
備
さ
れ
て
い
て
良
か

っ
た

道
や
駐
車
場
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
含
む

）

イ
ベ
ン
ト
・
ラ
イ
ブ
が
良
か

っ
た

設
備
が
不
十
分

神
社
・
寺
院
・
仏
像
が
良
か

っ
た
／

参
拝
で
き
て
良
か

っ
た

県内全体 318 11.3% 11.0% 7.5% 6.6% 6.3% 5.0% 3.8% 3.5% 2.2% 1.6%

横浜・川崎
エリア

50 14.0% 2.0% 24.0% 2.0% - 6.0% - 14.0% 4.0% 6.0%

三浦半島
エリア

19 15.8% 10.5% 5.3% - 26.3% 15.8% - - - -

湘南エリア 16 37.5% 6.3% 12.5% - 6.3% 12.5% - - - -

丹沢大山
エリア

10 10.0% 30.0% - - 10.0% - 10.0% - - 10.0%

相模湖・相模川流域
エリア

33 6.1% 27.3% 3.0% 6.1% 24.2% 6.1% 3.0% 6.1% 3.0% -

箱根エリア 184 9.2% 10.3% 4.3% 9.8% 2.2% 3.3% 4.9% 1.1% 1.6% -

足柄エリア 7 - - - - 14.3% - 14.3% - 14.3% 14.3%

n

自
然
を
感
じ
ら
れ
た
・
豊
か
だ

っ
た

景
色
・
街
並
み
が
良
か

っ
た

飲
み
物
・
食
べ
物
が
美
味
し
い
・

良
か

っ
た

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
／
リ
ラ

ッ
ク
ス

で
き
た

神
社
・
寺
院
・
仏
像
が
良
か

っ
た
／

参
拝
で
き
て
良
か

っ
た

子
供
が
喜
ぶ
／
子
連
れ
に
最
適
な

場
所
だ

っ
た

設
備
が
不
十
分

整
備
さ
れ
て
い
て
良
か

っ
た

イ
ベ
ン
ト
・
ラ
イ
ブ
が
良
か

っ
た

道
や
駐
車
場
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
含
む

）

県内全体 1,866 11.6% 11.5% 7.7% 6.2% 5.7% 5.0% 4.7% 4.4% 4.2% 4.1%

横浜・川崎
エリア

460 3.3% 7.6% 9.3% 2.8% 6.7% 3.5% 2.8% 3.5% 8.0% 1.7%

三浦半島
エリア

269 6.3% 12.3% 19.7% 4.5% - 8.6% 7.8% 6.3% 3.0% 1.5%

湘南エリア 321 6.5% 16.8% 6.2% 13.1% 15.6% 2.2% 3.1% 6.2% 1.9% 3.4%

丹沢大山
エリア

241 21.6% 20.3% 2.1% 6.6% 0.4% 5.8% 8.3% 2.5% 0.4% 7.5%

相模湖・相模川流域
エリア

237 20.7% 11.0% 3.8% 2.5% 0.4% 9.3% 6.8% 5.9% 1.7% 5.1%

箱根エリア 234 12.0% 6.0% 4.7% 2.1% 0.9% 2.1% 3.4% 4.7% 3.8% 9.4%

足柄エリア 129 28.7% 7.0% 3.1% 17.8% 17.1% 4.7% - 0.8% 10.9% 3.1%
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第３章 外国人観光客実態調査



 実施目的

神奈川県を訪れた国外の観光客の属性、訪問地域、訪問目的、消費行動やニーズ等を調
査・分析することにより、実効性のある新たな観光振興施策の企画立案や施策効果を検証
するための基礎資料を得る

 調査方法

対面聞き取り調査

 調査対象

神奈川県内を訪れた外国人観光客

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅰ.調査概要(再掲) 

 調査場所

地域名 調査地点

横浜・川崎 　赤レンガ倉庫

湘南 　鶴岡八幡宮

箱根 　箱根湯本駅

羽田空港 　羽田空港第３ターミナルビル内出発ロビー
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令和５年６月15日 (木) /曇り時々晴れ

令和５年６月29日 (木) /曇り時々晴れ

令和５年７月19日 (水) /曇り時々晴れ

令和５年７月31日 (月) /曇り時々晴れ

令和５年８月21日 (月) /曇り時々晴れ

令和５年８月22日 (火) /曇り時々晴れ

令和５年８月24日 (木) /曇り時々晴れ

令和５年８月25日 (金) /曇り時々晴れ

令和５年８月30日 (水) /曇り時々晴れ

令和５年９月11日 (月) /曇り時々晴れ

令和５年９月13日 (水) /晴れ時々曇り

令和５年10月３日 (火) /曇り時々晴れ

令和５年10月４日 (水) /曇り時々晴れ

令和５年10月５日 (木) /曇り時々雨

令和５年10月11日 (水) /晴れ時々曇り

令和５年10月13日 (金) /曇り時々晴れ

令和５年10月18日 (水) /晴れ時々曇り

令和５年10月20日 (金) /曇り時々晴れ

令和５年10月23日 (月) /曇り時々晴れ

令和６年１月10日 (水) /晴れ時々曇り

令和６年１月16日 (火) /晴れ時々曇り

令和６年１月17日 (水) /晴れ時々曇り

令和６年２月６日 (火) /曇り時々雨

令和６年２月７日 (水) /曇り時々雨

令和６年２月８日 (木) /曇り時々晴れ

第１回(春季)

第２回(夏季)

第３回(秋季)

第４回(冬季)

 調査時期／調査期間

※ 調査場所と調整の結果期間外に実施

※

※
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 回収数

第１回(春季): 168 票
第２回(夏季): 208 票
第３回(秋季): 306 票
第４回(冬季): 223 票

 調査言語

英語、中国語簡体字、繁体字、韓国語

 主な調査項目

 対象者の属性（性別、年代 等）
 神奈川県訪問地、利用交通機関
 神奈川県での消費額
 神奈川県の満足度、再訪意向 等

 分析

下記７つのエリアに分けて分析をする

【横浜・川崎エリア】：横浜市、川崎市

【三浦半島エリア】：横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町

【湘南エリア】：平塚市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、二宮町

【丹沢大山エリア】：秦野市、厚木市、伊勢原市、愛川町、清川村

【相模湖・相模川流域エリア】：相模原市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市

【箱根エリア】：小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町

【足柄エリア】：南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町
※【足柄エリア】には本年度調査において訪問者がいなかったためグラフの記載なし

※注記
• 割合は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。このため、

各割合や項目を足し上げても、100.0%や全体の合計と合致しない場合がある。
• 集計は無回答を除いている。このため、数表およびグラフに無回答者の割合は表記されない。

また、回答数を足し上げても、回収総計と合致しない場合がある。
• 各エリアの集計は、そのエリアを訪問した回答者について集計している。回答者によっては複数

エリアを訪問している場合もあるため、各エリアの回答数を足し上げても、県内全体の回答数と
合致しない場合がある。

• 30サンプル未満は参考値。
• 経年推移については、過去調査の一部を実施していないことや、調査票が変更となっていることに

留意すること。
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国籍 回答数 割合

＜東アジア＞ 134 14.9%

韓国 21 2.3%

台湾 38 4.2%

香港 26 2.9%

中国 49 5.4%

＜東南・南アジア＞ 62 6.9%

タイ 4 0.4%

シンガポール 7 0.8%

マレーシア 9 1.0%

インドネシア 7 0.8%

フィリピン 14 1.6%

ベトナム 11 1.2%

インド 7 0.8%

その他東南・南アジア 3 0.3%

＜ヨーロッパ＞ 295 32.8%

英国 49 5.4%

ドイツ 48 5.3%

フランス 43 4.8%

イタリア 46 5.1%

スペイン 32 3.6%

ロシア 6 0.7%

その他ヨーロッパ 71 7.9%

＜北米＞ 285 31.7%

米国 241 26.8%

カナダ 44 4.9%

＜オセアニア＞ 86 9.6%

オーストラリア 76 8.4%

ニュージーランド 8 0.9%

その他オセアニア 2 0.2%

＜その他＞ 38 4.2%

回答者数 900 100.0%

東アジア
14.9%

東南・南アジア
6.9%

ヨーロッパ
32.8%

北米
31.7%

オセアニア

9.6%

その他
4.2%

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(国籍・居住地・県内訪問地域)

＜国別＞

 国別では、「米国」が26.8％で最も多く、次いで「オーストラリア」が8.4％、「中国」「英
国」が各5.4％の順に多い。

 地域別では、「ヨーロッパ」が32.8％で最も多く、次いで「北米」が31.7％、「東アジア」
14.9%、「オセアニア」が9.6％の順に多い。

● 国籍 －県内全体－

＜地域別＞
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東アジア

12.3%

東南・南

アジア

5.7%

ヨーロッパ
35.9%

北米
27.2%

オセアニア

15.0%

その他
3.9%

東アジア
0.0% 東南・南アジア

11.1%

ヨーロッパ
0.0%

北米
88.9%

オセアニア
0.0%

その他
0.0%

東アジア
0.0%

東南・南アジア
20.0%

ヨーロッパ
0.0%

北米
80.0%

オセアニア
0.0%

その他

0.0%

東アジア
13.8%

東南・南

アジア
6.6%

ヨーロッパ
45.8%

北米
24.9%

オセアニア
4.6%

その他
4.3%

東アジア

16.0%

東南・南

アジア
8.0%

ヨーロッパ
12.0%

北米
52.0%

オセアニア

12.0%

その他
0.0%東アジア

19.5%

東南・南

アジア

9.3%

ヨーロッパ
21.4%

北米
37.0%

オセアニア
7.6%

その他
5.2%

n=334

n=５

 地域別をエリア別でみると、【横浜・川崎エリア】【三浦半島エリア】【丹沢大山エリア】

【相模湖・相模川流域エリア】は「北米」が最も多く、【湘南エリア】【箱根エリア】は

「ヨーロッパ」が最も多い。

 「オセアニア」は【箱根エリア】が15.0％で最も多く、他のエリアの約２倍の割合となった。

● 国籍 －エリア別－

【横浜・川崎エリア】 【三浦半島エリア】

【湘南エリア】 【丹沢大山エリア】

【相模湖・相模川流域エリア】 【箱根エリア】

n=462 n=25

n=９

※東アジア：中国・台湾・香港・韓国

n=349
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国籍 回答数 割合

＜東アジア＞ 130 14.4%

韓国 21 2.3%

台湾 36 4.0%

香港 25 2.8%

中国 48 5.3%

＜東南・南アジア＞ 62 6.9%

タイ 5 0.6%

シンガポール 8 0.9%

マレーシア 8 0.9%

インドネシア 8 0.9%

フィリピン 14 1.6%

ベトナム 11 1.2%

インド 5 0.6%

その他東南・南アジア 3 0.3%

＜ヨーロッパ＞ 299 33.2%

英国 53 5.9%

ドイツ 49 5.4%

フランス 43 4.8%

イタリア 46 5.1%

スペイン 29 3.2%

ロシア 6 0.7%

その他ヨーロッパ 73 8.1%

＜北米＞ 291 32.3%

米国 244 27.1%

カナダ 47 5.2%

＜オセアニア＞ 84 9.3%

オーストラリア 74 8.2%

ニュージーランド 8 0.9%

その他オセアニア 2 0.2%

＜その他＞ 34 3.8%

回答者数 900 100.0%

東アジア
14.4%

東南・南アジア
6.9%

ヨーロッパ
33.2%

北米
32.3%

オセアニア
9.3%

その他

3.8%

【県内全体＜国別＞】 【県内全体＜地域別＞】

 国別では、「米国」が27.1％で最も多く、次いで「オーストラリア」が8.2％、「英国」が
5.9％、「ドイツ」が5.4％の順に多い。

 地域別では、「ヨーロッパ」が33.2％で最も多く、次いで「北米」が32.3％、「東アジア」が
14.4%、「オセアニア」が9.3％の順に多い。

● 居住地 －県内全体－
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東アジア
12.0%

東南・南

アジア
5.7%

ヨーロッパ
36.2%

北米
27.8%

オセアニア
14.7%

その他
3.6%

東アジア

0.0%
東南・南アジア

11.1%

ヨーロッパ
0.0%

北米
88.9%

オセアニア

0.0%

その他
0.0%

東アジア
0.0%

東南・南アジア
20.0%

ヨーロッパ
0.0%

北米

80.0%

オセアニア

0.0%

その他
0.0%

東アジア
13.5%

東南・南アジア
6.3%

ヨーロッパ
46.7%

北米

24.9%

オセアニア
4.6%

その他
4.0%

東アジア
16.0%

東南・南

アジア

8.0%

ヨーロッパ

12.0%

北米
56.0%

オセアニア
8.0%

その他
0.0%東アジア

18.8%

東南・南

アジア
9.3%

ヨーロッパ

21.9%

北米

37.7%

オセアニア

7.6%

その他

4.8%

 地域別をエリア別でみると、【横浜・川崎エリア】【三浦半島エリア】【丹沢大山エリア】

【相模湖・相模川流域エリア】は「北米」が最も多く、【湘南エリア】【箱根エリア】は
「ヨーロッパ」が最も多い。

 「オセアニア」は【箱根エリア】が14.7％で最も多く、他のエリアの約２倍の割合となった。

● 居住地 －エリア別－

n=349 n=５

n=462 n=25

n=９ n=334

【横浜・川崎エリア】 【三浦半島エリア】

【湘南エリア】 【丹沢大山エリア】

【相模湖・相模川流域エリア】 【箱根エリア】

※東アジア：中国・台湾・香港・韓国
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49.7%

36.7%

35.3%

8.1%

4.8%

4.8%

2.6%

0.9%

0.2%

0.2%

0.1%

0.0%

2.9%

横浜

鎌倉

箱根

江の島

小田原

川崎

横須賀

相模原

三浦

湯河原

大磯

大山（Mt.Oyama）

その他の神奈川県地域

回答数 割合

横浜 447 49.7%

鎌倉 330 36.7%

箱根 318 35.3%

江の島 73 8.1%

小田原 43 4.8%

川崎 43 4.8%

横須賀 23 2.6%

相模原 8 0.9%

三浦 2 0.2%

湯河原 2 0.2%

大磯 1 0.1%

大山（Mt.Oyama） - -

その他の神奈川県地域 26 2.9%

回答者数 1,316 146.3%

＜13地域別＞【複数回答】

 県内訪問地域を13地域別でみると、「横浜」が49.7％と最も多く、５割を占めている。次いで
「鎌倉」が36.7％、「箱根」が35.3％と続いている。

● 神奈川県内訪問地域 －県内全体―
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95.2%

22.2%

21.0%

12.9%

6.0%

3.3%

2.1%

1.2%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

2.4%

箱根

横浜

鎌倉

小田原

江の島

川崎

横須賀

相模原

湯河原

大山（Mt.Oyama）

三浦

大磯

その他の神奈川県地域

88.9%

66.7%

33.3%

22.2%

22.2%

11.1%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

相模原

横浜

鎌倉

箱根

小田原

江の島

横須賀

大山（Mt.Oyama）

三浦

大磯

川崎

湯河原

その他の神奈川県地域

80.0%

40.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

60.0%

横浜

江の島

鎌倉

小田原

相模原

横須賀

箱根

大山（Mt.Oyama）

三浦

大磯

川崎

湯河原

その他の神奈川県地域

94.6%

37.2%

20.9%

20.3%

4.6%

3.7%

2.9%

0.9%

0.3%

0.3%

0.0%

0.0%

6.6%

鎌倉

横浜

江の島

箱根

小田原

川崎

横須賀

相模原

三浦

大磯

大山（Mt.Oyama）

湯河原

その他の神奈川県地域

92.0%

68.0%

40.0%

24.0%

16.0%

8.0%

8.0%

8.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.0%

横須賀

横浜

鎌倉

箱根

江の島

小田原

三浦

川崎

相模原

大山（Mt.Oyama）

大磯

湯河原

その他の神奈川県地域

96.8%

26.0%

14.5%

10.0%

9.3%

5.0%

3.5%

1.1%

0.4%

0.2%

0.0%

0.0%

3.7%

横浜

鎌倉

箱根

江の島

川崎

小田原

横須賀

相模原

三浦

湯河原

大山（Mt.Oyama）

大磯

その他の神奈川県地域

【横浜・川崎エリア】＜訪問地域＞ 【三浦半島エリア】＜訪問地域＞

【湘南エリア】＜訪問地域＞ 【丹沢大山エリア】＜訪問地域＞

【相模湖・相模川流域エリア】＜訪問地域＞ 【箱根エリア】＜訪問地域＞

● 訪問地域県内 －エリア別－

 県内訪問地域の13地域別をエリア別でみると、【横浜・川崎エリア】は「横浜」が96.8％、
【三浦半島エリア】は「横須賀」が92.0％、【湘南エリア】は「鎌倉」が94.6％、【相模湖・
相模川流域エリア】は「相模原」が88.9％、【箱根エリア】は「箱根」が95.2％と、各エリア
内の地域が最も多い割合を占めている。

 【丹沢大山エリア】はエリア外である「横浜」が80.0％と最も多い割合を占めている。

n=349

n=462

n=９

n=５

n=25

n=334
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3.6%

0.9%

0.3%

1.7%

0.8%

1.0%

0.6%

0.6%

4.3%

0.6%

1.8%

4.7%

95.1%

0.0%

0.8%

0.9%

6.7%

0.3%

5.5%

7.0%

4.3%

7.4%

7.5%

1.8%

0.0%

45.1%

41.3%

4.6%

8.9%

1.4%

0.5%

0.0%

1.3%

16.1%

0.2%

0.2%

1.0%

0.1%

0.6%

3.5%

0.1%

1.8%

0.9%

0.5%

0.3%

0.5%

2.1%

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

回答数 割合

北海道 31 3.6%

青森県 8 0.9%

岩手県 3 0.3%

宮城県 15 1.7%

秋田県 7 0.8%

山形県 9 1.0%

福島県 5 0.6%

茨城県 5 0.6%

栃木県 37 4.3%

群馬県 5 0.6%

埼玉県 16 1.8%

千葉県 41 4.7%

東京都 826 95.1%

神奈川県 - -

新潟県 7 0.8%

富山県 8 0.9%

石川県 58 6.7%

福井県 3 0.3%

山梨県 48 5.5%

長野県 61 7.0%

岐阜県 37 4.3%

静岡県 64 7.4%

愛知県 65 7.5%

三重県 16 1.8%

滋賀県 - -

京都府 392 45.1%

大阪府 359 41.3%

兵庫県 40 4.6%

奈良県 77 8.9%

和歌山県 12 1.4%

鳥取県 4 0.5%

島根県 - -

岡山県 11 1.3%

広島県 140 16.1%

山口県 2 0.2%

徳島県 2 0.2%

香川県 9 1.0%

愛媛県 1 0.1%

高知県 5 0.6%

福岡県 30 3.5%

佐賀県 1 0.1%

長崎県 16 1.8%

熊本県 8 0.9%

大分県 4 0.5%

宮崎県 3 0.3%

鹿児島県 4 0.5%

沖縄県 18 2.1%

  回答者数 869 100

 県外の訪問地域は、「東京都」が95.1％が最も多く、９割を占めている。次いで「京都府」が
45.1％、「大阪府」が41.3％の順に多い。

● 訪問地域県外 －県内全体－

＜県外訪問地域別＞【複数回答】
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【宿泊客・日帰り客の比率（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 - - - 62.6% 48.1%

日帰り - - - 37.4% 51.9%

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(宿泊・日帰り)

● 神奈川県内での宿泊・日帰り

 県内全体

県内全体でみると、「宿泊客」が48.1％、「日帰り客」は51.9％となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、「宿泊客」が39.2％、「日帰り客」は60.8％となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、「宿泊客」が60.0％、「日帰り客」は40.0％となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、「宿泊客」が15.5％、「日帰り客」は84.5％となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、「宿泊客」が80.0％、「日帰り客」は20.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、「宿泊客」が88.9％、「日帰り客」は11.1％となって

いる。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、「宿泊客」が67.1％、「日帰り客」は32.9％となっている。

78



県内全体 (n=900)

横浜・川崎エリア (n=462)

三浦半島エリア (n=25)

湘南エリア (n=349)

丹沢大山エリア (n=5)

相模湖・相模川流域エリア (n=9)

箱根エリア (n=334)

48.1

39.2

60.0

15.5

80.0

88.9

67.1

51.9

60.8

40.0

84.5

20.0

11.1

32.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊 日帰り

宿泊客
48.1%

日帰り

客
51.9%

＜宿泊客・日帰り客県内 ＞

国内 回答数 割合

宿泊客 433 48.1%

日帰り客 467 51.9%

回答者数 900 100.0%

79



【観光客の性別（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

男性 59.4% - - 73.5% 63.1%

女性 40.6% - - 26.5% 36.9%

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(性別／年代)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「男性」が58.9％、「女性」は41.1％となっている。

日帰り客は「男性」が67.0％、「女性」が33.0％となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「男性」が58.6％、「女性」が41.4％となっている。

日帰り客は「男性」が62.6％、「女性」が37.4％となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「男性」が46.7％、「女性」が53.3％となっている。

日帰り客は「男性」が50.0％、「女性」が50.0％となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「男性」が64.8％、「女性」が35.2％となっている。

日帰り客は「男性」が65.1％、「女性」が34.9％となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「男性」が75.0％、「女性」が25.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「男性」が62.5％、「女性」が37.5％となって
いる。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「男性」が59.8％、「女性」が40.2％となっている。

日帰り客は「男性」が65.5％、「女性」が34.5％となっている。

● 性別
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県内全体 (n=467)

横浜・川崎エリア (n=281)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=295)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=110)

67.0

62.6

50.0

65.1

65.5

33.0

37.4

50.0

34.9

100.0

100.0

34.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

県内全体 (n=433)

横浜・川崎エリア (n=181)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=54)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

58.9

58.6

46.7

64.8

75.0

62.5

59.8

41.1

41.4

53.3

35.2

25.0

37.5

40.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

＜（宿泊）観光客の性別＞

＜（日帰り）観光客の性別＞
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【観光客の年代（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

10歳代 2.0% - - 5.4% 2.3%

20歳代 27.8% - - 26.5% 29.2%

30歳代 30.6% - - 24.5% 27.7%

40歳代 15.1% - - 18.4% 16.0%

50歳代 12.3% - - 12.9% 14.8%

60歳代 9.1% - - 8.8% 7.3%

70歳以上 3.2% - - 3.4% 2.7%

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「20歳代」が28.9％と最も多く、次いで「30歳代」が26.3％、

「40歳代」「50歳代」が各16.2％と続いている。

日帰り客は「20歳代」が29.6％と最も多く、次いで「30歳代」が28.9％、「40歳代」が15.8％と
続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「30歳代」が26.0％と最も多く、次いで「20歳代」が
24.9％、「40歳代」が16.6％と続いている。

日帰り客は「20歳代」が31.3％と最も多く、次いで「30歳代」が27.4％、「40歳代」が14.6％と
続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「30歳代」が40.0％と最も多く、次いで「50歳代」が26.7％、
「20歳代」が20.0％と続いている。

日帰り客は「20歳代」「40歳代」が各30.0％と最も多く、次いで「30歳代」「50歳代」が各
20.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「20歳代」「30歳代」が各29.6％と最も多く、次いで「50歳以
上」が16.7％、「40歳代」が14.8％と続いている。

日帰り客は「20歳代」が30.8％と最も多く、次いで「30歳代」が30.2％、「60歳以上」が12.6％
と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「30歳代」が75.0％と最も多く、次いで「60歳以上」が
25.0％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「60歳以上」が37.5％と最も多く、次いで

「20歳代」「30歳代」が各25.0％、「50歳代」が12.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「20歳代」が32.1％と最も多く、次いで「30歳代」が27.2％、

「40歳代」が17.4％と続いている。

日帰り客は「30歳代」が28.2％と最も多く、次いで「20歳代」が26.4％、「40歳代」が19.1％と
続いている。

● 年代
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県内全体 (n=467)

横浜・川崎エリア (n=281)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=295)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=110)

1.5

1.4

2.4

0.9

29.6

31.3

30.0

30.8

26.4

28.9

27.4

20.0

30.2

100.0

28.2

15.8

14.6

30.0

12.2

100.0

19.1

13.5

13.5

20.0

11.9

17.3

10.7

11.8

12.6

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

県内全体 (n=433)

横浜・川崎エリア (n=181)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=54)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

3.2

4.4

1.9

2.7

28.9

24.9

20.0

29.6

25.0

32.1

26.3

26.0

40.0

29.6

75.0

25.0

27.2

16.2

16.6

6.7

14.8

17.4

16.2

14.9

26.7

16.7

12.5

15.2

9.2

13.2

6.7

7.4

25.0

37.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

＜（宿泊）観光客の年代＞

＜（日帰り）観光客の年代＞
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第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(県内来訪目的)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「観光・レジャー」が76.9％と最も多く、次いで「親族・知人訪
問」が9.2％、「その他ビジネス」が4.6％と続いている。

日帰り客は「観光・レジャー」が87.4％と最も多く、次いで「親族・知人訪問」が5.8％、

「留学」が1.5％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「観光・レジャー」が71.3％と最も多く、次いで「親
族・知人訪問」が11.6％、「その他ビジネス」が7.2％と続いている。

日帰り客は「観光・レジャー」が81.9％と最も多く、次いで「親族・知人訪問」が8.5％、

「その他ビジネス」が3.2％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「親族・知人訪問」が40.0％と最も多く、次いで「観光・
レジャー」が33.3％、「その他ビジネス」「研修」が各13.3％と続いている。

日帰り客は「観光・レジャー」が50.0％と最も多く、次いで「親族・知人訪問」「その他ビジ
ネス」が各20.0％、「研修」が10.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「観光・レジャー」が81.5％と最も多く、次いで「親族・知人
訪問」が11.1％と続いている。

日帰り客は「観光・レジャー」が83.7％と最も多く、次いで「親族・知人訪問」が8.8％、

「留学」が2.4％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は次いで「親族・知人訪問」「その他ビジネス」「研修」
「企業ミーティング自社施設以外で開催されたもの」が各25.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「その他ビジネス」が37.5％と最も多く、次い
で「親族・知人訪問」が25.0％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「観光・レジャー」が87.9％と最も多く、次いで「ハネムー
ン」が4.5％、「親族・知人訪問」が3.1％と続いている。

日帰り客は「観光・レジャー」が81.8％と最も多く、次いで「親族・知人訪問」が8.2％と続い
ている。

● 神奈川県へ旅行の主な目的
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ビ
ジ
ネ
ス

ス
ポ
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ツ

（
観
戦
含
む

）

祭
り
・
コ
ン
サ
ー

ト
等
イ
ベ
ン
ト

研
修

展
示
会
・
見
本
市

国
際
会
議

イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
ツ
ア
ー

学
校
関
連
の
旅
行

治
療
・
検
診

そ
の
他

全　県 467 87.4% 5.8% 1.5% 1.3% 1.1% 1.1% 0.6% 0.4% 0.4% 0.2% 0.2% - - - -

横浜・川崎エリア 281 81.9% 8.5% 1.8% 1.1% 0.7% 3.2% 0.7% 0.7% 1.1% 0.4% - - - - -

三浦半島エリア 10 50.0% 20.0% - - - 20.0% - - 10.0% - - - - - -

湘南エリア 295 83.7% 8.8% 2.4% 0.3% 2.0% 1.7% 0.3% - 0.3% - - 0.3% - - -

丹沢大山エリア 1 100.0% - - - - - - - - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 1 - - - - - - 100.0% - - - - - - - -

箱根エリア 110 81.8% 8.2% 1.8% 1.8% 0.9% - 1.8% - 1.8% - 1.8% - - - -

n
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光
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れ
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ス
ポ
ー

ツ

（
観
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含
む

）

学
校
関
連
の
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イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
ツ
ア
ー

展
示
会
・
見
本
市

治
療
・
検
診

そ
の
他

県内全体 433 76.9% 9.2% 4.6% 2.5% 1.4% 1.2% 0.9% 0.7% 0.7% 0.5% 0.2% 0.2% 0.2% - 0.7%

横浜・川崎エリア 181 71.3% 11.6% 7.2% 0.6% 1.1% 1.7% 1.7% 1.1% 1.7% 0.6% - - 0.6% - 1.1%

三浦半島エリア 15 33.3% 40.0% 13.3% - - 13.3% - - - - - - - - -

湘南エリア 54 81.5% 11.1% 1.9% - 1.9% 1.9% - - - 1.9% - - - - -

丹沢大山エリア 4 - 25.0% 25.0% - - 25.0% 25.0% - - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 8 12.5% 25.0% 37.5% - 12.5% 12.5% - - - - - - - - -

箱根エリア 224 87.9% 3.1% 0.9% 4.5% 0.9% 0.4% - 0.4% - 0.4% 0.4% 0.4% - - 0.4%

＜（宿泊）旅行の主な目的＞

＜（日帰り）旅行の主な目的＞
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【観光客の同行人数（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１人 18.7% - - 46.9% 23.7%

２人 53.7% - - 31.3% 46.4%

３人 10.8% - - 12.2% 12.7%

４人 7.1% - - 0.7% 8.7%

５人 2.2% - - 4.8% 3.2%

６人以上 7.5% - - 64.1% 5.3%

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(同行人数／同伴者)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「２人」が47.3％と最も多く、次いで「１人」が21.7％、「３人」
が12.5％と続いている。

日帰り客は「２人」が45.6％と最も多く、次いで「１人」が25.5％、「３人」が12.8％と続いて
いる。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「２人」が37.6％と最も多く、次いで「１人」が28.7％、
「３人」が13.3％と続いている。

日帰り客は「２人」が41.3％と最も多く、次いで「１人」が28.8％、「３人」が14.6％と続いて
いる。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「１人」が53.3％と最も多く、次いで「２人」「３人」が

各20.0％と続いている。

日帰り客は「１人」が50.0％と最も多く、次いで「４人」が20.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「２人」が46.3％と最も多く、次いで「１人」が20.4％、「３
人」が14.8％と続いている。

日帰り客は「２人」が48.8％と最も多く、次いで「１人」が26.4％、「３人」が11.2％と続いて
いる。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「１人」が75.0％と最も多く、次いで「２人」が25.0％と続
いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「１人」「３人」が各37.5％と最も多く、次いで
「２人」が25.0％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「２人」が57.6％と最も多く、次いで「１人」が13.8％、

「４人」が10.7％と続いている。

日帰り客は「２人」が44.5％と最も多く、次いで「１人」が21.8％、「３人」が11.8％と続いて
いる。

● 観光客の同行人数
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＜（宿泊）観光客の同行人数＞

＜（日帰り）観光客の同行人数＞

n １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人以上
平均
（人）

県内全体 433 21.7% 47.3% 12.5% 8.3% 3.9% 2.3% 0.9% 3.0% 2.9

横浜・川崎エリア 181 28.7% 37.6% 13.3% 5.5% 4.4% 4.4% 1.1% 5.0% 3.0

三浦半島エリア 15 53.3% 20.0% 20.0% - - 6.7% - - 1.9

湘南エリア 54 20.4% 46.3% 14.8% 11.1% 1.9% 1.9% - 3.7% 3.4

丹沢大山エリア 4 75.0% 25.0% - - - - - - 1.3

相模湖・相模川流域エリア 8 37.5% 25.0% 37.5% - - - - - 2.0

箱根エリア 224 13.8% 57.6% 9.4% 10.7% 4.5% 1.3% 0.9% 1.8% 2.9

n １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人以上
平均
（人）

県内全体 467 25.5% 45.6% 12.8% 9.0% 2.6% 2.4% 0.4% 1.7% 2.5

横浜・川崎エリア 281 28.8% 41.3% 14.6% 7.5% 3.6% 2.5% 0.7% 1.1% 2.4

三浦半島エリア 10 50.0% 10.0% 10.0% 20.0% - 10.0% - - 2.4

湘南エリア 295 26.4% 48.8% 11.2% 7.1% 1.7% 2.7% - 2.0% 2.6

丹沢大山エリア 1 100.0% - - - - - - - 1.0

相模湖・相模川流域エリア 1 100.0% - - - - - - - 1.0

箱根エリア 110 21.8% 44.5% 11.8% 9.1% 3.6% 4.5% 1.8% 2.7% 3.1
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が48.0％と最も多く、次いで「自分ひと
り」が21.7％、「友人」が18.2％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が44.3％と最も多く、次いで「自分ひとり」が25.5％、「友
人」が16.9％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が38.1％と最も多く、次いで「自
分ひとり」が28.7％、「友人」が19.9％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が41.6％と最も多く、次いで「自分ひとり」が28.8％、「友
人」が17.8％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「自分ひとり」が53.3％と最も多く、次いで「夫婦・パー
トナー」が26.7％、「友人」が20.0％と続いている。

日帰り客は「自分ひとり」が50.0％と最も多く、次いで「夫婦・パートナー」「子」が各
30.0％、「親」が20.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が46.3％と最も多く、次いで「自分ひと
り」が20.4％、「子」が18.5％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が44.4％と最も多く、次いで「自分ひとり」が26.4％、

「友人」が19.3％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「自分ひとり」が75.0％と最も多く、次いで「友人」が
25.0％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「自分ひとり」が37.5％と最も多く、次いで
「夫婦・パートナー」「職場の同僚」が各25.0％、「親」「子」が 各12.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が58.5％と最も多く、次いで「友人」が
19.2％、 「自分ひとり」「子」が各13.8％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が50.9％と最も多く、次いで「自分ひとり」が21.8％、
「子」が20.9％、と続いている。

● 観光客の同伴者
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＜（宿泊）観光客の同伴者＞ 〔複数回答〕

＜（日帰り）観光客の同伴者＞ 〔複数回答〕

n
自分
ひとり

夫婦・
パートナー

親 子 親戚 友人
職場の
同僚

その他

県内全体 433 21.7% 48.0% 7.4% 13.2% 7.4% 18.2% 2.3% 1.4%

横浜・川崎エリア 181 28.7% 38.1% 10.5% 13.3% 10.5% 19.9% 3.3% 1.1%

三浦半島エリア 15 53.3% 26.7% - 13.3% - 20.0% - -

湘南エリア 54 20.4% 46.3% 13.0% 18.5% 9.3% 14.8% 3.7% -

丹沢大山エリア 4 75.0% - - - - 25.0% - -

相模湖・相模川流域エリア 8 37.5% 25.0% 12.5% 12.5% - - 25.0% -

箱根エリア 224 13.8% 58.5% 4.0% 13.8% 6.7% 19.2% 0.4% 1.8%

n
自分
ひとり

夫婦・
パートナー

親 子 親戚 友人
職場の
同僚

その他

県内全体 467 25.5% 44.3% 7.3% 15.8% 5.4% 16.9% 1.3% 2.6%

横浜・川崎エリア 281 28.8% 41.6% 6.0% 17.1% 5.7% 17.8% 1.1% 1.4%

三浦半島エリア 10 50.0% 30.0% 20.0% 30.0% - - - 10.0%

湘南エリア 295 26.4% 44.4% 6.8% 10.5% 4.7% 19.3% 0.3% 2.7%

丹沢大山エリア 1 100.0% - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 1 100.0% - - - - - - -

箱根エリア 110 21.8% 50.9% 7.3% 20.9% 4.5% 11.8% 4.5% 2.7%
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第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(訪日・訪問回数)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「初めて」が56.4％と最も多く、次いで「３～５回目」が16.2％、
「２回目」が13.6％と続いている。

日帰り客は「初めて」が58.2％と最も多く、次いで「２回目」が14.3％、「３～５回目」が
14.1％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「初めて」が48.1％と最も多く、次いで「２回目」が
16.0％、「３～５回目」が14.9％と続いている。

日帰り客は「初めて」が47.0％と最も多く、次いで「３～５回目」が20.3％、「２回目」が
15.3％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると､宿泊客は｢３～５回目｣が33.4%と最も多く､次いで｢初めて｣が

26.7%､｢10～19回目｣が20.0%と続いている｡

日帰り客は｢２回目｣が30.0%と最も多く､次いで｢初めて｣｢３～５回目｣が各20.0%と続いている｡

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「初めて」が57.4％と最も多く、次いで「３～５回目」が
16.7％、「２回目」が14.8％と続いている。

日帰り客は「初めて」が61.7％と最も多く、次いで「２回目」が12.2％、「３～５回目」が
10.9％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「３～５回目」が100.0％となっており、日帰り客は「初め
て」が100.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「初めて」が37.5％と最も多く、次いで「３～
５回目」が25.0％、「６～９回目」「10～19回目」「20回以上」が各12.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「初めて」が64.7％と最も多く、次いで「３～５回目」が
14.3％、「２回目」が12.5％と続いている。

日帰り客は「初めて」が59.1％と最も多く、次いで「２回目」が14.5％、「３～５回目」が
11.7％と続いている。

● 訪日回数
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県内全体 (n=467)

横浜・川崎エリア (n=281)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=295)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=110)

58.2

47.0

20.0

61.7

100.0

100.0

59.1

14.3
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14.5
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5.4

8.5

10.0

5.1

1.8

4.7

5.3

10.0

5.8

7.3

3.2

3.6

10.0

4.4

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３～５回目 ６～９回目 10～19回目 20回以上

県内全体 (n=433)

横浜・川崎エリア (n=181)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=54)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

56.4

48.1

26.7

57.4

37.5

64.7

13.6

16.0

13.3

14.8

12.5

16.2

14.9

33.4

16.7

100.0

25.0

14.3

4.8

6.6

1.9

12.5

4.5

5.5

9.4

20.0

7.4

12.5

2.2

3.5

5.0

6.7

1.9

12.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３～５回目 ６～９回目 10～19回目 20回以上

＜（宿泊）訪日回数＞

＜（日帰り）訪日回数＞
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「初めて」が77.8％と最も多く、次いで「２回目」が8.5％、

「３～５回目」が7.8％と続いている。

日帰り客は「初めて」が82.0％と最も多く、次いで「２回目」が9.9％、「３～５回目」が
5.7％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、「初めて」が70.7％と最も多く、次いで「３～５回目」が10.0％、
「２回目」が9.4％と続いている。

日帰り客は「初めて」が75.4％と最も多く、次いで「２回目」が11.0％、「３～５回目」が
8.9％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「初めて」「２回目」「３～５回目」が各26.7％と最も多
く、次いで「10～19回目」が13.3％と続いている。

日帰り客は「初めて」が50.0％と最も多く、次いで「２回目」が20.0％、「３～５回目」

「10～19回目」「20回以上」が各10.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「初めて」が75.9％と最も多く、次いで「３～５回目」が
11.2％、「２回目」が7.4％と続いている。

日帰り客は「初めて」が79.0％と最も多く、次いで「２回目」が9.2％、「３～５回目」が
6.5％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「３～５回目」が100.0％となっており、日帰り客は「初め
て」が100.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「初めて」が62.5％と最も多く、次いで

「３～５回目」「10～19回目」「20回以上」が各12.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「初めて」が87.1％と最も多くなった。次いで「２回目」が
6.3％、「３～５回目」が4.0％と続いている。

日帰り客は「初めて」が80.9％と最も多く、次いで「２回目」が7.3％、「３～５回目」が
5.4％と続いている。

● 神奈川県への訪問回数
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県内全体 (n=467)

横浜・川崎エリア (n=281)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=295)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=110)

82.0

75.4

50.0

79.0

100.0

100.0

80.9

9.9

11.0

20.0

9.2

7.3

5.7

8.9

10.0

6.5

5.4

0.4

1.1

1.4

0.9

1.1

2.5

10.0

1.7

2.7

1.1

1.1

10.0

2.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３～５回目 ６～９回目 10～19回目 20回以上

県内全体 (n=433)

横浜・川崎エリア (n=181)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=54)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

77.8

70.7

26.7

75.9

62.5

87.1

8.5

9.4

26.7

7.4

6.3

7.8

10.0

26.7

11.2

100.0

12.5

4.0

1.8

3.9

1.9

0.9

2.1

3.3

13.3

3.7

12.5

1.3

1.8

2.8

6.7

12.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３～５回目 ６～９回目 10～19回目 20回以上

＜（宿泊）神奈川県への訪問回数＞

＜（日帰り）神奈川県への訪問回数＞
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 県内全体

県内全体でみると、「自然・景色・街並みが綺麗だから」が23.5％と最も多く、次いで「親
族・友人が住んでいるから」が20.5％、「目当てのお店・観光地・地域があるから」が19.3％
と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、「親族・友人が住んでいるから」が24.8％と最も多く、次いで
「自然・景色・街並みが綺麗だから」「目当てのお店・観光地・地域があるから」が各22.0％、
「仕事のため」が11.0％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、「親族・友人が住んでいるから」が42.9％と最も多く、次いで「仕
事のため」が 28.6％、「自然・景色・街並みが綺麗だから」が21.4％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、「自然・景色・街並みが綺麗だから」が33.3％と最も多く、次いで「親
族・友人が住んでいるから」が19.0％、「寺・神社があるから」が15.9％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、「仕事のため」が75.0％と最も多く、次いで「自然・景色・街並み
が綺麗だから」が25.0％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、「仕事のため」が66.7％と最も多く、次いで「親族・友
人が住んでいるから」が33.3％ と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、「自然・景色・街並みが綺麗だから」が32.4％と最も多く、次いで「温
泉があるから」が21.6％、「親族・友人が住んでいるから」が13.5％と続いている。

● 神奈川県への再来訪の理由
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n

自
然
・
景
色
・
街
並
み
が
綺
麗
だ
か

ら 親
族
・
友
人
が
住
ん
で
い
る
か
ら

目
当
て
の
お
店
・
観
光
地
・
地
域
が

あ
る
か
ら

仕
事
の
た
め

地
域
・
神
奈
川
県
が
好
き
だ
か
ら

寺
・
神
社
が
あ
る
か
ら

観
光
地
が
豊
富
だ
か
ら

食
事
が
美
味
し
い
か
ら

温
泉
が
あ
る
か
ら

空
港
・
東
京
・
他
県
か
ら
近
い
か
ら

県内全体 166 23.5% 20.5% 19.3% 8.4% 7.2% 6.0% 6.0% 6.0% 5.4% 4.2%

横浜・川崎エリア 109 22.0% 24.8% 22.0% 11.0% 7.3% - 4.6% 5.5% 1.8% 5.5%

三浦半島エリア 14 21.4% 42.9% - 28.6% 7.1% - 14.3% 7.1% - -

湘南エリア 63 33.3% 19.0% 11.1% 4.8% 7.9% 15.9% 6.3% 7.9% - 1.6%

丹沢大山エリア 4 25.0% - - 75.0% - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 3 - 33.3% - 66.7% - - - - - -

箱根エリア 37 32.4% 13.5% 10.8% 2.7% 5.4% 5.4% 8.1% 2.7% 21.6% 2.7%

＜神奈川県への再来訪の理由 TOP10＞ 〔複数回答〕
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第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(情報源)

県内全体 (n=900)

横浜・川崎エリア (n=462)

三浦半島エリア (n=25)

湘南エリア (n=349)

丹沢大山エリア (n=5)

相模湖・相模川流域エリア (n=9)

箱根エリア (n=334)

10.9

8.7

4.0

12.9

11.1

9.6

16.8

10.4

20.0

18.6

21.0

63.8

72.7

44.0

58.2

80.0

77.8

62.3

8.6

8.2

32.0

10.3

20.0

11.1

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅行前に利用 旅行中に利用

旅行前も旅行中も利用 利用していない

県内全体 (n=900)

横浜・川崎エリア (n=462)

三浦半島エリア (n=25)

湘南エリア (n=349)

丹沢大山エリア (n=5)

相模湖・相模川流域エリア (n=9)

箱根エリア (n=334)

4.6

4.5

4.0

5.4

3.3

2.3

1.7

8.0

2.6

3.0

3.0

2.8

4.0

2.9

3.6

90.1

90.9

84.0

89.1

100.0

100.0

90.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅行前に利用 旅行中に利用

旅行前も旅行中も利用 利用していない

 Tokyo Day Tripの利用について県内全体でみると、「利用していない」が90.1％と最も多く、
エリア別でみても「利用していない」が約９割を占めている。

 Google Mapの利用について県内全体でみると、「旅行前も旅行中も利用」が63.8％と最も多
く、エリア別でみても「旅行前も旅行中も利用」が最も多くなっている。

 Tokyo Day TripとGoogle Mapを比較すると、Google Mapの方が旅行前、旅行中においても利
用している割合が多くなっている。

● 神奈川県訪問の際のTokyo Day Trip、Google Mapの利用について

＜Tokyo Day Tripの利用＞

＜Google Mapの利用＞
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県内全体 (n=900)

横浜・川崎エリア (n=462)

三浦半島エリア (n=25)

湘南エリア (n=349)

丹沢大山エリア (n=5)

相模湖・相模川流域エリア (n=9)

箱根エリア (n=334)

22.4

16.5

25.8

11.1

25.1

73.0

82.5

96.0

67.0

100.0

88.9

69.2

3.6

0.4

6.3

4.2

1.0

0.6

4.0

0.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成田 羽田 中部 関西 その他

県内全体 (n=900)

横浜・川崎エリア (n=462)

三浦半島エリア (n=25)

湘南エリア (n=349)

丹沢大山エリア (n=5)

相模湖・相模川流域エリア (n=9)

箱根エリア (n=334)

28.8

24.0

20.0

31.8

40.0

11.1

30.5

64.4

69.0

72.0

63.0

60.0

88.9

63.5

3.8

2.4

3.7

4.2

3.0

4.5

8.0

1.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成田 羽田 中部 関西 その他

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(入出国港について)

● 入出国港について

 入出国港について、県内全体をみると、どちらも「羽田」の利用割合が多く、約７割を占めて
いる。

 【湘南エリア】【丹沢大山エリア】【箱根エリア】の入国港は「成田」が各30％以上、

【湘南エリア】【箱根エリア】の出国港は「成田」が25％以上と他エリアより多くなっている。

＜入国港＞

＜出国港＞
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第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(訪問観光地・訪問地について)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「鶴岡八幡宮」が16.6％と最も多く、次いで「横浜赤レンガ倉
庫」が15.5％、「横浜中華街」が14.8％と続いている。

日帰り客は「鶴岡八幡宮」が31.5％と最も多く、次いで「横浜赤レンガ倉庫」が18.2％、「横
浜中華街」が14.3％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は2.2地点、日帰り客は1.8地点となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「横浜赤レンガ倉庫」が33.7％と最も多く、次いで「横
浜中華街」が29.8％、「みなとみらいエリア」が23.8％と続いている。

日帰り客は「横浜赤レンガ倉庫」が32.4％と最も多く、次いで「横浜中華街」が27.4％、「み
なとみらいエリア」が23.1％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は1.9地点、日帰り客は1.6地点となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「横須賀米軍関連施設」が40.0％と最も多く、次いで「横
須賀駅周辺」「横須賀市内親族宅」が各13.3%と続いている。

日帰り客は「三笠公園」が40.0％と最も多く、次いで「記念艦三笠」が20.0％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は1.0地点、日帰り客は1.2地点となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「鶴岡八幡宮」が55.6％と最も多く、次いで「高徳院」が
29.6％、「江の島」が18.5％と続いている。

日帰り客は「鶴岡八幡宮」が64.1％と最も多く、次いで「高徳院」が26.8％、「江の島」が
15.6％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は1.6地点、日帰り客は1.4地点となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は全ての割合が等しく、「厚木米軍関連施設」や「伊勢原市
内親族宅」等、仕事や親族訪問などの私用を目的とした訪問地で割合を占めている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は1.0地点、日帰り客は1.0地点となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客では「相模原米軍関連施設」が37.5％と最も多く
なっている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は1.3地点、日帰り客は2.0地点となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「芦ノ湖」が23.2％と最も多く、次いで「箱根町内」が14.3％、

「大涌谷」が12.9％と続いている。

日帰り客は「芦ノ湖」が29.1％と最も多く、次いで「小田原城址公園」が12.7％、「大涌谷」
が11.8％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は宿泊客は1.4地点、日帰り客は1.3地点となっている。

● 訪問観光地・訪問施設名等／平均立ち寄り地点数県内
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n

横
須
賀
米
軍
関
連
施
設

三
笠
公
園

横
須
賀
駅
周
辺

横
須
賀
市
内

横
須
賀
市
内
親
族
宅

記
念
艦
三
笠

ラ
ビ

ッ
ト
ハ
ウ
ス
サ
ニ
ー

横
須
賀
市
内
飲
食
店

横
須
賀
市
内
漁
港

横
須
賀
市
内
寺

観
音
崎
砲
台

逗
子
市
内
友
人
宅

三
浦
海
岸

三
崎
フ

ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー

ナ
ウ

ォ
ー

フ
う
ら
り

三浦半島エリア全体 25 24.0% 20.0% 8.0% 8.0% 8.0% 8.0% 4.0% 4.0% 4.0% 4.0% 4.0% 4.0% 4.0% 4.0%

宿泊 15 40.0% 6.7% 13.3% 6.7% 13.3% - 6.7% - - - - 6.7% 6.7% -

日帰り 10 - 40.0% - 10.0% - 20.0% - 10.0% 10.0% 10.0% 10.0% - - 10.0%

n

鶴
岡
八
幡
宮

横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

横
浜
中
華
街

み
な
と
み
ら
い
エ
リ
ア

高
徳
院

芦
ノ
湖

G
U
N
D
A
M

F
A
C
T
O
R
Y

Y
O
K
O
H
A
M
A

江
の
島

箱
根
町
内

大
涌
谷

箱
根
温
泉

カ

ッ
プ
ヌ
ー

ド
ル
ミ

ュ
ー

ジ
ア
ム

横
浜

山
下
公
園

小
田
原
城
址
公
園

横
浜
駅
周
辺

県内全体 900 24.3% 16.9% 14.6% 12.0% 10.6% 9.3% 7.2% 6.2% 4.9% 4.7% 4.2% 4.1% 4.1% 3.7% 3.2%

宿泊 433 16.6% 15.5% 14.8% 12.7% 8.5% 13.2% 3.0% 5.5% 7.9% 7.9% 6.9% 3.2% 4.6% 4.6% 4.4%

日帰り 467 31.5% 18.2% 14.3% 11.3% 12.4% 5.8% 11.1% 6.9% 2.1% 1.7% 1.7% 4.9% 3.6% 2.8% 2.1%

n

横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

横
浜
中
華
街

み
な
と
み
ら
い
エ
リ
ア

G
U
N
D
A
M

F
A
C
T
O
R
Y

Y
O
K
O
H
A
M
A

カ

ッ
プ
ヌ
ー

ド
ル
ミ

ュ
ー

ジ
ア
ム

横
浜

山
下
公
園

横
浜
駅
周
辺

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
タ
ワ
ー

よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー

ル
ド

新
横
浜
ラ
ー

メ
ン
博
物
館

川
崎
市
内

横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー

ミ
ナ
ル

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

横
浜
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

横
浜
市
内

横浜・川崎エリア
全体

462 32.9% 28.4% 23.4% 14.1% 8.0% 8.0% 6.3% 5.2% 3.7% 2.2% 2.2% 1.9% 1.7% 1.5% 1.3%

宿泊 181 33.7% 29.8% 23.8% 6.6% 6.6% 10.5% 9.4% 6.1% 3.3% 2.8% 2.2% 3.9% 1.1% 0.6% 1.1%

日帰り 281 32.4% 27.4% 23.1% 18.9% 8.9% 6.4% 4.3% 4.6% 3.9% 1.8% 2.1% 0.7% 2.1% 2.1% 1.4%

【県内全体】＜訪問観光地・訪問施設名等＞〔複数回答〕 全体での上位15位

【横浜・川崎エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【三浦半島エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位
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n

鶴
岡
八
幡
宮

高
徳
院

江
の
島

鎌
倉
駅
周
辺

長
谷
寺

小
町
通
り

江
島
神
社

新
江
ノ
島
水
族
館

報
国
寺

江
の
島
シ
ー

キ

ャ
ン
ド
ル

円
覚
寺

鎌
倉
海
岸

江
の
島
海
岸

鎌
倉
高
校
前
 
 

踏
切

建
長
寺

湘南エリア全体 349 62.8% 27.2% 16.0% 7.2% 4.6% 3.7% 2.9% 2.3% 2.0% 1.7% 1.4% 1.4% 1.4% 0.9% 0.9%

宿泊 54 55.6% 29.6% 18.5% 3.7% 5.6% 3.7% 1.9% 3.7% - - - 1.9% 1.9% 3.7% 3.7%

日帰り 295 64.1% 26.8% 15.6% 7.8% 4.4% 3.7% 3.1% 2.0% 2.4% 2.0% 1.7% 1.4% 1.4% 0.3% 0.3%

【湘南エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【丹沢大山エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

【相模湖・相模川流域エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

n

厚
木
米
軍
関
連
施
設

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
厚
木

厚
木
市
内
職
場

伊
勢
原
市
内
親
族
宅

丹沢大山エリア全体 5 40.0% 20.0% 20.0% 20.0%

宿泊 4 25.0% 25.0% 25.0% 25.0%

日帰り 1 100.0% - - -

n

相
模
原
米
軍
関
連
施
設

女
子
美
術
大
学
 
 

相
模
原
キ

ャ

ン
パ
ス

相
模
原
市
内

相
模
原
市
内
空
手
道
場

相
模
原
市
内
友
人
宅

相
模
湖

大
和
市
内
空
手
道
場

大
和
市
内
親
族
宅

座
間
米
軍
関
連
施
設

相模湖・相模川流域
エリア全体

9 33.3% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1%

宿泊 8 37.5% 12.5% 12.5% - 12.5% 12.5% - 12.5% 12.5%

日帰り 1 - - - 100.0% - - 100.0% - -
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県内全体 (n=467)

横浜・川崎エリア (n=281)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=295)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=110)

1.8

1.6

1.2

1.4

1.0

2.0

1.3

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

（地点）

県内全体 (n=433)

横浜・川崎エリア (n=181)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=54)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

2.2

1.9

1.0

1.6

1.0

1.3

1.4

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

（地点）

n

芦
ノ
湖

箱
根
町
内

大
涌
谷

箱
根
温
泉

小
田
原
城
址
公
園

強
羅
エ
リ
ア

箱
根
神
社

彫
刻
の
森
美
術
館

強
羅

箱
根
湯
本
駅
周
辺

元
箱
根
エ
リ
ア

箱
根
ロ
ー

プ
ウ

ェ
イ

桃
源
台
駅
周
辺

強
羅
温
泉

箱
根
ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館

箱根エリア全体 334 25.1% 13.2% 12.6% 11.4% 9.9% 8.7% 8.1% 6.6% 5.4% 5.1% 4.5% 2.4% 2.1% 1.8% 1.2%

宿泊 224 23.2% 14.3% 12.9% 12.1% 8.5% 9.8% 7.1% 7.1% 4.9% 6.3% 4.5% 3.1% 2.7% 2.2% 1.8%

日帰り 110 29.1% 10.9% 11.8% 10.0% 12.7% 6.4% 10.0% 5.5% 6.4% 2.7% 4.5% 0.9% 0.9% 0.9% -

【箱根エリア】＜訪問観光地・訪問施設名等＞ 〔複数回答〕 全体での上位15位

＜宿泊平均立ち寄り地点数＞

＜日帰り平均立ち寄り地点数＞
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「９～10」が78.1％と最も多くなり、日帰り客は「９～10」が
77.4％と最も多くなっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「９～10」が73.8％と最も多くなり、日帰り客は「９～
10」が74.5％と最も多くなっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、、宿泊客は「９～10」が100.0％となり、日帰り客は「９～10」が
91.7％と最も多くなっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「９～10」が72.4％と最も多くなり、日帰り客は「９～10」が
80.3％と最も多くなっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「７～８」が66.7％と最も多くなり、日帰り客は「９～
10」が100.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「９～10」が100.0％となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「９～10」が85.0％と最も多くなり、日帰り客は「９～10」が
80.2％と最も多くなっている。

● 神奈川県内訪問地域のオススメ度
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延べ
回答数

０～１ ２～３ ４～６ ７～８ ９～10

県内全体 748 0.1% 0.4% 0.5% 21.5% 77.4%

横浜・川崎エリア 415 - 0.7% 0.7% 24.1% 74.5%

三浦半島エリア 12 - - - 8.3% 91.7%

湘南エリア 381 0.3% - 1.3% 18.1% 80.3%

丹沢大山エリア 1 - - - - 100.0%

相模湖・相模川流域エリア - - - - - -

箱根エリア 111 - - - 19.8% 80.2%

延べ
回答数

０～１ ２～３ ４～６ ７～８ ９～10

県内全体 816 - 0.2% 1.7% 20.0% 78.1%

横浜・川崎エリア 305 - - 0.3% 25.9% 73.8%

三浦半島エリア 12 - - - - 100.0%

湘南エリア 76 - - 1.3% 26.3% 72.4%

丹沢大山エリア 3 - - - 66.7% 33.3%

相模湖・相模川流域エリア 9 - - - - 100.0%

箱根エリア 273 - 0.7% 2.9% 11.4% 85.0%

＜（宿泊）訪問地域のオススメ度＞

＜（日帰り）訪問地域のオススメ度＞
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 県内全体

県内全体でみると、訪問地域の宿泊施設は「シティホテル」が32.2％と最も多く、次いで「旅
館」が27.2％、「リゾートホテル」が10.1％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「シティホテル」が58.2％と最も多く、次
いで「親族・知人宅」が12.2％、「ビジネスホテル」が8.2％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「保養所・研修所」が46.7％と最も多く、次
いで「親族・知人宅」が33.3％、「シティホテル」が13.3％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「シティホテル」が40.4％と最も多く、次いで
「旅館」「親族・知人宅」が各12.3％、「リゾートホテル」「ビジネスホテル」が各8.8％と続
いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「シティホテル」が75.0％と最も多く、次い
で「保養所・研修所」が25.0％と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「保養所・研修所」が40.0％と最
も多く、次いで「シティホテル」「親族・知人宅」が各30.0％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、訪問地域の宿泊施設は「旅館」が57.1％と最も多く、次いで「リゾート
ホテル」が16.7％、「シティホテル」が9.0％と続いている。

● 訪問地域の宿泊施設県内

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(宿泊施設/宿泊数)
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延
べ
回
答
数

シ
テ

ィ
ホ
テ
ル

旅
館

リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル

親
族
・
知
人
宅

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル

保
養
所
・
研
修
所

民
泊

別
荘
・
リ
ゾ
ー

ト
マ
ン
シ

ョ
ン

ペ
ン
シ

ョ
ン
・
民
宿

キ

ャ
ン
プ
場

交
通
機
関
・
車
中
泊

（
キ

ャ
ン
プ
場

は
含
ま
な
い

）

会
員
制
の
宿
泊
施
設

そ
の
他

県内全体 515 32.2% 27.2% 10.1% 7.8% 5.4% 3.1% 2.9% 2.7% 1.7% 1.6% 0.8% 0.6% - 3.9%

横浜・川崎エリア 196 58.2% - 4.1% 12.2% 8.2% 3.1% 0.5% 1.5% 1.5% 0.5% 0.5% 0.5% - 9.2%

三浦半島エリア 15 13.3% - - 33.3% 6.7% - 46.7% - - - - - - -

湘南エリア 57 40.4% 12.3% 8.8% 12.3% 8.8% 7.0% - 3.5% - 3.5% - 1.8% - 1.8%

丹沢大山エリア 4 75.0% - - - - - 25.0% - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 10 30.0% - - 30.0% - - 40.0% - - - - - - -

箱根エリア 233 9.0% 57.1% 16.7% 0.4% 2.6% 2.6% 0.9% 3.9% 2.6% 2.1% 1.3% 0.4% - 0.4%

＜訪問地域の宿泊施設＞ 〔複数回答〕
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 県内全体

県内全体でみると、日本国内の宿泊日数は「10～15泊」が36.2％と最も多く、次いで「７～９
泊」が19.3％、「４～６泊」が13.3％と続いている。平均宿泊日数は14.0泊となっている。

神奈川県内の宿泊日数は「１泊」が31.9％と最も多く、次いで「２泊」が28.6％、「３泊」が
16.2％、と続いている。平均宿泊日数は4.6泊となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、日本国内の宿泊日数は「10～15泊」が29.4％と最も多く、次いで
「７～９泊」が21.9％、「４～６泊」が17.3％と続いている。平均宿泊日数は14.5泊となって
いる。

神奈川県内の宿泊日数は「１泊」が26.0％と最も多く、次いで「２泊」「３泊」が各22.1％、
「８泊以上」が13.3％と続いている。平均宿泊日数は6.1泊となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、日本国内の宿泊日数は「10～15泊」が32.0％と最も多く、次いで
「26泊以上」が20.0％、「７～９泊」が16.0％と続いている。平均宿泊日数は18.2泊となって
いる。

神奈川県内の宿泊日数は「８泊以上」が53.3％と最も多く、次いで「４泊」「７泊」が

各13.3％と続いている。平均宿泊日数は16.0泊となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、日本国内の宿泊日数は「10～15泊」が36.1％と最も多く、次いで

「７～９泊」が20.6％、「16～20泊」が12.9％と続いている。平均宿泊日数は15.0泊となって
いる。

神奈川県内の宿泊日数は「１泊」が50.0％と最も多く、次いで「２泊」が27.8％、「３泊」が
9.3％、と続いている。平均宿泊日数は2.7泊となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、日本国内の宿泊日数は「４～６泊」が40.0％と最も多く、次いで

「10～15泊」「16～20泊」「26泊以上」が各20.0％ と続いている。平均宿泊日数は13.6泊と
なっている。

神奈川県内の宿泊日数は「８泊以上」が50.0％と最も多く、次いで「４泊」「６泊」が

各25.0％と続いている。平均宿泊日数は7.0泊となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、日本国内の宿泊日数は「26泊以上」が33.3％と最も多く、
次いで「７～９泊」「16～20泊」が各22.2％、「４～６泊」「10～15泊」が

各11.1％と続いている。平均宿泊日数は27.0泊となっている。

神奈川県内の宿泊日数は「８泊以上」が50.0％と最も多く、次いで「３泊」が25.0％、

「５泊」「７泊」が各12.5％ と続いている。平均宿泊日数は13.3泊となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、日本国内の宿泊日数は「10～15泊」が42.8％と最も多く、次いで

「７～９泊」が18.3％、「16～20泊」が14.7％と続いている。平均宿泊日数は15.0泊となって
いる。

神奈川県内の宿泊日数は「１泊」が49.6％と最も多く、次いで「２泊」が37.5％、「３泊」が
9.8％、と続いている。平均宿泊日数は1.7泊となっている。

● 宿泊数
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n １～３泊 ４～６泊 ７～９泊 10～15泊 16～20泊 21～25泊 26泊以上 平均（泊）

県内全体 900 3.7% 13.3% 19.3% 36.2% 12.2% 7.3% 7.9% 14.0

横浜・川崎エリア 462 4.3% 17.3% 21.9% 29.4% 9.3% 6.7% 11.0% 14.5

三浦半島エリア 25 - 12.0% 16.0% 32.0% 8.0% 12.0% 20.0% 18.2

湘南エリア 349 1.7% 11.7% 20.6% 36.1% 12.9% 7.7% 9.2% 15.0

丹沢大山エリア 5 - 40.0% - 20.0% 20.0% - 20.0% 13.6

相模湖・相模川流域エリア 9 - 11.1% 22.2% 11.1% 22.2% - 33.3% 27.0

箱根エリア 334 3.0% 6.9% 18.3% 42.8% 14.7% 6.3% 8.1% 15.0

【神奈川県内平均宿泊数（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

宿泊 - - - 11.0泊 4.6泊

県内全体 (n=900)

横浜・川崎エリア (n=462)

三浦半島エリア (n=25)

湘南エリア (n=349)

丹沢大山エリア (n=5)

相模湖・相模川流域エリア (n=9)

箱根エリア (n=334)

14.0

14.5

18.2

15.0

13.6

27.0

15.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

（泊）

＜国内の宿泊日数＞

＜国内の平均宿泊数＞
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n １泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊以上 平均（泊）

県内全体 433 31.9% 28.6% 16.2% 5.5% 3.9% 2.1% 2.1% 9.7% 4.6

横浜・川崎エリア 181 26.0% 22.1% 22.1% 5.0% 6.6% 1.7% 3.3% 13.3% 6.1

三浦半島エリア 15 6.7% 6.7% - 13.3% 6.7% - 13.3% 53.3% 16.0

湘南エリア 54 50.0% 27.8% 9.3% 3.7% - - 1.9% 7.4% 2.7

丹沢大山エリア 4 - - - 25.0% - 25.0% - 50.0% 7.0

相模湖・相模川流域エリア 8 - - 25.0% - 12.5% - 12.5% 50.0% 13.3

箱根エリア 224 49.6% 37.5% 9.8% 1.3% 0.4% 0.4% 0.9% - 1.7

県内全体 (n=433)

横浜・川崎エリア (n=181)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=54)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

4.6

6.1

16.0

2.7

7.0

13.3

1.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

（泊）

＜県内の宿泊日数＞

＜県内の平均宿泊数＞

108



第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(交通手段)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「鉄道」が64.7％と最も多く、次いで「徒歩」が10.8％、「新幹
線」が8.9％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が67.9％と最も多く、次いで「徒歩」が14.8％、「新幹線」が6.4％と続い
ている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が55.5％と最も多く、次いで「徒歩」が23.7％、
「新幹線」が4.7％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が63.1％と最も多く、次いで「徒歩」が21.7％、「新幹線」が4.9％と続い
ている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が73.3％と最も多く、次いで「徒歩」「路線バス」
が各6.7％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が75.0％と最も多く、次いで「貸切バス・観光バス」が16.7％ 、「レンタ
カー」が8.3％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が74.1％と最も多く、次いで「徒歩」が9.4％、

「新幹線」「貸切バス・観光バス」が各4.7％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が77.6％と最も多く、次いで「徒歩」が8.7％、「新幹線」が7.3％と続いて
いる。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客、日帰り客ともに「鉄道」が100.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が70.0％と最も多く、次いで「新幹線」

「貸切バス・観光バス」「レンタカー」が各10.0％ と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「鉄道」が62.3％と最も多く、次いで「新幹線」が15.7％、

「路線バス」が10.5％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が68.6％と最も多く、次いで「新幹線」が10.9％、「路線バス」が7.3％と
続いている。

● 次の訪問地への交通手段
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延
べ
回
答
数

鉄
道

徒
歩

新
幹
線

路
線
バ
ス

レ
ン
タ
カ
ー

貸
切
バ
ス
・
観
光
バ
ス

タ
ク
シ
ー

航
空

（
国
内
線

）

高
速
バ
ス

そ
の
他

県内全体 857 67.9% 14.8% 6.4% 2.9% 1.8% 1.6% 1.4% 0.5% 0.4% 2.3%

横浜・川崎エリア 452 63.1% 21.7% 4.9% 1.8% 1.8% 0.9% 2.4% 0.2% - 3.3%

三浦半島エリア 12 75.0% - - - 8.3% 16.7% - - - -

湘南エリア 425 77.6% 8.7% 7.3% 1.9% 1.2% 1.4% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5%

丹沢大山エリア 1 100.0% - - - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 2 - - - - - - - - - 100.0%

箱根エリア 137 68.6% 2.2% 10.9% 7.3% 0.7% 4.4% - 0.7% 0.7% 4.4%

延
べ
回
答
数

鉄
道

徒
歩

新
幹
線

路
線
バ
ス

貸
切
バ
ス
・
観
光
バ
ス

レ
ン
タ
カ
ー

タ
ク
シ
ー

航
空

（
国
内
線

）

高
速
バ
ス

そ
の
他

県内全体 933 64.7% 10.8% 8.9% 4.7% 2.8% 1.8% 1.1% 0.9% 0.3% 4.0%

横浜・川崎エリア 337 55.5% 23.7% 4.7% 1.8% 2.4% 3.3% 1.2% 1.2% 0.6% 5.6%

三浦半島エリア 15 73.3% 6.7% - 6.7% - - - - - 13.3%

湘南エリア 85 74.1% 9.4% 4.7% 3.5% 4.7% - - 1.2% - 2.4%

丹沢大山エリア 4 100.0% - - - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア 10 70.0% - 10.0% - 10.0% 10.0% - - - -

箱根エリア 313 62.3% 1.3% 15.7% 10.5% 2.9% 1.6% 1.6% 1.0% 0.3% 2.9%

＜（宿泊）次の訪問地への交通手段＞

＜（日帰り）次の訪問地への交通手段＞
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第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(期待／不満足点)

● 神奈川県来訪で期待していた事

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「食」が65.4％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」が
58.4％、「温泉」が43.6％と続いている。

日帰り客は「食」が64.0％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」が60.8％、「温泉」が
34.3％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「食」が81.8％と最も多く、次いで「自然・景観地観
光」が55.2％、「繁華街の街歩き」が43.1％と続いている。

日帰り客は「食」が73.3％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」が57.3％、「温泉」が
41.6％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「食」が93.3％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」
が73.3％、「繁華街の街歩き」「ショッピング」「歴史・伝統文化体験」が各46.7％と続いて
いる。

日帰り客は「食」 「自然・景観地観光」が各80.0％と最も多く、次いで「繁華街の街歩き」が
40.0％、「ショッピング」「歴史・伝統文化体験」が各30.0％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「食」が75.9％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」が
68.5％、「歴史・伝統文化体験」が37.0％と続いている。

日帰り客は「自然・景観地観光」が67.5％と最も多く、次いで「食」が65.4％、「繁華街の街
歩き」が35.6％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「食」が100.0％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」
が75.0％、「繁華街の街歩き」「酒（日本酒・焼酎等）」「歴史・伝統文化体験」が各50.0％
と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「食」が100.0％と最も多く、次いで「繁華街の
街歩き」「ショッピング」が各50.0％、「自然・景観地観光」が37.5％と続いている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「温泉」が72.3％と最も多く、次いで「自然・景観地観光」が
61.6％、「食」が50.4％と続いている。

日帰り客は「自然・景観地観光」が74.5％と最も多く、次いで「食」が61.8％、「繁華街の街
歩き」が33.6％と続いている。
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延
べ
回
答
数

食 自
然
・
景
観
地
観
光

繁
華
街
の
街
歩
き

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

歴
史
・
伝
統
文
化
体
験

美
術
館
・
博
物
館
・
動
植
物

園
・
水
族
館

テ
ー

マ
パ
ー

ク
・
遊
園
地

温
泉

ポ

ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー

（
フ

ァ
ッ

シ

ョ
ン
・
ア
ニ
メ
等

）

酒

（
日
本
酒
・
焼
酎
等

）

四
季
の
体
感

（
花
見
・
紅
葉
・

果
物
狩
り
等

）

日
常
生
活
体
験

映
画
・
ア
ニ
メ
の
地
を
訪
問

自
然
体
験
ツ
ア
ー

・
農
山
漁
村

体
験

ス
ポ
ー

ツ
観
戦

旅
館
に
宿
泊

ス
ポ
ー

ツ

（
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス

等

）

舞
台
・
音
楽
鑑
賞

治
療
・
検
診

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 467 64.0% 60.8% 34.3% 22.5% 19.5% 12.8% 11.1% 8.6% 8.6% 5.8% 5.6% 4.5% 2.6% 2.1% 1.5% 1.3% 0.9% 0.9% 0.6% 3.0% 1.3%

横浜・川崎
エリア 281 73.3% 57.3% 41.6% 33.8% 16.0% 16.4% 18.9% 9.6% 13.9% 10.7% 6.0% 6.4% 2.8% 1.1% 2.8% 3.2% 1.4% 1.8% 1.1% 1.8% 1.8%

三浦半島
エリア 10 80.0% 80.0% 40.0% 30.0% 30.0% 10.0% - - - 10.0% - - - - - - - - - - -

湘南エリア 295 65.4% 67.5% 35.6% 19.3% 31.2% 11.9% 7.8% 13.9% 6.1% 7.8% 6.8% 5.1% 3.4% 2.4% 0.3% 4.1% 1.0% 1.0% 0.3% 4.1% 0.7%

丹沢大山
エリア 1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - - - - - 100.0% - - - - - - - - - - -

相模湖・相模川流域
エリア

1 - - - - - - - - - - - - - - 100.0% - 100.0% - - - -

箱根エリア 110 61.8% 74.5% 33.6% 14.5% 15.5% 20.9% 12.7% 30.9% 5.5% 8.2% 10.0% 4.5% 2.7% 5.5% 2.7% 4.5% 2.7% 1.8% 0.9% 0.9% 0.9%

延
べ
回
答
数

食 自
然
・
景
観
地
観
光

温
泉

繁
華
街
の
街
歩
き

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

歴
史
・
伝
統
文
化
体
験

美
術
館
・
博
物
館
・
動
植
物

園
・
水
族
館

旅
館
に
宿
泊

テ
ー

マ
パ
ー

ク
・
遊
園
地

四
季
の
体
感

（
花
見
・
紅
葉
・

果
物
狩
り
等

）

酒

（
日
本
酒
・
焼
酎
等

）

日
常
生
活
体
験

ポ

ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー

（
フ

ァ
ッ

シ

ョ
ン
・
ア
ニ
メ
等

）

自
然
体
験
ツ
ア
ー

・
農
山
漁
村

体
験

ス
ポ
ー

ツ
観
戦

ス
ポ
ー

ツ

（
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス

等

）

映
画
・
ア
ニ
メ
の
地
を
訪
問

舞
台
・
音
楽
鑑
賞

治
療
・
検
診

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 433 65.4% 58.4% 43.6% 30.5% 19.6% 16.2% 15.2% 13.4% 10.9% 9.0% 8.1% 5.5% 4.8% 3.2% 1.6% 1.2% 1.2% 0.9% 0.2% 2.8% 2.5%

横浜・川崎
エリア

181 81.8% 55.2% 19.9% 43.1% 31.5% 15.5% 14.9% 4.4% 19.3% 8.3% 7.2% 7.2% 7.7% 3.9% 2.2% 1.7% 1.7% 1.1% - 3.3% 3.3%

三浦半島
エリア 15 93.3% 73.3% 26.7% 46.7% 46.7% 46.7% 26.7% 26.7% 13.3% 6.7% 33.3% - 6.7% - 6.7% - - - - - 6.7%

湘南エリア 54 75.9% 68.5% 27.8% 29.6% 20.4% 37.0% 16.7% 7.4% 7.4% 5.6% 5.6% 5.6% 5.6% 3.7% - 1.9% - 1.9% - 7.4% -

丹沢大山
エリア

4 100.0% 75.0% 25.0% 50.0% - 50.0% 25.0% - - - 50.0% 25.0% - - 25.0% - - - - - -

相模湖・相模川流域
エリア

8 100.0% 37.5% - 50.0% 50.0% 25.0% 25.0% - - 12.5% 37.5% - 12.5% - 12.5% - - 12.5% - - -

箱根エリア 224 50.4% 61.6% 72.3% 18.8% 8.5% 11.2% 14.7% 21.0% 5.8% 11.2% 8.0% 5.4% 3.6% 4.5% 1.3% 0.4% 1.3% - 0.4% 1.3% 1.8%

＜（宿泊）神奈川県来訪で期待していた事＞ 〔複数回答〕

＜（日帰り） 神奈川県来訪で期待していた事＞ 〔複数回答〕
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 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「交通の便」が2.1％と最も多く、次いで「価格（施設利用料・食
事代等）」が1.4％、「店員・係員の言語力」が1.2％と続いている。

日帰り客は「交通の便」が2.6％と最も多く、次いで「店員・係員の言語力」が1.1％、

「観光スポット情報の充実度」「案内板・施設・店舗での言語表記」が0.9％と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「交通の便」「価格（施設利用料・食事代等）」

「店員・係員の言語力」「案内板・施設・店舗での言語表記」「多言語版パンフレットの充実
度」が各1. 7％と最も多く、次いで「食べ物・食事」「駐車場」「通信環境」が各1.1％が多く
なっている。

日帰り客は「交通の便」が3.2％と最も多く、次いで「店員・係員の言語力」「案内板・施設・
店舗での言語表記」が各1.4％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「駐車場」「施設・店舗の利用可能時間」が各6.7％と最も
多くなっている。

日帰り客は「価格（施設利用料・食事代等）」が10.0％と最も多くなっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「交通の便」「価格（施設利用料・食事代等）」が各1.9％と最
も多くなっている。

日帰り客は「交通の便」「案内板・施設・店舗での言語表記」が各1.7％と最も多く、次いで
「店員・係員の言語力」が1.4％、「価格（施設利用料・食事代等）」が1.0％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客、日帰り客ともに「特になし」が100．0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「食べ物・食事」「駐車場」が各12.5％と最も
多くなっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「交通の便」が2.7％と最も多く、次いで「価格（施設利用料・
食事代等）」「店員・係員の言語力」が各1.3％ と続いている。

日帰り客は「交通の便」が3.6％と最も多く、次いで「価格（施設利用料・食事代等）」が
1.8％ と続いている。

● 神奈川県内訪問地域の不満足点
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延
べ
回
答
数

交
通
の
便

店
員
・
係
員
の
言
語
力

観
光
ス
ポ

ッ
ト
情
報
の
充
実
度

案
内
板
・
施
設
・
店
舗
で
の
言
語
表
記

接
客
・
対
応

価
格

（
施
設
利
用
料
・
食
事
代
等

）

食
べ
物
・
食
事

駐
車
場

飲
食
店
情
報
の
充
実
度

通
信
環
境

景
観

施
設
・
店
舗
の
利
用
可
能
時
間

手
ぶ
ら
観
光
の
充
実
度

（
預
か
り
所
等

）

多
言
語
版
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
充
実
度

観
光
案
内
所
の
充
実
度

両
替
所
の
充
実
度

キ

ャ

ッ
シ

ュ
レ
ス
対
応

宗
教
へ
の
対
応

施
設
自
体
の
魅
力

体
験
内
容

ト
イ
レ
の
充
実
度

免
税
店
へ
の
充
実
度

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 467 2.6% 1.1% 0.9% 0.9% 0.6% 0.6% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% - - - - 3.6% 88.7%

横浜・川崎
エリア

281 3.2% 1.4% 0.7% 1.4% 1.1% 1.1% 0.7% 0.7% 1.1% 0.4% 0.4% 0.7% 0.4% - - 0.4% - 0.4% - - - - 4.6% 85.8%

三浦半島
エリア

10 - - - - - 10.0% - - - - - - - - - - - - - - - - - 90.0%

湘南エリア 295 1.7% 1.4% 0.7% 1.7% - 1.0% 0.7% 0.7% - 0.7% - 0.3% 0.3% 0.7% 0.3% 0.3% 0.7% - - - - - 3.7% 87.5%

丹沢大山
エリア

1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 100.0%

相模湖・相模川流域
エリア

1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 100.0%

箱根エリア 110 3.6% 0.9% 0.9% - 0.9% 1.8% 0.9% - 0.9% 0.9% 0.9% - 0.9% - - - - - - - - - 4.5% 89.1%

＜（宿泊）訪問地域の不満足点＞ 〔複数回答〕

＜（日帰り）訪問地域の不満足点＞ 〔複数回答〕

延
べ
回
答
数

交
通
の
便

価
格

（
施
設
利
用
料
・
食
事
代
等

）

店
員
・
係
員
の
言
語
力

食
べ
物
・
食
事

駐
車
場

施
設
・
店
舗
の
利
用
可
能
時
間

案
内
板
・
施
設
・
店
舗
で
の
言
語
表
記

多
言
語
版
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
充
実
度

通
信
環
境

両
替
所
の
充
実
度

景
観

接
客
・
対
応

観
光
ス
ポ

ッ
ト
情
報
の
充
実
度

飲
食
店
情
報
の
充
実
度

ト
イ
レ
の
充
実
度

手
ぶ
ら
観
光
の
充
実
度

（
預
か
り
所
等

）

キ

ャ

ッ
シ

ュ
レ
ス
対
応

施
設
自
体
の
魅
力

体
験
内
容

観
光
案
内
所
の
充
実
度

免
税
店
へ
の
充
実
度

宗
教
へ
の
対
応

そ
の
他

特
に
な
し

県内全体 433 2.1% 1.4% 1.2% 0.9% 0.9% 0.9% 0.9% 0.9% 0.5% 0.5% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% - - - - - 5.3% 86.4%

横浜・川崎
エリア

181 1.7% 1.7% 1.7% 1.1% 1.1% 0.6% 1.7% 1.7% 1.1% 0.6% - 0.6% 0.6% - 0.6% 0.6% - - - - - - 5.5% 85.6%

三浦半島
エリア

15 - - - - 6.7% 6.7% - - - - - - - - - - - - - - - - 6.7% 86.7%

湘南エリア 54 1.9% 1.9% - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 11.1% 87.0%

丹沢大山
エリア

4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 100.0%

相模湖・相模川流域
エリア

8 - - - 12.5% 12.5% - - - - - - - - - - - - - - - - - 12.5% 75.0%

箱根エリア 224 2.7% 1.3% 1.3% 0.9% 0.4% 0.9% 0.9% 0.4% - 0.4% 0.4% - - 0.4% - - 0.4% - - - - - 5.4% 85.7%
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【県内平均消費単価（県内全体値）令和元年度～令和５年度の推移】

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

平均消費単価 53,089円 - - 77.571円 35,954円

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(県内平均消費単価)

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客の平均消費単価は58,778円、日帰り客の平均消費単価は14,792円と
なっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は67,341円、日帰り客の平均消費単価は
15,535円となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は18,033円、日帰り客の平均消費単価は8,772
円となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は31,985円、日帰り客の平均消費単価は8,286円と
なっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は61,875円となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は55,750円、日帰り客の平均消費
単価は3,000円となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客の平均消費単価は41,852円、日帰り客の平均消費単価は10,939円
となっている。

● 平均消費単価県内
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（円）

n 合計 宿泊費 飲食費
土産品・
買物代

施設
入場料・
利用料

交通費
各種体験

料
ガイド料 その他

県内全体 467 14,792 0 5,497 5,817 1,479 1,757 49 187 6

横浜・川崎
エリア

281 15,535 0 4,967 7,387 1,785 1,375 11 11 0

三浦半島
エリア

10 8,772 0 4,585 2,900 80 1,207 0 0 0

湘南エリア 295 8,286 0 3,846 2,801 476 1,059 77 21 5

丹沢大山
エリア

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

相模湖・相模川流域
エリア

1 3,000 0 3,000 0 0 0 0 0 0

箱根エリア 110 10,939 0 4,617 2,319 686 2,516 82 709 11

（円）

n 合計 宿泊費 飲食費
土産品・
買物代

施設
入場料・
利用料

交通費
各種体験

料
ガイド料 その他

県内全体 433 58,778 31,157 14,349 8,715 941 3,166 234 211 5

横浜・川崎
エリア

181 67,341 33,313 18,361 11,825 1,012 2,348 482 0 0

三浦半島
エリア

15 18,033 2,533 10,067 4,767 0 667 0 0 0

湘南エリア 54 31,985 17,942 7,602 3,233 681 2,526 0 0 0

丹沢大山
エリア

4 61,875 30,000 20,000 6,250 0 5,625 0 0 0

相模湖・相模川流域
エリア

8 55,750 6,250 8,125 39,250 0 2,125 0 0 0

箱根エリア 224 41,852 28,056 7,428 2,583 714 2,645 9 408 9

＜（宿泊）県内平均消費単価＞

＜（日帰り）県内平均消費単価＞
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県内全体 (n=365)

横浜・川崎エリア (n=141)

三浦半島エリア (n=2)

湘南エリア (n=43)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=214)

81.9

85.7

50.0

87.9

100.0

100.0

79.4

4.5

2.8

2.3

5.4

0.1

0.4

0.6

1.4

0.2

12.9

9.7

50.0

9.8

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジット 現金 デビット コード決済 電子マネー

県内全体 (n=362)

横浜・川崎エリア (n=144)

三浦半島エリア (n=3)

湘南エリア (n=46)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=3)

箱根エリア (n=212)

現地で支払い 宿泊施設の公式サイトでの事前払い 旅行会社店頭での事前払い

オンライン旅行代理店（Booking.com 等）での事前払い

47.8

42.4

33.3

43.5

100.0

33.3

50.5

13.5

12.5

33.3

17.4

33.3

12.7

3.9

6.3

33.3

3.3

34.8

38.9

39.1

33.3

33.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(キャッシュレスサービス利用)

● 県内宿泊費キャッシュレスサービスの平均利用割合と支払方法

 県内宿泊費キャッシュレスサービスの平均利用割合について県内全体でみると、「クレジット」
が81.9％と最も多く、エリア別でみても【三浦半島エリア】以外は「クレジット」が約８割を占
めている。

 県内宿泊費の支払方法について県内全体でみると、「現地で支払い」が47.8％と最も多く、次い
で「オンライン旅行代理店（Booking.com等）での事前払い」が34.8％ と続いている。エリア別
でみると「現地で支払い」が【三浦半島エリア】【相模湖・相模川流域エリア】以外は最も多く
なっている。

＜主な県内宿泊費の支払方法＞

＜ 県内宿泊費キャッシュレスサービスの利用割合＞
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● 県内宿泊費以外キャッシュレスサービスの平均利用割合

 県内全体

県内全体でみると、宿泊客は「電子マネー」が54.5％と最も多く、次いで「クレジット」が
40.1％ と続いている。

日帰り客は「電子マネー」が59.9％と最も多く、次いで「クレジット」が32.9％ と続いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、宿泊客は「電子マネー」が52.4％と最も多く、次いで「クレジッ
ト」が41.8％ と続いている。

日帰り客は「電子マネー」が54.6％と最も多く、次いで「クレジット」が36.8％ と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、宿泊客は「クレジット」が61.5％と最も多く、次いで「電子マ
ネー」が38.5％ と続いている。

日帰り客は「電子マネー」が52.2％と最も多く、次いで「クレジット」が36.7％ と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、宿泊客は「電子マネー」が63.8％と最も多く、次いで「クレジット」が
33.8％ と続いている。

日帰り客は「電子マネー」が63.4％と最も多く、次いで「クレジット」が29.7％ と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、宿泊客は「電子マネー」が56.7％と最も多く、次いで「クレジッ
ト」が43.3％ と続いている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、宿泊客は「電子マネー」が49.0％と最も多く、次いで
「クレジット」が47.0％ と続いている。

日帰り客は「クレジットカード」「電子マネー」が各50.0％となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、宿泊客は「電子マネー」が55.2％と最も多く、次いで「クレジット」が
39.2％ と続いている。

日帰り客は「電子マネー」が55.8％と最も多く、次いで「クレジット」が35.3％ と続いている。
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県内全体 (n=459)

横浜・川崎エリア (n=270)

三浦半島エリア (n=9)

湘南エリア (n=280)

丹沢大山エリア -

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=108)

32.9

36.8

36.7

29.7

50.0

35.3

3.3

3.3

3.9

4.0

2.1

2.7

1.1

1.3

4.1

1.8

2.7

10.0

1.7

0.7

59.9

54.6

52.2

63.4

50.0

55.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジット 現金 デビット コード決済 電子マネー

県内全体 (n=424)

横浜・川崎エリア (n=167)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=53)

丹沢大山エリア (n=3)

相模湖・相模川流域エリア (n=5)

箱根エリア (n=219)

40.1

41.8

61.5

33.8

43.3

47.0

39.2

2.9

2.6

1.7

4.0

3.0

1.4

2.3

1.1

1.1

0.8

0.8

1.6

54.5

52.4

38.5

63.8

56.7

49.0

55.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジット 現金 デビット コード決済 電子マネー

＜（宿泊）県内宿泊費以外キャッシュレスサービスの利用割合＞

＜（日帰り）県内宿泊費以外キャッシュレスサービスの利用割合＞
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全　県 (n=466)

横浜・川崎エリア (n=280)

三浦半島エリア (n=10)

湘南エリア (n=293)

丹沢大山エリア (n=1)

相模湖・相模川流域エリア (n=1)

箱根エリア (n=110)

4.7

2.1

5.1

6.4

92.7

94.6

100.0

92.8

100.0

100.0

90.9

2.6

3.2

2.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回利用した（予定を含む） 利用しなかった 今回は利用しなかったが、次回は利用したい

全　県 (n=430)

横浜・川崎エリア (n=179)

三浦半島エリア (n=15)

湘南エリア (n=53)

丹沢大山エリア (n=4)

相模湖・相模川流域エリア (n=8)

箱根エリア (n=224)

4.4

2.8

1.9

5.8

94.2

96.6

100.0

96.2

100.0

62.5

93.3

1.4

0.6

1.9

37.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回利用した（予定を含む） 利用しなかった 今回は利用しなかったが、次回は利用したい

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(プライベートガイド付きツアーについて)

● プライベートガイド付きツアーの利用有無（県内）

 県内でのプライベートガイド付きツアーの利用有無について県内全体でみると、宿泊客、日帰り
客ともに「利用しなかった」が最も多く、９割を占めている。エリア別でみても「利用しなかっ
た」が最も多くなっている。

 宿泊客の【相模湖・相模川流域エリア】でみると「今回は利用しなかったが、次回は利用した
い」が37.5％と他エリアより多くなっている。

＜（日帰り）プライベートガイド付きツアーの利用の有無＞ 予定も含む

＜（宿泊）プライベートガイド付きツアーの利用の有無＞ 予定も含む
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n

食
以
外
の
日
本
文
化
に
関
す
る
も
の

の
体
験

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

サ
イ
ク
リ
ン
グ

酒
・
料
理
等
の
食
に
関
す
る
体
験

農
業
体
験

そ
の
他

県内全体 19 84.2% 10.5% 10.5% 10.5% 5.3% -

横浜・川崎エリア 6 100.0% - - - - -

三浦半島エリア - - - - - - -

湘南エリア 12 58.3% 16.7% 16.7% 25.0% 8.3% 8.3%

丹沢大山エリア - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア - - - - - - -

箱根エリア 7 85.7% - - 14.3% - 14.3%

n

食
以
外
の
日
本
文
化
に
関
す
る
も
の

の
体
験

酒
・
料
理
等
の
食
に
関
す
る
体
験

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

サ
イ
ク
リ
ン
グ

農
業
体
験

そ
の
他

県内全体 19 68.4% 42.1% 10.5% 5.3% - 21.1%

横浜・川崎エリア 5 40.0% 20.0% - - - 40.0%

三浦半島エリア - - - - - - -

湘南エリア 1 - - - - - 100.0%

丹沢大山エリア - - - - - - -

相模湖・相模川流域エリア - - - - - - -

箱根エリア 13 84.6% 53.8% 15.4% 7.7% - 7.7%

● 利用したプライベートガイド付きツアーの内容（県内）

 県内で利用したプライベートガイド付きツアーの内容について県内全体でみると、宿泊客、日帰
り客ともに「食以外の日本文化に関するものの体験」が最も多くなっている。エリア別でみても
「食以外の日本文化に関するものの体験」が最も多くなっている。

 宿泊客の【箱根エリア】でみると「酒・料理等の食に関する体験」が53.8％と他エリアより多く
なっている。

＜（宿泊）ガイド付きツアーの内容＞ 予定も含む

＜（日帰り）ガイド付きツアーの内容＞ 予定も含む
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第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(来訪満足度／再来訪意向)

● 神奈川県来訪の満足度／再来訪意向

 県内全体

県内全体でみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、79.3％となっており、

再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、83.1％となっている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、79.6％となっており、
再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、85.9％となっている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、96.0％となっており、

再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、100.0％となっている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、83.3％となっており、

再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、82.9％となっている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、60.0％となっており、

再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、100.0％となっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、100.0％と
なっており、再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、100.0％となっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、県内訪問の満足度は「９～10」が最も多く、80.6％となっており、再来
訪意向は、「また来たい」が最も多く、81.5％となっている。
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n ９～10 ７～８ ４～６ ２～３ ０～１

県内全体 888 79.3% 19.0% 1.6% 0.1% -

横浜・川崎エリア 455 79.6% 18.9% 1.3% 0.2% -

三浦半島エリア 25 96.0% 4.0% - - -

湘南エリア 347 83.3% 16.1% 0.6% - -

丹沢大山エリア 5 60.0% 40.0% - - -

相模湖・相模川流域エリア 9 100.0% - - - -

箱根エリア 330 80.6% 17.0% 2.4% - -

n また来たい
機会があれ
ば来たい

どちらとも言
えない

あまり来たい
と思わない

来たいと思わ
ない

県内全体 887 83.1% 13.0% 2.0% 1.0% 0.9%

横浜・川崎エリア 455 85.9% 11.0% 1.3% 0.9% 0.9%

三浦半島エリア 24 100.0% - - - -

湘南エリア 345 82.9% 13.6% 2.3% 0.9% 0.3%

丹沢大山エリア 5 100.0% - - - -

相模湖・相模川流域エリア 9 100.0% - - - -

箱根エリア 330 81.5% 14.2% 2.1% 0.9% 1.2%

＜来訪の満足度＞

＜再来訪意向＞

123



第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(感想／ご意見)

 県内全体

県内全体でみると、「景色・街並みが良かった」が22.6％と最も多く、次いで「接客が良い／
人が優しかった」が14.7％、「訪問施設・エリアが良かった・素晴らしかった」が10.4％と続
いている。

 横浜・川崎エリア

横浜・川崎エリアでみると、「景色・街並みが良かった」が21.6％と最も多く、次いで「接客
が良い／人が優しかった」が17.1％、「清潔感があった」が11.8％と続いている。

 三浦半島エリア

三浦半島エリアでみると、「接客が良い／人が優しかった」「歴史・カルチャーに触れる事が
出来た」が各20.0％と最も多く、次いで「訪問施設・エリアが良かった・素晴らしかった」
「清潔感があった」「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が各13.3％と続いている。

 湘南エリア

湘南エリアでみると、「景色・街並みが良かった」が17.9％と最も多く、次いで「接客が良い
／人が優しかった」が13.4％、「自然を感じられた・豊かだった」「神社・寺院・仏像が良
かった」が12.8％と続いている。

 丹沢大山エリア

丹沢大山エリアでみると、「清潔感があった」が33.3％と最も多くなっている。

 相模湖・相模川流域エリア

相模湖・相模川流域エリアでみると、「歴史・カルチャーに触れる事が出来た」「神社・寺
院・仏像が良かった」が各20.0％と最も多くなっている。

 箱根エリア

箱根エリアでみると、「景色・街並みが良かった」が25.2％と最も多く、次いで「自然を感じ
られた・豊かだった」が14.8％、「接客が良い／人が優しかった」「温泉が良かった」が

各13.3％と続いている。

● 神奈川県訪問の感想
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(人）

n

交
通
機
関
が
わ
か
り
づ
ら
か

っ
た
・

不
便
だ

っ
た

気
候
が
悪
か

っ
た

多
言
語
の
表
記
対
応
が
不
十
分

施
設
案
内
や
観
光
情
報
が
不
十
分

ゴ
ミ
箱
が
も

っ
と
欲
し
い

人
が
多
い
・
混
雑
し
て
い
た

交
通
費
が
高
い

飲
食
店
が
少
な
い

荷
物
の
置
き
場
が
な
い

店
が
閉
ま
る
の
が
早
い

県内全体 66 16 12 9 8 6 5 3 3 2 2

横浜・川崎
エリア

39 7 4 7 8 2 4 2 3 2 -

三浦半島
エリア

1 - - - - 1 - - - - -

湘南エリア 17 3 3 2 1 3 2 2 - 1 -

丹沢大山
エリア

0 - - - - - - - - - -

相模湖・相模川流域
エリア

1 - - 1 - - - - - - -

箱根エリア 26 6 8 2 - 2 2 3 - 1 2

 ご意見・ご要望感想の中から抜粋〔複数回答〕

＜感想 TOP10＞ 〔複数回答〕

n

景
色
・
街
並
み
が
良
か

っ
た

接
客
が
良
い
／
人
が
優
し
か

っ
た

訪
問
施
設
・
エ
リ
ア
が
良
か

っ
た
・

素
晴
ら
し
か

っ
た

次
回
は

、
も

っ
と
ゆ

っ
く
り
観
光
し

た
い
／
ま
た
来
た
い

自
然
を
感
じ
ら
れ
た
・
豊
か
だ

っ
た

清
潔
感
が
あ

っ
た

飲
み
物
・
食
べ
物
が
美
味
し
い
・
良

か

っ
た

歴
史
・
カ
ル
チ

ャ
ー

に
触
れ
る
事
が

出
来
た

神
社
・
寺
院
・
仏
像
が
良
か

っ
た

温
泉
が
良
か

っ
た

東
京
と
比
べ
て
よ
い
と
こ
ろ
だ

っ
た

（
混
雑
さ
・
価
格
な
ど

）

良
か

っ
た

県内全体 491 22.6% 14.7% 10.4% 8.4% 8.4% 7.9% 6.9% 6.5% 5.3% 3.9% 3.9% 3.9%

横浜・川崎
エリア

287 21.6% 17.1% 9.4% 8.7% 2.8% 11.8% 7.7% 3.5% 0.7% 1.0% 5.2% 5.2%

三浦半島
エリア

15 6.7% 20.0% 13.3% 6.7% 6.7% 13.3% 13.3% 20.0% - - - 6.7%

湘南エリア 179 17.9% 13.4% 12.3% 4.5% 12.8% 7.3% 7.3% 11.7% 12.8% 1.7% 3.4% 5.0%

丹沢大山
エリア

3 - - - - - 33.3% - - - - - -

相模湖・相模川流域
エリア

5 - - - - - - - 20.0% 20.0% - - -

箱根エリア 135 25.2% 13.3% 11.1% 11.9% 14.8% 2.2% 5.9% 8.1% 2.2% 13.3% 2.2% 3.0%
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● 世帯年収×純金融資産保有額

 県内全体

県内全体でみると、世帯年収×純金融資産保有額は「10万米ドル未満×100 万米ドル未満」が
52.0％と最も多く、次いで、「10万米ドル以上20万米ドル未満×100 万米ドル未満」が28.2％
と続いている。 エリア別でみても【丹沢大山エリア】以外では「10万米ドル未満×100 万米ド
ル未満」が最も多くなっている。

第３章 外国人観光客実態調査 Ⅱ.調査結果分析(世帯年収×純金融資産保有額)

n
10万米ドル未満
×100 万米ドル

未満

10万米ドル未満
×100 万米ドル

以上

10万米ドル以上
20万米ドル未満
×100 万米ドル

未満

10万米ドル以上
20万米ドル未満
×100 万米ドル

以上

20万米ドル以上
×100 万米ドル

未満

20万米ドル以上
×100 万米ドル

以上

県内全体 354 52.0% 1.4% 28.2% 6.8% 5.1% 6.5%

横浜・川崎
エリア

186 55.9% 1.1% 22.6% 6.5% 4.8% 9.1%

三浦半島
エリア

10 50.0% - 50.0% - - -

湘南エリア 120 53.3% 4.2% 23.3% 10.0% 5.0% 4.2%

丹沢大山
エリア

1 - - - - - 100.0%

相模湖・相模川流域
エリア

3 66.7% - 33.3% - - -

箱根エリア 136 48.5% - 32.4% 8.8% 6.6% 3.7%

＜世帯年収×純金融資産保有額＞
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第４章 前後の訪問地の関係について



7つの
エリア 拠点

横浜・
川崎エリア 横浜市

三浦半島
エリア 三浦市

湘南
エリア 鎌倉市

丹沢大山
エリア 伊勢原市

相模湖・
相模川流域
エリア 相模原市

箱根
エリア 箱根町

足柄
エリア 南足柄市

 分析の目的

（1）観光客消費動向等調査及び(2)外国人観光客実態調査で実施した調査結果を

もとに日本人宿泊客と訪日外国人宿泊客の訪問地の違いを比較し、把握する

 分析対象

神奈川県内で宿泊をした日本人宿泊客と訪日外国人宿泊客

 分析方法

（1）観光客消費動向等調査及び(2)外国人観光客実態調査で実施した調査結果

で宿泊客に絞り、７つのエリア別の拠点（神奈川県内市町村)の直前直後の訪問地

で分析

 ７つのエリア別の拠点

●分析概要

第４章 前後の訪問地の分析 Ⅰ.分析概要

128



●前後の訪問地の分析

＜横浜・川崎エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「東京都」が17％で１位となり、直後は「鎌倉市」が20％で１位
となっている。

 外国人宿泊客でみると、日本人と同じく直前は「東京都」が54％で１位となり、直後は「鎌倉
市」が17％で１位となっている。

第４章 前後の訪問地の分析 Ⅱ.分析結果

＜三浦半島エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「横須賀市」が41％で１位となり、直後も同じく「横須賀市」が
37％で１位となっている。

 外国人宿泊客でみると、直前は「横浜市」が100％となり、直後は「藤沢市」「東京都」が各
50％で同率１位となっている。

＜湘南エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「横浜市」が37％で１位となり、直後も同じく「横浜市」が19％
で１位となっている。

 外国人宿泊客でみると、直前は「東京都」が51％で１位となり、直後も同じく「東京都」が18％
で１位となっている。

＜丹沢大山エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「厚木市」が17％で１位となり、直後は「相模原市」が25％で

１位となっている。

 外国人宿泊客でみると、直前に訪問はなく、最初に「伊勢原市」へ訪問が100％となった。直後
は「東京都」が100％となっている。

＜相模湖・相模川流域エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「山梨県」が26％で１位となり、直後は「清川村」が11％で

１位となっている。

 外国人宿泊客でみると、直前は「東京都」が25％で１位となり、直後は「横浜市」が25％で１
位となっている。

＜箱根エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「小田原市」が24％で１位となり、直後も同じく、「小田原
市」が19％で１位となっている。

 外国人宿泊客でみると、直前は「東京都」が53％で１位となり、直後も同じく、「東京都」が
26％で１位となっている。

＜足柄エリア＞

 日本人宿泊客でみると、直前は「箱根町」が14％で１位となり、直後は「小田原市」「箱根
町」が各19％で同率１位となっている。
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日本人宿泊客 外国人宿泊客

直前の訪問地 直後の訪問地 直前の訪問地 直後の訪問地

  訪問者数 109 人   訪問者数 109 人   訪問者数 434 人   訪問者数 434 人

最初 50 % 最後 51 % 最初 16 % 最後 38 %

 1．東京都 17 %  1．鎌倉市 20 %  1．東京都 54 %  1．鎌倉市 17 %

 2．鎌倉市 10 %  2．東京都 13 %  2．鎌倉市 3 %  2．東京都 12 %

 3．川崎市/藤沢市 5 %  3．藤沢市 6 %  3．箱根町 3 %  3．大阪府 6 %

  訪問者数 27 人   訪問者数 27 人   訪問者数 2 人   訪問者数 2 人

最初 48 % 最後 44 % 最初 - 最後 -

 1．横須賀市 41 %  1．横須賀市 37 %  1．横浜市 100 %  1．藤沢市/東京都 50 %

 2．横浜市 11 %  2．横浜市 11 % ※上記以外訪問地なし ※上記以外訪問地なし

 3．東京都 4 %  3．鎌倉市/藤沢市/東京都 4 %   

  訪問者数 59 人   訪問者数 59 人   訪問者数 330 人   訪問者数 330 人

最初 20 % 最後 54 % 最初 3 % 最後 26 %

 1．横浜市 37 %  1．横浜市 19 %  1．東京都 51 %  1．東京都 18 %

 2．藤沢市 22 %  2．藤沢市 17 %  2．横浜市 23 %  2．藤沢市 16 %

 3．東京都 9 %  3．横須賀市/箱根町/東京都 3 %  3．藤沢市 5 %  3．京都府 11 %

  訪問者数 12 人   訪問者数 12 人   訪問者数 1 人   訪問者数 1 人

最初 58 % 最後 33 % 最初 100 % 最後 - %

 1．厚木市 17 %  1．相模原市 25 % ※上記以外訪問地なし  1．東京都 100 %

 2．小田原市/秦野市/栃木県 8 %  2．厚木市 17 % ※上記以外訪問地なし

※上記以外訪問地なし  3．小田原市/秦野市/湯河原町 8 %   

  訪問者数 35 人   訪問者数 35 人   訪問者数 8 人   訪問者数 8 人

最初 37 % 最後 63 % 最初 38 % 最後 13 %

 1．山梨県 26 %  1．清川村 11 %  1．東京都 25 %  1．横浜市 25 %

 2．伊勢原市/清川村 9 %  2．横浜市/東京都 9 %  2．鎌倉市/小田原市/座間市 13 %  2．横須賀市/鎌倉市/大和市 13 %

 3．箱根町 6 %  3．山梨県 6 % ※上記以外訪問地なし  箱根町/広島県  

  訪問者数 129 人   訪問者数 129 人   訪問者数 317 人   訪問者数 317 人

最初 34 % 最後 47 % 最初 2 % 最後 21 %

 1．小田原市 24 %  1．小田原市 19 %  1．東京都 53 %  1．東京都 26 %

 2．静岡県 18 %  2．静岡県 17 %  2．横浜市 7 %  2．京都府 20 %

 3．東京都 6 %  3．東京都 8 %  3．鎌倉市 7 %  3．大阪府 5 %

  訪問者数 21 人   訪問者数 21 人

最初 38 % 最後 43 %

 1．箱根町 14 %  1．小田原市/箱根町 19 % ※該当なし ※該当なし

 2．小田原市/山北町/静岡県 10 %  2．静岡県 14 %

 3．厚木市/海老名市/真鶴町 5 %  3．海老名市 5 %

/湯河原町

7つの
エリア

拠点

横浜・
川崎エリア

横浜市

三浦半島
エリア

箱根
エリア

箱根町

足柄
エリア

南足柄
市

三浦市

湘南
エリア 鎌倉市

丹沢大山
エリア

伊勢原
市

相模湖・
相模川
流域

エリア

相模原
市

＜７つのエリア別前後訪問地ランキング-TOP3-＞
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第５章 要約



(居住地)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は、「東京都」が29.9％と最も多く、次いで「神奈川
県」が22.9％、「埼玉県」が8.0％と続いている。

日帰り客は、「神奈川県」が62.1％と最も多く、次いで「東京都」が21.8％、「埼玉県」が
4.8％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、「米国」が27.1％で最も多く、次いで「オーストラリア」が
8.2％、「英国」が5.9％、「ドイツ」が5.4％の順に多い。

第５章 要約 (居住地)(宿泊・日帰り)(性別／年代) 

(性別)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「男性」が46.4％、「女性」が53.6％となっている。

日帰り客は「男性」が53.3％、「女性」が46.7％となっている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「男性」が58.9％、「女性」は41.1％となっている。

日帰り客は「男性」が67.0％、「女性」が33.0％となっている。

(年代)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「60歳以上」が21.0％と最も多く、次いで「30歳
代」が20.6％、「40歳代」が20.0％と続いている。

日帰り客は「60歳以上」が23.0％と最も多く、次いで「30歳代」が20.9％、「40歳代」が
20.8％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「20歳代」が28.9％と最も多く、次いで「30歳代」
が26.3％、「40歳代」「50歳代」が各16.2％と続いている。

日帰り客は「20歳代」が29.6％と最も多く、次いで「30歳代」が28.9％、「40歳代」が15.8％
と続いている。

(宿泊・日帰り)

 観光客消費動向等調査でみると、「宿泊客」が16.4％、「日帰り客」は83.6％となっている。

 外国人観光客実態調査でみると、「宿泊客」が48.1％、「日帰り客」は51.9％となっている。

● 観光客消費動向等調査と外国人観光客実態調査の比較分析
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 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「10回以上」が53.5％と最も多く、次いで「３～５
回目」が17.1％、「初めて」が12.8％と続いている。

日帰り客は「10回以上」が73.2％と最も多く、次いで「３～５回目」が10.1％、「６～９回
目」が7.4％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「初めて」が56.4％と最も多く、次いで「３～５回
目」が16.2％、「２回目」が13.6％と続いている。

日帰り客は「初めて」が58.2％と最も多く、次いで「２回目」が14.3％、「３～５回目」が
14.1％と続いている。

第５章 要約 (主な訪問目的)(同行人数／同伴者)(来訪回数)(情報源)

(同行人数)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「２人」が46.6％と最も多く、次いで「４人」が
16.1％、「３人」が15.1％と続いている。

日帰り客は「２人」が44.3％と最も多く、次いで「１人」が17.2％、「３人」が16.6％と続い
ている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「２人」が47.3％と最も多く、次いで「１人」が
21.7％、「３人」が12.5％と続いている。

日帰り客は「２人」が45.6％と最も多く、次いで「１人」が25.5％、「３人」が12.8％と続い
ている。

(同伴者)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が57.2％と最も多く、次いで
「子」が34.5％、「友人」が19.2％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が52.3％と最も多く、次いで「子」が31.5％、「友人」が
18.0％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「夫婦・パートナー」が48.0％と最も多く、次いで
「自分ひとり」が21.7％、「友人」が18.2％と続いている。

日帰り客は「夫婦・パートナー」が44.3％と最も多く、次いで「自分ひとり」が25.5％、「友
人」が16.9％と続いている。

(来訪回数)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客と日帰り客のどちらも「観光・レジャー」が９割以上
を占めている。また、エリア別にみても、同様に「観光・レジャー」の割合が多くなっている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「観光・レジャー」が76.9％と最も多く、次いで
「親族・知人訪問」が9.2％、「その他ビジネス」が4.6％と続いている。

日帰り客は「観光・レジャー」が87.4％と最も多く、次いで「親族・知人訪問」が5.8％、「留
学」が1.5％と続いている。

(情報源)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「ＳＮＳ」が30.5％と最も多く、次いで「施設等の
公式サイト」が22.9％、「宿泊・飲食等予約サイト」が15.8％と続いている。

日帰り客は「ＳＮＳ」が16.3％と最も多く、次いで「施設等の公式サイト」が13.7％、

「家族・知人の情報」が10.6％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、Tokyo Day Tripの利用についてみると、「利用していない」
が90.1％と最も多く、エリア別でみても「利用していない」が約９割を占めている。

Google Mapの利用についてみると、「旅行前も旅行中も利用」が63.8％と最も多く、エリア別
でみても「旅行前も旅行中も利用」が最も多くなっている。

(主な訪問目的)
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(訪問観光地・訪問地)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「箱根関所・資料館」が12.9％と最も多く、次いで
「さがみ湖リゾート・プレジャーフォレスト」が8.5％、「新横浜ラーメン博物館」が6.7％と
続いている。

日帰り客は「宮ヶ瀬湖」が6.4％と最も多く、次いで「江の島」が6.1％、「鶴岡八幡宮」「寒
川神社」が各5.9％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は、宿泊客では平均2.3地点、日帰り客で平均1.5地点となっている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「鶴岡八幡宮」が16.6％と最も多く、次いで「横浜
赤レンガ倉庫」が15.5％、「横浜中華街」が14.8％と続いている。

日帰り客は「鶴岡八幡宮」が31.5％と最も多く、次いで「横浜赤レンガ倉庫」が18.2％、「横
浜中華街」が14.3％と続いている。

県内平均立ち寄り地点数は、宿泊客は2.2地点、日帰り客は1.8地点となっている。

第５章 要約 (訪問観光地・訪問地)(オススメ度)(宿泊施設/宿泊数)(交通機関)(平均消費単価)

(宿泊施設/宿泊数)

 観光客消費動向等調査でみると、訪問地域の宿泊施設は「リゾートホテル」が26.5％と最も多
く、次いで「旅館」が21.1％、「シティホテル」が12.0％と続いている。

⁃ 平均宿泊数について、1.2泊となっている。

 外国人観光客実態調査でみると、訪問地域の宿泊施設は「シティホテル」が32.2％と最も多く、
次いで「旅館」が27.2％、「リゾートホテル」が10.1％と続いている。

平均宿泊日数は4.6泊となっている。

(交通機関)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「自家用車」が38.5％と最も多く、次いで「鉄道」
が30.3％、「路線バス」が9.0％と続いている。

日帰り客は「自家用車」が48.8％と最も多く、次いで「鉄道」が25.8％、「徒歩」が13.3％と
続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「鉄道」が64.7％と最も多く、次いで「徒歩」が
10.8％、「新幹線」が8.9％と続いている。

日帰り客は「鉄道」が67.9％と最も多く、次いで「徒歩」が14.8％、「新幹線」が6.4％と続い
ている。

(平均消費単価)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客の平均消費単価は28,207円、日帰り客の平均消費単価
は4,888円となっている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客の平均消費単価は58,778円、日帰り客の平均消費単価
は14,792円となっている。

(オススメ度)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「７～８」が51.2％と最も多くなり、日帰り客は
「７～８」が51.0％と最も多くなっている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客は「９～10」が78.1％と最も多くなり、日帰り客は
「９～10」が77.4％と最も多くなっている。
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 観光客消費動向等調査でみると、「現地で支払い」が58.8％と最も多く、次いで「オンライン
旅行代理店（じゃらん、楽天トラベル等）での事前払い」が21.4％ と続いている。エリア別で
みると、【相模湖・相模川流域エリア】で「宿泊施設の公式サイトでの事前払い」が43.5％と
他のエリアより多くなっている。

 外国人観光客実態調査でみると、「現地で支払い」が47.8％と最も多く、次いで「オンライン
旅行代理店（Booking.com等）での事前払い」が34.8％ と続いている。エリア別でみても「現
地で支払い」が最も多くなっている。

第５章 要約 (キャッシュレス/支払い方法について)(来訪満足度／再来訪意向)(感想)

(来訪満足度／再来訪意向)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客の県内来訪の満足度は、「９～10」が54.4％、「７～
８」が40.7％となっている。日帰り客の県内来訪の満足度は、「９～10」が45.9％と最も多く、
「７～８」が47.2％ となっている。再来訪意向は、宿泊客は「また来たい」が89.7％、日帰り
客も同様に「また来たい」が88.0％と最も多くなっている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客、日帰り客の全体の県内来訪の満足度は「９～10」が
最も多く、79.3％となっており、再来訪意向は、「また来たい」が最も多く、83.1％となって
いる。

(感想)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊客は「景色・街並みが良かった」が11.3％と最も多く、
次いで「自然を感じられた・豊かだった」が11.0％、「飲み物・食べ物が美味しい・良かっ
た」が7.5％と続いている。

日帰り客は「自然を感じられた・豊かだった」が11.6％と最も多く、次いで「景色・街並みが
良かった」が11.5％、「飲み物・食べ物が美味しい・良かった」が7.7％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると、宿泊客、日帰り客の全体では「景色・街並みが良かった」が
22.6％と最も多く、次いで「接客が良い／人が優しかった」が14.7％、「訪問施設・エリアが
良かった・素晴らしかった」が10.4％と続いている。

(県内宿泊費の支払方法について)

(キャッシュレスサービスの利用について)

 観光客消費動向等調査でみると、宿泊費は「クレジット」が76.1％と最も多くなっている。

宿泊費以外は、宿泊客は「現金」が49.3％と最も多く、次いで「クレジット」が27.9％、「電
子マネー」が15.4％と続いてる。日帰り客は「現金」が61.6％と最も多く、次いで「電子マ
ネー」が16.7％、「クレジット」が16.1％と続いている。

 外国人観光客実態調査でみると宿泊費は「クレジット」が81.9％と最も多く、エリア別でみて
も【三浦半島エリア】以外は「クレジット」が約８割を占めている。

宿泊費以外は、宿泊客は「電子マネー」が54.5％と最も多く、次いで「クレジット」が40.1％
と続いている。日帰り客は「電子マネー」が59.9％と最も多く、次いで「クレジット」が
32.9％ と続いている。
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第６章 資料編



第６章 資料編 観光客消費動向等調査 調査票
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第６章 資料編 外国人観光客実態調査 調査票(英語）
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第６章 資料編 外国人観光客実態調査 調査票(簡体語）
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第６章 資料編 外国人観光客実態調査 調査票(繫体語）
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第６章 資料編 外国人観光客実態調査 調査票(韓国語）
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